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【視覚障がい】

・ 北海道札幌視覚支援学校 P ９

【聴覚障がい】

・ 北海道高等聾学校 P 13

【知的障がい】

（道央圏）

・ 北海道美唄養護学校 P 17

・ 北海道南幌養護学校 P 19

・ 北海道夕張高等養護学校 P 21

・ 北海道雨竜高等養護学校 P 23

・ 北海道札幌養護学校白桜高等学園 P 25

・ 北海道札幌養護学校共栄分校 P 27

・ 北海道星置養護学校ほしみ高等学園 P 29

道立特別支援学校高等部における入学者選考の概要

１ 対象となる生徒（出願資格） P ４

２ 入学者選考の方法について P ４

３ 事前の教育相談について P ５

４ 入学者選考に係る主なスケジュールについて P ５

５ 知的障がい特別支援学校高等部について P ６

各学校の紹介

凡例

……視覚障がいの学校

……聴覚障がいの学校

……知的障がいの学校（普通科のみを設置している学校）

……知的障がいの学校（職業学科を設置している学校）

…･･知的障がいの学校（職業学科と普通科を設置している学校）

……肢体不自由者の学校（普通科のみを設置している学校）

……肢体不自由者の学校（職業学科を設置している学校）

……病弱者の学校

視覚

知普

知職

知職・普

肢普

肢職・普

病弱

聴覚

知普

知職

聴覚

視覚

知普

知普

知普

知普

知普
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・ 北海道札幌伏見支援学校 P 31

・ 北海道札幌伏見支援学校もなみ学園分校 P 33

・ 北海道札幌高等養護学校 P 35

・ 北海道札幌稲穂高等支援学校 P 37

・ 北海道札幌あいの里高等支援学校 P 39

・ 北海道千歳高等支援学校 P 41

・ 北海道白樺高等養護学校 P 43

・ 北海道新篠津高等養護学校 P 45

・ 北海道余市養護学校 P 47

・ 北海道余市養護学校しりべし学園分校 P 49

・ 北海道小樽高等支援学校 P 51

・ 北海道室蘭養護学校 P 53

・ 北海道伊達高等養護学校 P 55

・ 北海道平取養護学校 P 57

・ 北海道平取養護学校静内ペテカリの園分校 P 59

（道南圏）

・ 北海道七飯養護学校 P 63

・ 北海道七飯養護学校おしま学園分校 P 65

・ 北海道函館高等支援学校 P 67

・ 北海道北斗高等支援学校 P 69

・ 北海道今金高等養護学校 P 71

（道北圏）

・ 北海道鷹栖養護学校 P 75

・ 北海道東川養護学校 P 77

・ 北海道旭川高等支援学校 P 79

・ 北海道美深高等養護学校 P 81

・ 北海道美深高等養護学校あいべつ校 P 83

・ 北海道小平高等養護学校 P 85

・ 北海道稚内養護学校 P 87

知普

知職

知普

知普

知普

知普

知普

知普

知職

知職

知職

知職

知職

知職

知職・普

知普

知普

知職・普

知職

知職

知普

知普

知職・普

知職

知職

知職

知普
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（オホーツク圏）

・ 北海道北見支援学校 P 91

・ 北海道紋別養護学校 P 93

・ 北海道紋別養護学校ひまわり学園分校 P 95

・ 北海道紋別高等養護学校 P 97

（十勝圏）

・ 北海道帯広養護学校 P 101

・ 北海道新得高等支援学校 P 103

・ 北海道中札内高等養護学校 P 105

・ 北海道中札内高等養護学校幕別分校 P 107

（釧根圏）

・ 北海道釧路養護学校 P 111

・ 北海道釧路鶴野支援学校 P 113

・ 北海道中標津支援学校 P 115

【肢体不自由】

・ 北海道岩見沢高等養護学校 P 119

・ 北海道真駒内養護学校 P 121

・ 北海道手稲養護学校 P 123

・ 北海道拓北養護学校 P 125

・ 北海道函館養護学校 P 127

・ 北海道旭川養護学校 P 129

・ 北海道網走養護学校 P 131

【病弱】

・ 北海道手稲養護学校三角山分校 Ｐ 135

知職

知普

知職

知普

知職・普

病弱

肢普

肢職・普

肢普

肢普

肢普

肢普

肢普

知普

知普

知普

知職・普

知職・普

知職・普
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道立特別支援学校高等部における入学者選考の概要

１ 対象となる生徒（出願資格）

○ 特別支援学校の中学部、中学校又は義務教育学校を卒業した者（令和６年（2024

年）３月末日までに卒業する見込みの者を含む。）

○ 中等教育学校の前期課程を修了した者（令和６年（2024年）３月末日までに終了

する見込みの者を含む。）

○ 道教委が作成する「募集要項」及び各学校で定める「募集要領」に記載している要

件を満たす者

※ 令和６年度（2024年度）の「募集要項」は11月下旬、「募集要領」は12月上

旬に公表する予定です。出願資格、出願手続き等について御確認ください。

令和５年度特別支援学校高等部入学者選考における出願資格（参考）

例１：「知的障がいのある者」

○ 医師の診断がある、又は、公的な機関において知能検査の結果や社会生活への適応の困難

性などから知的障がいと判断されている

○ 知的障がい特別支援学級に在籍している

○ 療育手帳を取得している（取得見込みを含む）

（令和５年度北海道道立特別支援学校高等部（知的障がい）生徒募集要領）

例２：特別支援学校分校高等部（北海道星置養護学校ほしみ高等学園、北海道札幌養護学校白桜

高等学園、北海道美深高等養護学校あいべつ校及び北海道中札内高等養護学校幕別分校を除

く。）への出願

○ 原則として当該特別支援学校（平成19年３月以前に設置されていた養護学校を含む。）

分校中学部を卒業した者（令和５年３月末日までに卒業する見込みの者を含む。）

（令和５年度道立特別支援学校（高等部）入学者募集要項）

例３：病院・施設を併設している特別支援学校

○ 原則として各学校が隣接している病院への入院・施設への入所をしている者

（令和５年度道立特別支援学校（高等部）入学者募集要項）

２ 入学者選考の方法について

○ 令和６年度（2024年度）の入学者選考の方法については、11月下旬に公表を予定

している「募集要項」に記載しますので、必ず御確認ください。

令和５年度特別支援学校高等部入学者選考の方法について（参考）

○ 出願先の校長は、次の選考検査の結果及び個人調査書を総合的に評価し、選考する。

○ 視覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

ア 障害状況調査 イ 面接

○ 聴覚障害者、肢体不自由者又は病弱者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

ア 学力検査（国語、数学その他出願先の校長の定める教科について行う。）

ただし、北海道真駒内養護学校、北海道手稲養護学校、北海道拓北養護学校、北海道函館

養護学校、北海道旭川養護学校及び北海道網走養護学校にあっては、他の検査によることが

できる。

イ 障害状況調査 ウ 面接

○ 知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

ア 学習状況検査 イ 面接

○ 普通科（訪問教育）に出願する者にあっては、他の検査によることができる。

（令和５年度道立特別支援学校（高等部）入学者募集要項）
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３ 事前の教育相談について

教育相談は、授業見学や寄宿舎の様子など、学校生活を知る貴重な機会です。

できるだけ早い時期に、希望する特別支援学校の教育相談を受けてください。

※ 教育相談で話をする内容について

※ その他、疑問や不安に感じることについて担当者に確認をしてください。

※ なお、教育相談の実施に当たり、中学校等の担当者の同行を一律に求めることはあ

りません。

４ 入学者選考に係る主なスケジュールについて

時期 内容

６月～11月 ○ 公立特別支援学校配置計画案の公表（６月）

○ 事前の教育相談の開始

※ 教育内容や学校生活の理解、志望学科の選択など

※ 学校見学や教育相談は、原則、在籍している学校から入学

を志望する学校に申込み

○ 「道立特別支援学校高等部のしおり」発行

○ 全道14管内で「進路指導協議会」の実施（７月～９月）

○ 公立特別支援学校配置計画の公表（９月）

11月下旬～ ○ 北海道教育委員会公報で「募集要項」告示

（道教委特別支援教育課Ｗｅｂページに掲載）

12月

○ 高等部を設置する特別支援学校のＷｅｂページ上にて、「募集

要領」を公表

○ 中学校から入学を希望する学校へ出願書類を請求

１月上旬 ○ 中学校から入学を希望する学校へ入学願書を提出

１月下旬～
２月上旬

○ 入学者選考検査（１月26日）

２月中旬
○ 合格者発表（14日）

※ 第２次募集人員の発表

□ 授業内容について □ 通学手段について
□ 教育課程について □ 寄宿舎について
□ 指導体制について □ てんかんやアレルギーについて
□ 卒業後の進路について □ 諸経費等について

など
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５ 知的障がい特別支援学校の高等部について

○ 知的障がい特別支援学校高等部の学科と学習内容について

知的障がい特別支援学校の高等部は、生徒やその保護者が障がいの程度により学科を選

択するのではなく、将来の進路希望等に応じて、教育課程の特色や学ぶ内容によって学校

を選択することができる受入体制を整備するなど、一人一人の教育的ニーズに応じた専門

性の高い教育を行います。

普通科のみを設置

している学校
普通科

保護者や地域の人々等の支援をもとに可能な限り社会

に参加するために必要な知識や技能、態度などの能力を
養うことを目指して、身辺処理能力など、基本的な生活
習慣の向上を図ることを中心とした学習を行います。

職業学科を設置

している学校

普通科

幅広く知識や技能を学ぶことで、卒業後の自立（職業
自立、社会自立）に必要な知識や技能の習得を目指して、
知的障がい特別支援学校の各教科別の指導や就業体験、
ボランティア活動、社会体験活動等の体験的な学習を行
います。

職業学科

卒業後の自立（職業自立、社会自立）に必要な知識、
技能、態度などの能力を養い、その習慣形成を目指して、
作業学習を中心に行います。

学科名 主な学習内容

農業科 野菜や花などの栽培などの学習

園芸科 野菜、果樹及び草花の栽培などの学習

生産技術科 木や紙などの様々な素材を使った製品の製造、リサイクル活動などの学習

窯業科
セラミック製品の製造、陶器制作、紙などを主材料とする製品の製造など
の学習

木工科 テーブルやペン立てなど木材製品の製造などの学習

情報ものづくり科 コンピュータ等の情報機器を用いた製品の製造などの学習

工業科 コンクリート製品や金属加工製品の製造などの学習

環境・流通サポート科 ビルクリーニングや、書類等の発送事務など流通に関しての学習

家庭総合科 被服の製作や手芸作品、調理、住居の管理などの学習

被服デザイン科 被服の製作や手芸作品などの学習

食品デザイン科 調理や住居の管理などの学習

クリーニング科 衣服や絨毯などの洗濯、乾燥、仕上げなどの学習

福祉サービス科 介護技術や家事援助、接客やサービスなどの学習

福祉デザイン科 介護・家事援助や保育、家庭看護などの学習

産業総合科 製造、流通、福祉などの複数の作業を組み合わせた学習
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【視覚障がい】
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視覚障がいの特別支援学校

石狩管内 北海道札幌視覚支援学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒064-8629 札幌市中央区南14条西12丁目1-1
ＴＥＬ ０１１－５６１－７１０７
ＦＡＸ ０１１－５６１－２４２３
E-mail sapporoshikaku-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.sapporoshikaku.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 基 本 理 念
「視覚障がい教育の専門性を発揮し、教育機能、理療機能、
支援機能を推進する学校」

□ 学校教育目標
「将来に向かって」
○ 意欲的に学び、考える人
○ 心を豊かに伝え合い、思いやりのある人
○ 健康で、たくましく活動する人

□ 概 要
本校は、視覚に障がいのある幼児児童生徒に対し、幼稚部から専攻科まで一貫した専門的な教育を

行う学校として、北海道札幌盲学校と北海道高等盲学校が統合し、平成27年４月に開校した学校で
す。高等部は、普通科と高等学校卒業後に入学できる専攻科を設置しています。

専攻科は、あん摩・マッサージ・指圧師、はり師、きゅう師の国家資格を取得するための学科（保
健理療科、理療科）を設置しており、中途で視覚障がいとなった方も多数入学しています。

■特色ある教育活動

高等部普通科の教育目標
障がいによる困難を主体的に改善し、責任ある社会人として必要な知識・技能とたくましく生き

る力をもつ次のような生徒を育てる
○ 将来を見据え、自ら学び、考え、表現できる生徒
○ 自他を尊重できる生徒
○ 健康と安全を管理し、心身を鍛えることができる生徒

【 安心・安全な教育環境 】
校内を安全に移動するための誘導ブロックや見やすい教室表示、明るさを調節できる教室照明、遮光

カーテン等、見えない、見えにくい生徒が安心・安全に過ごせる教育環境を整備しています。

【 視覚障がいに適した学習内容・方法 】
点字や文字を拡大して読むことは時間がかかるため、学習内容を精選して学習し、基礎・基本の定着

が図られるようにしています。個々の生徒の実態に応じて、「聴くこと」「触ること」「残存視力を活
用すること」を生かした教材・教具で学習に取り組みます。

【 ＩＣＴ機器の活用 】
高等部普通科では、生徒全員がタブレット端末を所有しており、校内Wi-Fiネットワークを活用した

学習に取り組んでいます。最適な環境で調べ学習を行ったり、デジタル教科書を利用したりすることに
より、ＩＣＴ機器の活用能力を高め、視覚障がいによる「情報収集」「文字の読み書き」等の困難さを
改善・克服しています。

【 視覚障がい者スポーツの取組 】
本校に入学してから視覚障がい者スポーツを通して「運動する楽しさ」を味わう生徒が多く、部活動

を通して全国大会への出場やアスリート発掘プロジェクトに参加している生徒もいます。

※ 特別支援学校高等部や高等学校を卒業した方を対象とした専攻科を設置しています。（理療科、保
健理療科）
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

普通科：単独歩行に向けた学習 専攻科：あん摩施術の学習 普通科：ゴールボールの学習

■普通科第１学年生徒の週時程表

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施

＊登校時間 ８：４０（月～金）
＊下校時間１５：２５（月～金）

■教育課程の特徴
高等部普通科の普通学級と重複障がい学級は、

学校行事や生徒会活動、部活動等で生徒が一緒に
協力して活動しています。

□ 高等部普通科（普通学級）
高等学校と同じ教科書（拡大版、デジタル

版、点字版、音声版）を使用して、同じ内容を
学習します。

進学希望者には、模試や放課後に講習等を行
います。また、インターンシップでの職業体験
活動や、札幌市内の高等学校との交流及び共同
学習を行います。

□ 高等部普通科（重複障がい学級）
国語や数学、情報、職業等では、知的障がい

者である生徒に対する教育を行う特別支援学校
の各教科等の目標や内容を学習します。生徒の
実態に合わせたグループ学習を中心に、卒業後
の就労に向け、達成感や自己有用感を味わえる
ような授業を行います。

現場実習では、生徒の実態に応じて「学校近
隣での実習」「居住地での実習」「卒業後の就
労を前提とした実習」を行っています。

□ 自立活動の指導
視覚障がいのある生徒にとって、学習や生活

の基盤となる「文字の読み書き」「情報収集」
「移動」「日常生活動作」などを中心に、個別
に自立活動の学習を行います。

高等部普通科では、早い段階で単独での登下
校（帰省・帰舎）が行えるよう、歩行訓練に取
り組みます。

【 普通学級 】

月 火 水 木 金

１ 音楽 数学Ⅰ 家庭総合 言語文化 英語Ｃｏ

２
現代の
国語

言語文化 家庭総合 数学Ⅰ 体育

３ 英語Ｃｏ 公共 数学Ⅰ 公共 数学A

４ 地理総合 数学A 体育 音楽
現代の
国語

５ 生物基礎 論理表現 英語Ｃｏ 論理表現 生物基礎

６ 体育 保健 地理総合 LHR 自立活動

【 重複障がい学級 】

月 火 水 木 金

１ 自立活動 社会 自立活動 自立活動 自立活動

２

保体

職業

保体

職業

音楽

３ 国語 英語

４ 国語 数学 理科

５ 数学 自活
美術/家庭

道徳
美術/家庭

６ 情報 音楽 LHR

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労（高等部専攻科）～7名【フレアス在宅マッサージ南区、札幌しらかば台病院、へいわの整骨院、
エルフィン北広整骨院、えんしん整骨院野幌院】

□ 福祉的就労（高等部普通科）～7名【ティオ中央区役所前、エリオスSAPPORO、株式会社キャッチ、菓子工
房笑くぼ、社会福祉法人旭川光風会、リブラぴあ〜の、WHITE FALCON】

□ 生 活 介 護（高等部普通科）～2名【生活介護事業所 ピリカ、社会福祉法人 川東の里 友楽里】
□ 進 学（高等部専攻科）～2名【本校専攻科理療科、筑波技術大学東西医学統合医療センター】
□ 進 学（高等部普通科）～5名【筑波技術大学保健科学部情報システム学科、本校専攻科理療科・保健理療科】

※英語Ｃｏ：英語コミュニケーション

学校のWebページ

普通科：ICTを活用した学習 普通科：職業での作業学習普通科：点字や拡大文字による教科学習
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【聴覚障がい】
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聴覚障がいの特別支援学校

後志管内 北海道高等聾学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒047-0261 小樽市銭函１丁目５番１号
ＴＥＬ ０１３４－６２－２６２４
ＦＡＸ ０１３４－６２－２６６３
E-mail koutourou-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.koutourou.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

(校舎全景)

□ 学校教育目標
生徒・学生一人一人の可能性を引き出す教育活動を重視し、高等学校に準ずる

教育を行い、自立し社会参加するために必要な資質・能力を育てる。

□ 校 訓
・ 進んで実行する人になろう（自主・自立）
・ 働くよろこびを知る人になろう（勤労・責任）
・ 伝え合うよろこびを知る人になろう（対話・協働）

□ 概 要

■特色ある教育活動

１ 個に応じた教育を進め、各教科等の基礎的・基本的な内容を身に付けるとともに、言語的思考力と自
ら学ぶ力を育てる。

２ 集団生活を通して、ものの見方、考え方を広げるとともに、個性を伸長し、豊かな人間性を育てる。
３ 自立と社会参加に必要な健康や体力を養う。
４ 全教育活動を通して、自己理解を深め障がいに基づく困難を改善・克服するとともに、的確にコミュ

ニケーションを行う力を育てる。
５ 自立と社会参加を目指して、社会適応力を身に付けるとともに、個性に応じた進路を主体的に選択

し、決定する態度を育てる。
６ 専攻科では、職業に関するより専門的な知識・技術を習得し、創造性豊かな社会生活ができる力を養

う。

【 普通科 】
普通学級では、社会人として必要な一般教養を身に付け、社会への適応力を養うとともに、大学や専

門学校などの受験に対応できるよう、学力の向上を図っています。重複学級では、社会で生活できる力
の伸長を目指し、個別での学習と集団での学習を組み合わせて行っています。

【 職業学科 】
クリーニング科では、クリーニング師国家試験合格や「働く力の育成」を目指して、個々の能力に応

じたきめ細かい指導を行っています。卒業後の進路先として、進学や一般就労、福祉的就労などを想定
し、保護者等と教職員とが協力しながら生徒の希望する進路実現に向けた取組を進めています。

産業技術科では、木材や金属、その他の様々な材料を使い、実際に「ものづくり」の学習に取り組ん
でいます。製図や電気、機械、自動車に関する基礎的な学習や、コンピュータを使って機械を動かす学
習に取り組みます。卒業生の多くは、工業関係の分野で活躍しています。

生活情報科では、実習等の体験的な学習活動を通して、生活及び情報の内容についての知識や技能の
育成を目指しています。情報活用能力の育成と生徒同士の交流を兼ねた生活情報科就業体験発表会で
は、先輩の発表を参考にしながら意見交換し、将来の進路について考える機会としています。

本校は、聴覚障がい特別支援学校において高等部を設置している道内唯一の学校です。本科には、
「普通科（普通学級、重複学級）」「クリーニング科」「産業技術科」「生活情報科」の４学科があ
ります。専攻科には、「情報デザイン科」の１学科があります。
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■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

基礎的・基本的な内容を身に付け、可能性を引

き出す教育を重視しています。

□ 自立活動の指導

「コミュニケーション」「社会生活」「進

路」を主なテーマとし、社会自立に向けた自己

理解が図られるよう指導しています。

□ 習熟度別グループでの学び

一人一人の教育的ニーズに応じた習熟度別の

学習グループを編成し、指導を行っています。

□ 検定受検と資格取得に向けた取組

検定受検や資格取得は、将来の進学・就職に

役立つだけでなく、生徒たちの自信と学びへの

推進力となります。検定受検や資格取得に向

け、授業の内外で積極的に学習に取り組んでい

ます。

□ 職業教育

希望する進路の実現に向け、働く力や自分の

適性を理解して進路選択できる力を育成するこ

とができるよう、就業体験や自立活動、各学科

での実習等を通して学びを積み重ねます。

＊ 登校時間 ８：３０（月～金） 下校時間 １５：４０（月～金）

【 普通科 】左：普通学級、右：重複学級

月 火 水 木 金

１ LHR 公共 数学 体育 国語 自立活動
現代の
国語

国
語

２
生物
基礎

体
育

英語
ｺﾐｭⅠ

体育

美術

体育
情報
Ⅰ

数学
英語
ｺﾐｭⅠ

生
単

３ 情報Ⅰ
数
学

体育 作
業
学
習

生単 保健 生単
数学
ⅠA

ク
リ
ー
ニ
ン
グ４

言語
文化

情
報

言語
文化

数学
ⅠA

生単
英語
ｺﾐｭⅠ

自立
活動

公共

５
数学
ⅠA

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

生物
基礎

国語 公共 ク
リ
ー
ニ
ン
グ

生物
基礎

作
業
学
習

生物
基礎

生
単

６
現代の

国語

数学
ⅠA

生単
英語
ｺﾐｭⅠ

数学
ⅠA

言語
文化

【 職業学科 】

月 火 水 木 金

１ LHR
科学と

人間生活
体育 自立活動

専門科目

２ 言語文化 数学Ⅰ 言語文化 英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

３ 英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

体育 数学Ⅰ

美術

保健

４
科学と

人間生活
公共

科学と
人間生活

現代の国語

５
専門科目 情報Ⅰ 家庭基礎

数学Ⅰ 公共

６ 現代の国語 英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）※本科、専攻科

□ 進 学 ～１２名【筑波技術大学、道内私立大学、道内専門学校、本校専攻科】
□ 一般就労 ～ ４名【製造業、事務職など】
□ 福祉的就労～ ３名【就労継続支援A型、生活介護】

（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

普通科普通学級：ＡＬＴとの学習 普通科重複学級：校地内の清掃 クリーニング科：ピローケースのプレス作業

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

産業技術科：ガス溶接の作業 生活情報科：Wordによる文書作成 専攻科情報デザイン科：高聾祭ディスプレイ
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学校のWebページ

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施
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【知的障がい】
（道央圏）
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

空知管内 北海道美唄養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

□ 住 所

□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒072-0811 美唄市東７条南３丁目１－１

ＴＥＬ ０１２６－６２－６５１１

ＦＡＸ ０１２６－６２－６５１２

E-mail bibaiyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp

http://www.bibaiyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「児童生徒の主体的に生きる力を伸ばし

地域社会の中で豊かに生活する人を育てる」

□ 教 育 信 条
「あくまでも優しく あくまでも厳しく」

□ 概 要
本校は昭和52年に開校した知的障がいのある生徒を対象とした特別支援学校です。高等部は、平成10年

に設置され、知的障がいのある生徒の学習上の特性等を踏まえ、交流及び共同学習や地域への貢献活動など
地域の人材や資源を生かした学習活動を通して、卒業後の自立と社会参加を目指しています。生徒一人一人
が培ってきた力を土台に、現在の学校生活を豊かにするとともに、将来の社会参加、自立に必要な力を養う
ための教育を行っています。寄宿舎では、一人一人の発達の段階に応じて、生活スキルの向上を図るほか、

日常生活を豊かに過ごすための様々な余暇活動に取り組んでいます。

■特色ある教育活動

【 進路の学習 】
総合的な探究の時間を中心に、卒業後の生活を見据えた進路学習に計画的に取り組んでいます。「働

くことの理解」「挨拶、言葉遣い、マナー」「社会見学（事業所・施設見学）」「現場実習（事前、事
後学習を含む）」等の指導内容を配置し、自己理解を促し卒業後の生活について考える学習に取り組み
ます。同時期に、終日作業学習を行う「集中作業日」（３日間）を設けたりしているほか、学校生活全
般を通して、様々な人との関わりの中で生活していくために必要な力を身に付ける指導を行っています。

【 地域の清掃活動 】
「生徒自身が地域の人々のために役に立てることはないだろうか」と考え、年に数回、美唄市役所市

民部生活環境課と連携し、学校周辺地域の環境整備として清掃活動に取り組んできました。ここ数年は
コロナ禍での衛生管理の観点から実施を控えていますが、地域の方からの「お疲れ様」「ありがと
う」の感謝の声は、生徒たちの励みとなっています。

【 交流及び共同学習 】
同年代の生徒と協働した活動を通して生活経験を拡げ、社会性や豊かな人間性を育てることを目的と

して、美唄市にある高等学校２校と交流及び共同学習に取り組んでいます。昨年度はリモートでの交流
を行いました。

高等部教育目標「地域社会とのつながりを意識し、生活する力を身につける」
（１）社会生活に必要な基本的生活習慣を身につける
（２）意欲的に社会参加する力を身につける
（３）自ら考え、主体的に行動する力を身につける
（４）身体の健康状態の改善・維持・増進を図る
（５）心理的な安定を図り、円滑にコミュニケーションをとれる力を身につける
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学校祭：作業学習の製品販売 現場実習：事業所 交流及び共同学習

高等部 陸上記録会 現場実習報告会 生活単元学習：選挙

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴
生徒一人一人の教育的ニーズや障がいの特性、発

達の段階等を考慮し、グループ別学習を行うととも
に、本校小・中学部の教育課程との一貫性を踏まえ
た教育課程を編成しています。

□ 作業学習
作業学習は４つの作業班を設定しています。

・環境班（清掃活動、農作業等）
・陶芸班（皿などの製作、販売に向けた取組等）
・リサイクル班（空き缶・ペットボトル回収、分別等）
・生活総合班（クラフト、木工作業等）

年間を通して一つの作業班に所属して学習する
のではなく、年度途中で意向調査を行い、作業班
の変更を可能としています。生徒が様々な作業を
通して、自身の作業適性や特性（よさ）を知るな
ど、自己を理解する機会としています。

□ 現場実習
生徒、保護者の願いを踏まえ、卒業後の生活を

見据えた現場実習を行っています。各事業所等で
の作業や余暇的な活動を経験し、進路を選択する
ための学習を計画的に進めます。
・第１学年：学校近隣の事業所で行う実習(3日間)
・第２学年：自宅から通勤して行う実習(5日間)
・第３学年：卒業後の福祉的就労先で行う実習

(10日間)
※必要に応じて、追加の実習を行います。

□ 生活単元学習
生活年齢にふさわしい単元設定を意識し、ねら

いに合わせて学習集団を学部全体、学年、学級な
どで構成し学習活動を進めています。

□ 自立活動の指導
生徒一人一人の学習上又は生活上の困難を主体

的に改善・克服するための指導を行っています。

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労～10名

（就労継続支援Ｂ型～６名／自立訓練～１名／生活介護～３名）

【 普通学級 】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導・自立活動

２ 国語・数学 保健体育 国語・数学 保健体育 保健体育

３
作業学習

生活単元
学習

作業学習 作業学習
生活単元

学習４

５ 日常生活の指導（給食）

６

保健体育 音楽

日常生活の
指導 生活単元

学習

特別活動

７
日常生活の

指導

８
日常生活の

指導
日常生活の

指導
日常生活の

指導

【 重複障がい学級 】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導・自立活動

２ 自立活動 保健体育 自立活動 保健体育 保健体育

３
自立活動

生活単元
学習

自立活動 自立活動
生活単元

学習４

５ 日常生活の指導（給食）

６

保健体育 音楽

日常生活の
指導 生活単元

学習

特別活動

７
日常生活の

指導

８
日常生活の

指導
日常生活の

指導
日常生活の

指導

＊ 登校時間 ８：５０～９：００（月～金）
＊ 下校時間 １５：００（月・火・木）／１３：３０（水）／１４：３０（金）
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学校のWebページ

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施



普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

空知管内 北海道南幌養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒069-0232 空知郡南幌町緑町５丁目１番１号
ＴＥＬ ０１１－３７８－２３１３
ＦＡＸ ０１１－３７８－２３１９
E-mail nanporoyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.nanporoyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「一人一人が個性を発揮し、社会で豊かに生活する力を育む」

□ 校 訓
「健康」「協力」「努力」

□ 概 要
本校は昭和60年に開校した知的障がいのある生徒を対象とした

特別支援学校です。平成10年に高等部が設置され、生徒一人一人
の発達の状態や障がいの特性、課題等を踏まえ、そのもてる能力や可能性を最大限に伸ばし、将来につ
ながる基礎的・基本的な力を身に付けることを目標としています。

また、寄宿舎では、基本的な生活習慣や社会性、主体的な生活態度の育成・定着を図っています。
令和２年度から学校運営協議会設置校（コミュニティ・スクール）となり、一層地域と連携した教育

活動の充実を図っていきます。

■特色ある教育活動

【 各教科等の指導・各教科等を合わせた指導 】
生徒一人一人が、特性や発達段階等に応じて、社会生活に役立つ力や表現力を伸ばすことができるよ

う、集団生活の中で主体的な活動や協力的な活動に取り組んでいます。また、学習内容に応じて、個別
の学習やグループ学習など、様々な形態で効果的に学ぶことができるようにしています。

【 社会生活実習 】
卒業後の社会生活を考え、教育活動で培った力を実社会で実践し、発展させることを目標として、社

会生活実習を行っています。学年進行で段階的に取り組んでおり、町内の施設を活用した実習などを経
験し、第3学年では、卒業後に働くことを前提とした実習に取り組んでいます。こうした取組を通し
て、卒業後の生活にスムーズに移行できるようにしています。

【 地域資源を活用した体験学習 】
学習経験の拡充・充実を目指し、地域の物産館や生涯学習センターを活用した調べ学習や体験学習を

行っています。学校周辺の地域から、生徒の居住地区や北海道の地域の特徴や文化などに興味を持つこ
とができるよう、発展的に取り組んでいます。

高等部教育目標
「主体的に豊かな社会生活が送れるように、一人一人が自分らしい表現力を高め、ゆとりある心で、

仲間とともに学びあう力を養う」
○身に付け、活かす生徒
○集団の中で感じ合う生徒
○しなやかに生きる生徒
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

社会生活実習：福祉事業所での実習 作業学習：環境リサイクル班 作業学習：縫工班の作品

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

生活単元学習 体力つくり 地域資源を活用した学習：
生涯学習センター見学

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

作業学習、生活単元学習、日常生活の指導を中
心に、保健体育や音楽などの教科の学習や総合的
な探究の時間、自立活動等を適切に配置し、相互
に関連付けながら教育課程を編成しています。

キャリア教育の視点を踏まえ“生徒が卒業後の
社会生活で役に立つ力”の習得や定着を目指し、
日頃学習した体験を日常生活に結び付ける教育活
動を推進しています。
□ 作業学習

ものづくりや植物を育てる学習活動を通し
て、働く意欲を育み、学校生活や卒業後の社会
生活をより主体的に送るための知識や技能、態
度及び習慣を身に付けることを目指していま
す。学年により環境・リサイクル班、縫工班、
窯業班、木工班を編制し、学習しています。

□ 生活単元学習
生活に関連する一連の活動を組織的に学習す

ることで、社会生活に必要な事柄を実際的・総
合的に身に付けることを目指しています。成功
経験を数多く積むことを大切にしながら、卒業
後の社会参加に必要な知識や技能などを身に付
けます。

□ 自立活動の指導
課題別学習や体力つくりの時間などを通して、

個々の自立活動の目標に合わせた活動を行い、
主体的に生活していくための知識や技能を身に
付けます。

□ 日常生活の指導
生活の流れに沿った実際的な場面で指導を行

うことで、生活リズムの確立や健康で安全な生
活を送るための知識や技能を身に付けることを
目指しています。

【 全学年共通（普通学級・重複障がい学級）】

月 火 水 木 金

１
日 常 生 活 の 指 導

S H R

２

課題別学習・
自立活動

保 健 体 育・自 立 活 動

美術

課 題 別 学 習 ・ 自 立 活 動

３

作業学習 作業学習
生活単元

学習
生活単元

学習
４

LHR

５
生活単元
学習・

総合的な
探究の
時間

音楽 保健体育 作業学習

６

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労～１５名
【就労継続支援B型７名、通所生活介護５名、入所３名】

＊ 登校時間 ８：５０（月～金）
＊ 下校時間 １４：５０（月～水・金） ／１３：２０（木）
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

空知管内 北海道夕張高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒068-0424 夕張市千代田7番地1
ＴＥＬ ０１２３－５６－５５３０
ＦＡＸ ０１２３－５６－５５３２
E-mail yukoyo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.yukoyo.hokkaido-c.ed.jp

※ 重複障がいがある生徒を対象とした特別支援学校です。

■本校の概要

□ 学校教育目標
「人々と支え合いながら、心豊かに生活する力を育てる」

□ 校 訓
「伸びやかに たくましく」

□ 概 要
本校は、平成13年に開校した知的障がいと他の障がいを併せ有する生徒を対象とした高等部普

通科のみを設置する特別支援学校です。学年の人数が最大９名であり小規模の良さを生かした教
育活動を実践しています。そのため、個々の教育的ニーズに対応した指導が特徴の一つです。ま
た、寄宿舎を併設しており、少人数のゆとりのある空間を利用した生活習慣の育成を目指してい
ます。

■特色ある教育活動

個別の教育支援計画、個別の指導計画に基づいた一人一人に応じた指導の充実

【 小集団・縦割り学習集団、個別対応による学習形態 】
生徒一人一人の障がいの状態に応じた、きめ細やかな教育課程を編成し、個々の教育的ニーズに応じ

た指導を行っています。個別の教育支援計画、個別の指導計画に基づいて指導体制や教育環境の整備に
努め、社会生活において生徒個々に必要となる知識や技能等の実践的な力の育成を行います。

【 個別の課題に応じた進路指導 】
進路選択に向けて、第1学年から事業所の見学を行います。事業所における現場実習は第2学年から

居住地において実施し、第3学年になると卒業後の利用を前提とした現場実習を実施します。毎年行う
校内実習や地域の教育資源を活用した授業の展開など丁寧な進路指導に努めています。

【 充実した寄宿舎生活 】
寄宿舎生活では、2人部屋を基本としており、日課に沿った生活を通して、早寝・早起き・朝ごはん

活動などで生活習慣の質を高めるとともに、余暇活動の充実を図り、社会で「生活する力」の育成を行
います。

【 個別の配慮が可能な設備・施設 】
校舎は、平屋のバリアフリーの構造で、各学年に1室ずつ冷房付きの教室、全教室に高さを調節でき

る可動式の洗面台、夏のプール学習ができる水利用指導室があります。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

紙工班での作業学習 全生徒による音楽 教科別の学習

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

体育・体つくり 寄宿舎での余暇活動 寄宿舎でのバス外出

■週時程表 ■教育課程の特徴

本校では、学校教育目標を達成するために、

目指す生徒像（資質・能力）として、①日常生

活にかかわる力 ②健康・体力にかかわる力

③理解・表現にかかわる力 ④余暇利用にかか

わる力 ⑤人とかかわる力の「５つの力」の育

成に努めています。

□ 教育課程は、各教科等を合わせた指導である

「作業学習」「生活単元学習」や「体力つく

り」「日常生活の指導」と教科別の指導である

「国語」「数学」「理科」「社会」「保健体

育」「外国語（英語）」「自立活動」を生徒の

実態に応じて選択することができます。

「美術」「音楽」と「総合的な探究の時間」

「道徳」は全ての生徒が学びます。

□ 自立活動の指導では、一人一人の実態に合わ

せて、それぞれの課題に即した活動を取り入

れ、他の学習と関連付けて学習しています。

＊ 登校時間 ８：３５（月・火・水・木・金）
＊ 下校時間 １５：００（月・火・水・木）／１４：１０（金）

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労 （就労継続支援Ｂ型）～１名
□ 福祉的就労 （生活介護）～３名

（通所併用含む）
・生活形態 自宅からの通所～３名
・グループホーム～1名
・施設入所～１名

【全学年共通】

月 火 水 木 金

１
朝の会

国語・数学 ／ 自立活動

２ 保健体育 ／ 体力つくり ／ 自立活動

休 憩

３
作業学習

／
自立活動

生活単元
学習
／

総合的な
探究の時間

作業学習
／

自立活動

社会
理科
英語
／

自立活動
４

５ 日常生活の指導（給食）

昼休み

６ 音楽 美術 音楽
ＨＲ

／生徒会
選択授業

７

選択授業
（自立活動／日常生活の指導

生活単元学習／各教科）
帰りの会

帰りの会
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

空知管内 北海道雨竜高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒０７８-２６００ 雨竜町字尾白利加９２番地２１号
ＴＥＬ ０１２５－７８－３１０１
ＦＡＸ ０１２５－７８－３１０１
E-mail uryuukoyo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.uryuukoyo .hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要
□ 学校教育目標

「～夢・チャレンジ・実現～
希望に向かって挑戦する、明るく力強く生きる生徒を育てる」

□ 校 訓
「健康 誠実 努力 創造」

□ 概 要
本校は昭和５９年に開校した職業学科を設置する高等養護学校です。

５つの学科を設置しており、地域資源を活用した作業学習等を通じて、
卒業後の職業自立と社会参加に向け、「働く力・生活する力」「意欲・
主体性・自信」を養うための教育を行っています。

寄宿舎では、集団生活におけるルールやマナーを守りながら生活することで、規範意識を高めるとと
もに、基本的生活習慣の定着を図っています。

■特色ある教育活動

本校における「働く生活を続けられる人として・６観点」〔たくましいこころとからだ、頼もし
い意欲・主体性、相手を思いやるコミュニケーション、気持ちのよいコミュニケーション、状況を
みて自分のとるべき言動を判断する、周りの大人に相談し助言を受け入れる〕に基づき、各学科で
職業生活での自立や社会参加・社会貢献に必要な能力・実践的態度を育てます。

【 農 業 科 】
農業科では、野菜、草花の栽培・販売、校地内の花壇整備・管理、近隣地域の農家提供の稲わらを使

用した製縄、町内公共施設に四季の花を提供するフラワースマイルプロジェクトなどに取り組みます。

【 生産技術科 】
生産技術科では、農作物の栽培・収穫・販売、花の栽培・ドライフラワー加工・フラワーアレンジメ

ント製作、紙工作業（名刺・はがき・カレンダー等）、織工作業（ランチョンマット等）、資料の丁合
や案内文書の発送業務などに取り組みます。町内施設の窓清掃も計画中です。

【 窯 業 科 】
窯業科では、陶器の皿や小鉢、カップ類等の製作・販売活動に取り組みます。また、年間を通した活

動として、雨竜米の籾（もみ）を原材料とした釉薬（ゆうやく）「暑寒白鳥釉」の手作りにも取り組
み、地域へ貢献する気持ちを育てます。

【 木 工 科 】
木工科では、木材を原料に、材料取り・製材・研磨・組立て・塗装までの工程を通した製品づくりや

販売活動に取り組みます。町内の幼児に積木を贈呈する「ウッドスタート事業（学校・雨竜町・東京お
もちゃ美術館との協定）」にも取り組みます。

【 工 業 科 】
工業科では、セメントを原料とした各種コンクリート製品（民地仕切石・歩道平板など）や皮革加工

による製品（コースターなど）の製造、販売活動に取り組みます。町内の公園遊具の整備や工業科製品
を用いた簡単な土木施工にも取り組みます。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

農業科：鉢花管理 生産技術科：織工作業 窯業科：成型作業

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

木工科：積木の研磨･計測 工業科：コンクリミキサーの操作 現場実習の様子

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

作業学習を中心に、各教科等を合わせた指導
と教科別の指導を適切に配置し、相互に関連付
けて教育課程を編成しています。“卒業後の社
会生活（職業生活を中心とした自立と社会参
加・社会貢献）のために、どこで生活しても汎
用的に役立つ力（強み）”となる知識や技能、
態度及び習慣の育成を目指した教育活動を展開
しています。

□ 自立活動の指導
一人一人の中心課題を適切に分析し、必要

となる項目を選定し、具体的な指導内容を設
定します。生活の質を高めるための土台とし
て、全教育活動と関連付けながら意図的・計
画的に指導しています。

□ 作業学習
各学科の作業では、仕事場で必要とされる

知識や技能、態度及び習慣や、状況判断・対
応する力などを身に付けることができるよ
う、実践的な学習活動に取り組みます。

授業時数は、週あたり１学年が９時間、２
学年が１１時間、３学年は１２時間です。

□ 現場実習
事業所や施設等での実習を通して、自立と

社会参加・社会貢献に向けた基礎的な能力を
育成し、意欲、自信、主体性を育みます（第
１学年は４日間、第２学年は２週間、第３学
年は２～６週間）

＊ 登校時間 ８：３０（月～金）
＊ 下校時間 １５：３０（月～木）／１２：１５（金）

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続Ａ型含む）～９名【小売り、品出し、清掃、木材など】
□ 福祉的就労（移行支援／就労継続Ｂ型／生活介護／自立訓練）～１９名【農業、清

掃、クリーニングなど】
□ その他（進学）～２名

月 火 水 木 金

１
生徒会
活動

（委員会・集会）

体力つくり

生活単元
学習
／

情報

２

作業学習 作業学習

生活単元
学習
／

情報 作業学習

保健体育

３

４ ＬＨＲ

５

生活単元
学習
／

総合的な
探究の時間 美術

国語
／

数学

生活単元
学習
／

情報

６
国語
／

数学
音楽

国語
／

数学

【全学科共通】
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

石狩管内 北海道札幌養護学校白桜高等学園
寄宿舎：無

スクールバス：有

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒003-0876 札幌市白石区東米里2062番地10
ＴＥＬ ０１１－８７９－２５３０(代表)
ＦＡＸ ０１１－８７９－２５３１
E-mail   hakuou-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.hakuou.hokkaido-c.ed.jp/

■本校の概要

□ 学校教育目標
「一人一人のよさ・可能性を最大限に伸ばし、

健やかで主体的に学び続ける児童生徒を育てる」

□ 具 体 目 標
「健康で丈夫な体」「優しく豊かな心」「表現する力」
「主体的に学ぶ力」

□ 概 要
本校は、昭和３３年に知的障がいのある生徒を対象とした特別支援学校として開校し、令和３年４月

に高等部が札幌白陵高等学校校舎に移転し、新たに白桜高等学園として開校し、校舎２階を占有スペー
スとして学習活動を行っています。札幌養護学校高等部の良さを継承し、発展させることを基本としな
がら、様々な生活場面での学習や卒業後の生活に結び付く体験的な学習を展開します。また、多様な発
達の段階にある知的障がいのある生徒の学習上の特性等を踏まえ、音楽、美術、保健体育等の各教科
や、作業学習、生活単元学習など、個に応じた学習を行っています。

■特色ある教育活動

高等部の教育目標
○ 社会生活に向け、体力の向上や健康を維持できる力を育む。
○ 集団活動を通して相手の気持ちを理解し、社会性を育む。
○ 様々な生活場面で自分の気持ちを適切に伝える力を育む。
○ 自分のよさを知り、自ら判断し、行動、解決できる力を育む。

【 主体的に活動するための工夫 】
生徒が自ら判断し行動できるよう、一週間を見通した時間割を編成するとともに、学習活動全般を通

して、生徒が主体的に取り組める活動の場面を設定しています。また、各授業では、生徒が学習活動に
興味・関心をもって取り組めるよう、ＩＣＴ機器を積極的に活用し、基本的な知識や技能の習得を図る
学習などに取り組みます。

【 各教科等を合わせた指導 】
集団生活の中で自主的な活動や協力的な活動を体験しながら、社会的なルールを身に付けたり、望ま

しい人間関係を構築する力を育成したりする取組を進めるとともに、日常生活の指導や生活単元学習の
中で、社会生活に必要な事柄を、実際的、総合的に体験しながら生活の基礎的、基本的な力の育成など
に取り組みます。

【 各教科等の指導 】
職業、家庭や音楽、美術、保健体育の指導を通して、感受性を豊かにするとともに、豊かな人間性や

健康を維持できる体力の向上に努め、生徒個々の長所を生かした表現能力の向上を目指した学習活動に取
り組みます。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

作業学習：環境整備班 作業学習：紙工班 作業学習：手芸班

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

体育大会 白桜祭（学校祭） 生徒会役員選挙

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

【 普通学級／重複障がい学級 】

作業学習、生活単元学習、日常生活の指導など
の各教科等を合わせた指導を中心に、将来に向け
て必要な力を育てるため、職業、家庭や音楽、
美術などの教科別の学習を適切に配置し、相互に
関連付けながら教育課程を編成しています。

自分の良さを知り、自ら判断、行動し解決でき
る力を高められるよう、教育活動を展開していま
す。

□ 課題学習
国語や数学、手指の巧緻性やコミュニケー

ション能力を高める自立活動の内容など、生徒
の実態や課題等に応じた学習を、毎日行って
います。

□ 作業学習
様々な職場・場面に対応しながら働くなど、

基礎的な力が高まるよう、生徒の実態や興味・
関心等を考慮し、環境整備班、手芸班、紙工班
の３グループによる学習活動を行っています。

□ 自立活動の指導
課題学習の時間において、卒業後の生活を見

据え、他者との関わりや、自己理解、コミュニ
ケーション等について学習を行っています。

月 火 水 木 金

１

日常生活の指導

課題学習

SHR（朝の会）

体力つくり 職業
家庭

体力つくり

２
生活単元

学習
作業学習

生活単元
学習

作業学習保健
体育３

４
日常生活の指導

給食

休み時間

５ 特別活動
音楽/
課題

美術
特別活動
(LHR)

音楽/
課題

６
日常生活の指導

SHR(帰りの会)

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労～３７名【生活介護・就労継続支援Ｂ型・自立訓練】

＊登校時間 ８：５０（月～金）
＊下校時間 １４：４５（月～金）

26

学校のWebページ

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施



普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

石狩管内 北海道札幌養護学校共栄分校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒０６１－１１１２ 北広島市共栄274番地１
ＴＥＬ ０１１－３７３－６８５９
ＦＡＸ ０１１－３７３－６８６０
E-mail sapporoyougokyouei-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www. sapporoyougokyouei.hokkaido-c.ed.jp/

※ 原則として中学部から在籍している方を対象とした特別支援学校です。

■本校の概要

□ 学校教育目標
「一人一人のよさ・可能性を最大限に伸ばし 健やかで

主体的に学び続ける児童生徒を育てる」

□ 校 訓
「健康で丈夫な体」 「優しく豊かな心」 「表現する力」
「主体的に学ぶ力」

□ 概 要
本校は、広島町立東部小学校富ヶ岡分校が北海道へ移管されたことに伴い、昭和５４年に開校した知

的障がいのある生徒を対象とした特別支援学校です。当初は施設内分校として設置されましたが、施設
が成人対象に転換するなどの状況があり、現在は知的障がいに肢体不自由を併せ有する重複障がいの生
徒が多く在籍しています。生徒の学習上・健康上の特性等を踏まえ、医療的ケアの実施も含めた安全･
安心な環境整備に努め、他者と関わり自己を表現するために必要なコミュニケーション力を養うこと
を中核として、卒業後の自立と社会参加を目指した教育を行っています。

■特色ある教育活動

高等部教育目標 「人と豊かにかかわる生徒」

ア 自分の思いを表現できる力を育てる
イ 人とのかかわりの中で興味･関心の幅を広げ主体的に学ぶ力を育てる
ウ 自分の身体を意識しながら健康な生活を送る力を育てる

今年度の重点：人とかかわる力や集団の中で役割をもって行動する力を育てる

【 集団での学習を大切にした授業づくり 】
生徒の実態に応じた個別の対応を大切にしながら、集団学習の機会を数多く設定し、自分の思いを表

現したり、他者との関わりの中で主体的に学ぶ力を育てる学習活動を行っています。

【 医療的ケアの実施 】
健康状態に特に配慮が必要な生徒に対して、生徒の主治医等と連携して医療的ケアを実施しています。

医療的ケアの実施により、生徒は心身が安定した状況で充実した教育活動に取り組むことができます。

【 安全･安心な教育環境づくり 】
障がいの重度･重複化、多様化に伴い、体調の急変などの緊急時における関係諸機関等と連携した体

制整備に努めています。在籍生徒一人一人の状況に応じた体制づくりを行っています。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

体づくり：ウォーキング 生活単元学習：買い物学習 作業学習：シュレッダー

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

たいいくタイム：ゴルフ おんがくタイム：器楽 総合的な探究の時間：主権者教育
(選挙）

■令和５年度の週時程表 ■教育課程の特徴

学校生活全体を通して相手を意識し、人と豊か
に関わる力を身に付けられるよう学習活動に取り
組んでいます。

「たいいくタイム」の時間に、隣接するエスコ
ンフィールドの周りをウォーキングして体力の維
持に努めます。

また、生徒一人一人に応じた課題を設定し、
「できた」や「誰かの役に立った」といった気持
ちを実感できる学習に取り組んでいます。

□ 自立活動の指導（体づくり）
体の状態に合わせ、筋緊張の緩和、姿勢保持
などを目的としたストレッチなど個別に自立
活動教諭と連携しながら進めています。

□ 総合的な探究の時間
興味･関心のある活動を選んで、友達と一緒

に取り組みます。
□ 作業学習

自助具を使って、「自分でできること」と
「できた」という達成感を大切にした学習を行
います。

□ 生活単元学習
社会や季節、行事等の場面を題材に、様々な

活動に取り組みます。

＊ 登校時間 8：50（月～金）
＊ 下校時間 15：00（月・火・木）／14：00（水・金）

【 重複障がい学級 】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導/自立活動（朝の活動）

２ 自立活動（体づくり）

３ 日常生活の指導（朝の会）

４
生活単元

学習
たいいく
タイム

生活単元
学習

総合的な
探究の
時間

おんがく
タイム

５ 日常生活の指導（給食）/自立活動（昼食）

６ 作業学習 作業学習 ＬＨＲ 作業学習
生活単元

学習

７
自立活動

（体づくり）
帰りの会 自立活動

(体づくり)

帰りの会

８
日常生活の指導
（帰りの会）

日常生活
の指導

(帰りの会)

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労（生活介護）～１名
【地域サポートセンターみなみ、北広島コラボ、共生型看護小規模多機能ホーム

あんずの華】
＊複数の事業所に通っています。
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

石狩管内 北海道星置養護学校ほしみ高等学園
寄宿舎：無

スクールバス：有

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒006-0860 札幌市手稲区手稲山口７４０番地１
ＴＥＬ ０１１－６８１－６５００
ＦＡＸ ０１１－６８１－６５１１
E-mail hoshimi-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.hoshimi.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「一人一人の思いを大切にし、豊かに生きる力を育てる」

□ 目指す学校の姿
共に学び、共に育つ学校～信頼・感動・協力～

□ 概 要
本校は、星置養護学校の分校として平成26年４月に開校しました。知的障がいのある生徒の学習上

の特性等を踏まえ、卒業後、主体的で豊かな社会生活を送るために必要な実際的・実用的な力や態度、
習慣を育成する学習活動を展開しており、コース制を採用しています。

■特色ある教育活動

【 コース制の導入 】
本人や保護者の希望を重視し、コースを決定します。コース制では、生徒の障がいの状態や適性、

将来の進路希望等を踏まえて、卒業後の地域生活（仕事・暮らし）に必要な力の育成を図ります。
また、学校や家庭、地域において、生徒が主体的に、あるいは支援者とともに自分の生活をデザイン

（計画・設計）する力を養います。さらに、生徒一人一人の教育的ニーズに応えられるよう、各コース
においていくつかの「グループ」を編制し、よりきめ細かな指導を行います。

〇 ワークデザインコース
・働くことを中心とした体験的な学習を通して、卒業後、主体的で豊かな社会生活を送るために必要

な実際的・実用的な力や態度、習慣を育成します。
（職業を設定）

〇 ライフデザインコース
・自己表現を中心とした体験的な学習を通して、卒業後、主体的で豊かな社会生活を送るために必要

な実際的・実用的な力や態度、習慣を育成します。
（総合的な探究の時間（表現活動）を設定）

【 卒業後を見据えた現場実習の実施 】
第２学年で施設や事業所での実習（５日間）を２回行います。その中から卒業後に利用したい施設・

事業所を選択し、第３学年は10日間、卒業後に働くことを前提とした実習を行います。現場実習は、
卒業後を想定し、教員が引率せず卒業後に利用する場合と同様の形態（自宅からの通所、入所など）で
実施します。

ほしみ高等学園の教育目標
小・中学部、中学校で培った力の定着及び拡大を図り、生徒一人一人が卒業後、主体的で豊かな社会生

活を送るために必要な実際的・実用的な力や態度、習慣を育成するために次の目標を掲げる。
① 学校生活全般を通して、見通しをもちながら、自分で物事を考え、判断する力を育てる。
② 周りの人や物事に興味・関心をもち、自己選択を通して主体的に関わる力を育てる。
③ 望ましい生活習慣を獲得し、身辺自立に向けて暮らす力を育てる。
④ 自分の役割を意識し、将来、地域に出て働く意欲や働くために必要な力を育てる。
⑤ 周囲と協力しながら、集団の一員としての自覚や行動するための力、伝える力を育てる。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

体力トレーニングﾞ ワーク：手芸 ワーク：紙すき

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

ライフ：音楽的表現活動 ライフ：美術的表現活動 ライフ：委託（ミズゴケ管理）

■第１学年生徒の週時程表 ■コース制の週時程表（WORK・LIFE）

■教育課程の特徴
日常生活の指導や体力トレーニング、作業学習、生活単元学習、課題学習（国語・数学）、職業、

音楽、美術、保健体育、特別活動、自立活動、総合的な探究の時間で教育課程を編成し、社会生活
に必要な知識や技能の習得及び意欲、態度の確立を図っています。

□ スクールバスについて
札幌市手稲区、西区、北区と石狩市（厚田区と浜益区を除く）には、スクールバスを運行しています。

□ コース選択について
卒業後の主体的で豊かな社会生活を送るには、どちらのコースが本人に合っているか、生徒、保

護者が検討できるよう、授業参観や保護者懇談等を実施しています。
□ 自立活動の指導

自立活動は教育活動全体を通じて、生徒個々の自立活動の目標と各教科等の指導との関連を図りな
がら、効果的に指導を行っています。

登校時間 ８：５５（月～金）
下校時間 １４：１５（水・木）／１５：００（月・火・金）

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労（生活介護/就労継続B型/自立訓練）～３１名
【らいと西、りんくす、光生舎プラザ・イン・サッポロ、あずあいむ など 】

□ そ の 他～５名【療養介護】

月 火 水 木 金
1 日常生活の指導／SHR
2 体力トレーニング

3
美術

作業
学習

生活
単元
学習 作業

学習

生活
単元
学習

4
課題
学習

課題
学習

日常生活の指導

5
作業
学習

保健
体育

総合的
な探究
の時間

LHR

音楽

6 日生／SHR

7 日生／SHR
日生／
SHR

月 火 水 木 金
1 日常生活の指導／SHR
2 体力トレーニング

3 Ｗ：職業

Ｌ：作業
学習

生活
単元
学習

Ｗ：職業

Ｌ：表現
活動

生活
単元
学習

Ｗ：職業

Ｌ：作業
学習

4
課題
学習

課題
学習

日常生活の指導

5
2年
音楽

3年
保健体育

2年
美術

3年
音楽

総合的
な探究
の時間

LHR
2年

保健体育

3年
美術6 日生／SHR

7 日生／SHR
日生／
SHR

【 普通学級 】
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

石狩管内 北海道札幌伏見支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：有

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒064-8514 札幌市中央区伏見４丁目４番２１号
ＴＥＬ ０１１－５２０－５００３
ＦＡＸ ０１１－５２０－５００４
E-mail fushimishien-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.fushimishien.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「一人一人の可能性や夢に向かって、個性を伸ばし、心豊かに、生き生きと

自分の力を発揮できる児童生徒を育てる」

□ 校 訓
「夢」「協働」「感謝」「笑顔」

□ 概 要
本校は、平成28年に開校した知的障がいのある児童生徒が対象の特別支援学校です。小学部、中学

部、高等部を設置し、札幌市内に在住する児童生徒が通学しています。児童生徒の障がいに伴う学習上
の特性等を踏まえ、「分かりやすさ」「伝わりやすさ」を重視して教育環境を整え、活動の選択や意思
表示等の主体的な行動を引き出す学習指導に力を入れています。

■特色ある教育活動

生徒一人一人の個性や能力、学びの特徴等を把握しながら、将来の生活につながる知識や技能等を
身に付けるとともに、主体的に判断して行動することができる学習活動に取り組む。

【 選択授業１、２ 】
高等部第２学年から、生徒が自分の学びたいことを選択する選択授業を設定しています。これまで身

に付けてきたことや、得意なことを生かし、生徒が主体的に学ぶことができる教育活動を展開すること
を目的としています。また、自己選択・決定の経験を繰り返すことで、将来、可能な限り、自ら意思決
定できる力を育成することを重視しています。

「選択授業１（作業学習）」では、接客サービスとアートクラフトなどの学習を行っています。接客
サービスでは、他者との相互的なやりとりをしながら学ぶことができる接客や清掃等のサービス活動に
取り組みます。アートクラフトでは、決まった工程や手順等、分かりやすい学習環境の中で学ぶことが
できる製品加工（紙工、手芸等）に取り組みます。

「選択授業２」では、音楽や美術の学習に取り組み、自分の得意なことを生かしたり、挑戦したりす
ることを通して、一人一人の興味・関心を広げたり、深めたりしています。また、学習したことを地域
で発表したり、展示したりする機会を設けています。

【 地域協働学習 】
地域協働学習では、「自分の良さを地域の力に」をテーマにして、地域の企業等と連携した教育活動

（就労体験）に取り組み、社会とのつながりを感じさせ、自分のやりたいことへの気付きを促したり、
活動に対する意欲を高めたりしています。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

選択授業１：ふれあいフラワー事業 選択授業１：手芸 総合的な探究の時間：地域清掃

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

美術：版画 生活単元学習：ゆきあかり準備 もいわ山麓ゆきあかり

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

日常生活の指導や生活単元学習、作業学習を中
心に教育課程を編成しています。また、生徒の興
味・関心に基づき、地域の公共施設等を積極的に
活用した学習や、地域の人と協働し、将来の生活
に結び付く実践的な学習を行います。
□ 作業学習

作業活動を学習活動の中心とし、体験的、実
践的な活動を通して、働く意欲を培い、将来の
職業生活や社会自立に必要な事柄を総合的に学
習します。

□ ステップアップ
日常生活に活用できる力の育成を目指し、

個々のねらいに応じて国語（「聞く・話す」
「読む」「書く」）に関する内容や数学（お
金、時間と時刻、計算など）に関する内容を学
びます。

□ 自立活動の指導
個別の指導計画に基づき、学習や生活におけ

る学びの困難さから生徒の中心的な課題等を導
き出すことで、自ら環境と関わり合う、また自
己選択・自己決定を促す指導内容等の目標を設
定し、各教科等の指導と関連付けながら学習を
行います。

＊ 登校時間 ８：５０（月～金）
＊ 下校時間１４：５５（月～金）、１３：２０（第2水曜日）

【 普通学級 】

月 火 水 木 金

１
日生

ＳＨＲ
保体

日生
ＳＨＲ

日生
ＳＨＲ
保体

日生
ＳＨＲ
保体

日生
ＳＨＲ
保体

作業学習

２
生活単元

学習

LHR
ステップ
アップ

美術

３ 保健体育
ステップ
アップ

４ 日常生活の指導（給食準備等）

５
ステップ
アップ

作業学習

総合的な
探究の時
間／特別

活動

音楽
生活単元

学習

６
ステップ
アップ

７ 日常生活の指導/SHR

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労～９名

【就労継続支援Ｂ型3名、生活介護６名】

□ その他～１名
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

石狩管内 北海道札幌伏見支援学校もなみ学園分校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒005-0850 札幌市南区石山東３丁目４番１号
ＴＥＬ ０１１－５９１－８８１１
ＦＡＸ ０１１－５９１－６１８１
E-mail monami-z0@hokkaido-c.ed.jp
http:// www.monami.hokkaido-c.ed.jp/

■本校の概要

□ 学校教育目標
「一人一人の可能性や夢に向かって、個性を伸ばし、心豊かに、生き生きと自分の力を発揮できる児

童生徒を育てる」

□ 校 訓
「夢」「協働」「感謝」「笑顔」

□ 概 要
本校は昭和39年に札幌養護学校の分教室として開校した知的障がいの

ある児童生徒を対象とした特別支援学校で、高等部は平成12年度に設
置されました。平成28年度からは札幌伏見支援学校の分校となってい
ます。障がい上の特性、実態を踏まえ、個別に配慮しながら児童生徒の
自発的な行動を促す学習を通して、「人間関係をつくる力」「コミュニ
ケーション力」「社会環境への適応力」「はたらく力」「選択・決定する
力」を育成しています。

■特色ある教育活動

高等部の教育目標
○社会生活に必要な知識・技能を身につける【知識・技能】
○情報を活用し、正しく相手に伝える力を身につける【思考力・判断力・表現力】
○地域とつながり、人間関係をつくる力を身につける【学びに向かう力・人間性】

【 作業学習 】
エコワーク班、リサイクル班、手芸班の３つの活動班があり、高等部祭に向けて製品づくりを行って

います。作業学習を通して課題を遂行する力を伸ばしたり、物を創り出すことの成就感を味わったりし
ながら、働くことの大切さを感じ、責任感、働く意欲、生活する力などを育成しています。

【 校内実習 】
総合的な探究の時間の中で、校内実習を年１回実施しています。「もなみワークス」の名称で、校内

や地域資源を活用し、清掃活動や、冬季に使用する滑り止め用の砂である「コロバーズ」の製造などを
しています。活動を通して、働く喜びを感じ、自己を見つめ、自らの生き方を展望し社会生活に必要な
態度を育みます。

【 現場実習 】
社会で働くことや卒業後の生活について見通しをもつため、また、作業学習等で身に付けた力を実際

の職場や福祉事業所で発揮する機会として、現場実習を行っています。現場実習を通して、卒業後の進
路選択の幅を広げたり、自己の適性等を理解したりします。

※ 原則として中学部から在籍している方を対象とした特別支援学校です。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

リサイクル班：紙漉き作業 高等部祭：地域向け製品販売会 もなみワークス：剪定作業

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

もなみワークス：キャンドル作り エコワーク班：廃材で鍋敷き制作 手芸班：雑巾縫い

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴■
□ 作業学習

エコワーク班、リサイクル班、手芸班に分
かれて高等部祭に向けた製品づくりを行って
います。作業学習を通して成就感を味わい、
責任感、働く意欲、生活する力を育成すると
ともに、社会生活に必要な基礎的な知識や技
能、態度を育んでいます。

□ 自立活動の指導
コミュニケーション手段の獲得、選択する

力、色々な人と関わる力を身につけるため、
火曜日～金曜日の１校時、月曜日の３、４校
時に設定しています。個別や集団など内容に
応じて様々な教材を工夫し、ICTを活用しな
がら取り組みます。

□ 国語・数学
国語では、言葉による見方・考え方を働か

せ、言語活動を通して、国語で理解し表現す
る力を育成します。生活で必要な人と関わる
力や伝える力が高まるよう、取り組みます。

数学では、数学的活動を通して、数学的に
考える力を育成します。数量や図形などにつ
いての基礎的・基本的な概念や性質を理解す
るとともに、数学で学んだことを生活に活用
できるよう、取り組みます。

＊ 登校時間 ８：５０（月～金）
＊ 下校時間 １５：１０（月・火・木）／１４：２５（水・金）

【 普通学級／重複障がい学級 】

月 火 水 木 金

登校・ＳＨＲ

１
日常生活
の指導

国語・数学
／

自立活動

国語・数学
／

自立活動

国語・数学
／

自立活動

国語・数学
／

自立活動

２ 体力つくり

３
国語・数学

／
自立活動

作業
学習

音楽
生活
単元
学習

美術

４

５ 生活
単元
学習

保健
体育

ＬＨＲ

作業
学習

生活
単元
学習

６

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉施設入所～ ４名【施設入所２名、グループホーム２名】
□ 福祉施設通所～ ４名【生活介護３名、就労継続支援Ｂ型１名】

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

石狩管内 北海道札幌高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒006-0829 札幌市手稲区手稲前田485番地３
ＴＥＬ ０１１－６８５－７７４４
ＦＡＸ ０１１－６８５－７７４５
E-mail sakkouyou@hokkaido-c.ed.jp
http://www.sapporokoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「自ら学び考え 豊かな生活を切り拓き

たくましく生きる生徒を育成する」

□ 校 訓
「自 立」「協 同」「創 造」

□ 概 要
本校は平成10年に開校した高等養護学校です。札幌市内の生徒を中心に、石狩管内及び後志管内等

の生徒が在籍しています。知的障がいのある生徒の学習上の特性や課題等を踏まえ､作業学習や各教科
等の学習を通して、生活に生きて働く知識や知恵を持ち、目標をもって学び考え､課題を解決する生徒
の育成を目指します。寄宿舎では集団生活を送る中で､基本的生活習慣の定着や社会性の育成を図って
います。

■特色ある教育活動

【 作業学習 】
所属する学科（農業科、窯業科、木工科、家庭総合科、クリーニング科）の作業を３年間行い、積み

重ねの指導を基本とします。自学科作業では、生産から製品管理、販売までの一連の活動を体験したり
生徒同士が教え合い、協力して作業に取り組んだりしています。

生徒個々の課題を解決し働く力を高めるために、必要に応じて自学科以外の作業（他の作業種や受注
作業等）を取り入れています。

【 進路学習 】
進路学習（職業）は、現場実習や進路見学、卒業生講話等と関連させながら、自己の生き方について

考えたり、社会人としての適切な身だしなみや職場でのマナーなどを学習します。生徒が得た知識や技
能を職業生活に生かし、活用できる力を身に付けることを目指します。

【 地域との連携 】
生活に必要な実践的な学習を行うため、外部講師による作業指導や、就労に向けて働くことや生活す

ることを考える機会として、札幌市教育委員会、就労支援コーディネーター、障がい者雇用推進アドバ
イザーによる職業ガイダンスなど、地域から講師を招いた授業を行っています。

また、製品販売会や交流及び共同学習を通して、人と関わる経験を重ね、卒業後に生活する地域との
つながりを大切にしています。
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農業科：製品販売会 窯業科 木工科：工業高校と交流学習

家庭総合科：小学校と交流学習 クリーニング科 体力つくり（前田森林公園）

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

「働く力」「生活する力」それを支える「体
力」をバランスよく育成する教育課程が特徴で
す。

作業学習を教育課程の中核に据え、国語や数
学など、各教科の学習と合わせて教育課程を編
成しています。

□ 体力つくり
体力つくりは、将来の働く生活に必要な基礎

体力の向上と健康の保持増進を図ることを目指
します。

継続的に体を動かす中で、自己の体力や変化
を実感し、自己への気付き（自己理解）につな
げていきます。

□ 教科グループ別の学習集団
数学、社会(２年のみ)、理科(１年のみ)、音

楽、情報は、生徒の実態に応じた学習グループ
を編成しています。学習内容や学習の手立てを
グループごとに整え指導します。

□ 自立活動の指導
教育活動全体を通して指導しています。前

期・後期の面談週間で一人一人の課題や目標
を確認し、自己実現につなげます。

＊ 登校時間 ８：５０（月～金）
＊ 下校時間 １５：３０（月・火・木）／１５：１０（水）／１３：５０（金）

【 農業科・窯業科・木工科A組】

月 火 水 木 金

１ LHR 体力つくり

２ 道徳

作業学習 作業学習 作業学習

職業

３ 情報 国語

４ 音楽 家庭

５
保健体育 美術

国語 数学

６ 家庭 理科

【 木工科B組・家庭総合科・クリーニング科 】

月 火 水 木 金

１ LHR 体力つくり

２ 道徳

作業学習 作業学習 作業学習

職業

３ 音楽 家庭

４ 数学 国語

５
美術 保健体育

家庭 理科

６ 国語 情報

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続支援Ａ型含む）～12名
【スーパー、ホームセンター、サービス業、倉庫業、パン製造など】

□ 福祉的就労（就労移行支援／就労継続支援Ｂ型）～26名
【就労移行支援事業所、就労継続支援Ｂ型事業所】

□ その他 ～１名【地域活動支援センター】
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

石狩管内 北海道札幌稲穂高等支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒006-0034 札幌市手稲区稲穂４条７丁目12番1号
ＴＥＬ 011-695-6922
ＦＡＸ 011-695-6951
E-mail inahokoushi-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www. inahokoushi.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「夢に向かって 心豊かに 力一杯躍動する 生徒を育てる」

□ 校 訓
「夢（稲穂ドリームの実現） 心（稲穂スピリットの育成）

力（稲穂パワーの発揮）」

□ 概 要
本校は平成23年に開校した知的障がいのある生徒を対象とした特別支援学校です。知的障がいのあ

る生徒の学習上の特性等を踏まえ、作業や教科などの学習により、生徒一人一人が社会の中で自分らし
く生きていくための実践的な能力や可能性を伸ばします。それぞれの夢に向かって、生活年齢に応じた
豊かな心を育みながら力一杯躍動できる学校生活づくりを目指しています。

■特色ある教育活動（設置学科：生産技術科 木工科 環境・流通サポート科 家庭総合科）

本校が目指す生徒像
・生徒一人一人が自分の願いや希望をもち、目標に向かって主体的に活動する生徒を育てる。
・自分の将来の生活をイメージしながら、社会の一員として自立し、働くことのできる生徒を育てる。

【 生徒一人一人のキャリア発達を支援する教育活動 】
・作業学習を教育活動の中心に据え、段階的・発展的に現場実習などに取り組みます。
・社会の状況や学校、地域、生徒の実態を踏まえた各教科の学習に取り組みます。
・一人一人の教育的なニーズを考慮し、主体的・協働的に取り組むことができる学習グループを編成し

ています。
・生徒が「学ぶこと」の意義や面白さを実感でき、自分への気付きを深める教育活動（各行事の事前事

後学習、生徒面談などを通した「言語化」）に取り組みます。

【 作業学習 】
・生産技術科は、様々な素材を主材料とする製品の製造や、地域資源を活用した学習に取り組みます。
・木工科は、木材を主材料とする製品の製造や、生産の基本的な流れについての学習に取り組みます。
・環境・流通サポート科は、清掃等の環境づくりや、商品管理、事務などの学習に取り組みます。
・家庭総合科は、布製品の製作、手芸、調理、住居の管理などの体験的な学習に取り組みます。

【 選択教科（音楽科／ 美術科）第２、３学年 】
生徒の個性を生かし、主体的に学習に取り組めるよう、自由に選択履修できる機会を設けています。
音楽科は、歌唱や楽器演奏、読譜法など、音楽に関わる基礎的な知識及び技能の習得を図りながら、

表現及び鑑賞の能力を伸ばし、音楽活動への興味・関心を高めることを目標にしています。
美術科は、身近な材料・題材を扱う造形活動を通して、表現及び鑑賞能力を高め、自他の表し方や感

じ方の良さに気付き、美術に対して自信をもって主体的に取り組むことを目標にしています。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

生産技術科：園芸作業 木工科：組み立て作業 環境・流通サポート科：清掃作業

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

家庭総合科：布製品の製作 総合的な探究の時間：防災学習 保健体育：歩くスキー

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴
作業学習を中心に、生活に即した内容を学ぶ各

教科の学習、特別活動及び総合的な探究の時間に
よって教育課程を編成しています。生徒一人一人
の良さや課題を踏まえ、教育活動全体を通して、
自立活動、道徳の指導を行います。

□ 作業学習
生徒の働く意欲を培い、将来の職業生活や社

会自立に必要な知識及び技能、態度の基礎を身
に付けることをねらいとしています。地域の方
々と交流を深め、地域資源を活用した学習に取
組んでいます。生徒一人一人のキャリア発達
を促すため、作業の意味や価値について丁寧に
指導し、勤労観・職業観の育成を図ります。

□ 現場実習
第１学年で引率実習（１回）、第２学年で単

独実習（２回）、第３学年で前提実習（１～２
回）を実施し、生徒が学ぶ意義や働く意義を見
いだして主体的に進路選択ができるよう、段階
的な指導を行います。

□ 自立活動の指導
朝に短時間で設定している自立活動では、健

康への意識を高めたり、心理的な安定を図った
りする学習に取り組んでいます。

この他、「各教科等を合わせた指導」におい
て、生徒一人一人の実態に応じた目標や指導方
法を設定するなど、教育活動全体を通して、自
立活動に取り組んでいます。

＊ 登校時間 ８：４０（月～金）
＊ 下校時間 １５：３５（月～水）／１４：４０（木・金）※金は隔週（１５：３５）

【 学年共通 （教科グループ：A） 】

月 火 水 木 金

自立活動

１ 社会

作業
学習

作業
学習

情報 家庭

２
国語/
数学 数学 外国語

３ 保健
体育

美術 国語

４ 音楽 理科

５
作業
学習

教科調
整時間 保健

体育

職業
LHR/
道徳

６ 総合
(隔週)
生徒会

【 学年共通 （教科グループ：C） 】

月 火 水 木 金

自立活動

１
国語/
数学

作業
学習

作業
学習

家庭 国語

２ 職業 情報 社会

３ 保健
体育

音楽 理科

４ 美術 外国語

５
作業
学習

教科調
整時間 保健

体育

数学
LHR/
道徳

６ 総合
(隔週)
生徒会

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 就職（一般就労、就労継続Ａ型）～４名 【サービス業、製造業、小売業など】
□ 福祉的就労～２５名【就労移行支援、就労継続支援B型など】
□ 進学、その他～１名
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職業学科と普通科を設置している知的障がいの特別支援学校

石狩管内 北海道札幌あいの里高等支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒002-8074 札幌市北区あいの里４条７丁目１番１号
ＴＥＬ ０１１－７７０－５５１１(代表)
ＦＡＸ ０１１－７７０－５５１２
E-mail ainosatokoshi-z1@hokkaido-c.ed.jp
http://www.ainosatokoshi.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「Ｇｏ ｆｏｒ ｙｏｕｒ ｄｒｅａｍ．

『夢のために、ベストを尽くす』
～今の自分を超え、より高みをめざそう～」

□ 校 訓
「未来・チャレンジ・感謝」

□ 概 要
本校は、平成28年に開校した知的障がいのある生徒を対象とした特別支援学校です。本校は、「職

業学科」と「普通科」を設置しており、知的障がいのある生徒の学習上の特性等を踏まえ、それぞれの
学科において、進路希望等に応じた教育活動を展開しています。

福祉と文教の地域であるあいの里の特色を生かし、地域向け販売会や周辺施設を活用した作業学習、
職場体験実習など、生徒の自立と社会参加を目指した教育活動を行っています。

■特色ある教育活動

■ 学ぶ楽しさを体感し、自ら課題を見つけ、考え、行動し、努力し続ける生徒を育てる。
■ 個性・能力を生かし、他者と協力しながら、北海道の未来を創造し続けることのできる生徒を

育てる。

【 生産技術科 】
作業学習では、木材や粘土を用いた製品を製作します。小鉢、コーヒーカップ、茶碗、キッチンベ

ラ、フォトフレーム、ベンチなどを製作し、地域向け販売会や学校祭で製品を販売しています。

【 環境・流通サポート科 】
作業学習では、ビルクリーニングや印刷・製本、受注作業などの学習を行っています。学習した清掃

技術の実践の場として、近隣施設を清掃したり、アビリンピック（障害者技能競技）大会に挑戦したり
しています。

【 被服デザイン科 】
作業学習では、ミシンを使った布製品や、卓上織機を使った手織り製品を製作します。藍の化学染料

で布を染め、製品を製作することも行っています。地域向け販売会や学校祭で製品を販売しています。

【 食品デザイン科 】
作業学習では、焼菓子やパンの製造・販売の学習と、縫工に関する学習を行っています。製品は、地

域向け販売会や学校祭で販売しています。

【 福祉サービス科 】
作業学習では、接客・サービスと介護・福祉の学習を行っています。また、地域向け販売会における

カフェ、高齢者施設への訪問、ハンドマッサージなど、実践的な学習にも取り組んでいます。

【 普通科 】

国語や数学などで各教科における基本的な知識や技能を身に付け、総合的な探究の時間で、身に付
けた知識や技能を生かして課題解決する力へと発展させます。生産や事務に関する軽作業（ワークシ
ステム）、個人やグループによる探究活動を通して自立と社会参加を目指し、働くために必要な知識
や技能、考え方を学びます。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

生産技術科：木工作業 被服デザイン科：布製品の製作 福祉サービス科：校内カフェ

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

環境･流通サポート科：校内清掃 食品デザイン科：製パン作業 普通科：総合的な探究の時間

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

職業学科、普通科ともに「体力つくり」を週に
２時間行います。

作業学習や総合的な探究の時間のほか、国語や
数学などの各教科の学習を行います。

□ 職業学科：作業学習
製品の製作や受注作業、サービスや清掃に関

する学習、地域向け学科製品の販売やカフェ営
業などを通して、働く意欲を養い、働くために
必要なことを総合的に学びます。

□ 普通科：総合的な探究の時間
個人やグループで調査・研究・発表等の活動

を行い、問題発見・解決能力やコミュニケー
ション力などを身に付けます。また、インター
ンシップやボランティア活動など、校外での活
動にも取り組みます。

□ 職業
進路に関することや、働く意義、働くために

必要なことについて学びます。また、現場実習
に向けた事前学習や事後学習も行います。

□ 自立活動の指導
自立と社会参加に向けて、「コミュニケー

ション」や「健康の保持」に関することなどを
教育活動全般を通じて指導します。各教科等の
指導においても、自立活動との関連を意識して
学習に取り組みます。

＊ 登校時間 ８：５０（月～金）
＊ 下校時間 １５：１５（月～金） ＊部活動は火曜・木曜を基本に16:45まで実施。

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 就 職～17名（一般就労8、就労継続A型9）【小売業、介護補助、清掃業など】

□ 福祉的就労～34名（就労移行支援5、就労継続B型24、自立訓練5）

□ 進 学～3名（専門学校3）

【 普通科 】

月 火 水 木 金

１ 社会生活 情報
体力

つくり
国語 理科

２
体力

つくり
外国語

総合的
な探究
の時間

数学 音楽

３

美術

社会 理科

保健体育

４ 国語 家庭

５ 職業 音楽 数学 総合的
な探究
の時間

国語

６
ＬＨＲ/
委員会

数学 社会 LHR

【 職業学科 】

月 火 水 木 金

１ 社会生活

作業学習

体力
つくり

外国語 数学

２
体力

つくり

作業学習

音楽 国語

３ 音楽 国語 社会

４ 数学 家庭 理科

５ 職業

保健体育 美術 作業学習

情報

６
ＬＨＲ/
委員会

LHR
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

石狩管内 北海道千歳高等支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒066-0045 千歳市真々地２丁目３番１号
ＴＥＬ ０１２３－２３－６６８１
ＦＡＸ ０１２３－２３－６６８２
E-mail chitosekoushi-ｚ0＠hokkaido-c.ed.jp
http://www.chitosekoushi.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「志を持って社会を創る人間の育成」

□ 校 訓
「挑戦」「創造」「協働」

□ 概 要
本校は、平成25年に開校した高等支援学校です。知的障がいのある生徒が、学校や家庭、地域での

生活の中で、将来の社会生活に必要な働く力や生活する力などを養うことを目的とし、２つの学科で学

習を行っています。

本校は通学型の学校です。通学の機会を通して、公共交通機関の利用やルール、マナー及び天候や状

況に応じた対応などを学んでいます。

■特色ある教育活動（設置学科：生産技術科 環境・流通サポート科）

【 現場実習の充実 】

地域の企業や福祉サービス事業所などと連携を深め、３年間で最大７回の現場実習を設定し、職種に

関わる適性を生徒自身が感じられる職業教育に取り組みます。

【 地域を生かした活動の充実 】

学校で学んだ力を地域で活動する中で発揮する場面を設定し、本物の力が身に付けられるよう指導し

ています。デュアル実習（千歳高支版デュアルシステム）では、近隣の企業等で一定期間繰り返し実習

を行うとともに、実習で明らかとなった具体的な課題や今後の目標を校内での日々の学習に反映させ、

確かな力を育んでいます。

また、実践を通して流通の過程が学べるよう、計画的に即売会を実施しています。即売会は、言語活

動の充実を含めた日々の取組と関連付けた貴重な指導の機会として位置付けています。

【 言語活動の充実 】

言語に対する関心や理解を深め、言語能力を育成するため、言語環境の整備や言語活動の充実を図り

ます。定期的に実施している生徒個別面談や進路面談では、生徒自身が内面の変化や成長を実感できる

関わりを大切にすることで、自己有用感や自己肯定感を高め、進路選択や進路決定につなげています。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

生産技術科：革製品づくり 生産技術科：木工製品づくり 特設実習：駐車場のライン引き

（学習の様子４） （学習の様子５）

環境・流通科：地域施設の清掃 環境・流通科：会報誌の製本 デュアル実習：企業での実習

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

国語や数学などの各教科の学習を中心に教育課
程を編成しています。第１学年では、自分が所属
する学科や所属以外の学科での実習で働くための
基礎となる力を培い、第２、３学年では、作業学
習で職業生活に必要な知識や技能、実践的な態度
を育てます。

現場実習や地域での実習など、地域資源を活用
した教育活動に、全学年で積極的に取り組んでい
ます。

基礎的な学力の育成とともに、将来の実生活で
活用できる力を養うことができるよう、地域社会
の授業では、社会科と理科、国際文化の授業では、
外国語と外国の文化を学習します。

□専門教科・作業学習
所属する学科の作業だけではなく、生徒に

とって教育的価値が高いと考える作業種を柔軟
に取り入れたり、地域で積極的に作業を展開し
たりすることを通して、実際的な力を育成します。
※特設実習（第２学年）：生徒の実態に応じ

て学習集団を編制して実習を行う。
※デュアル実習：作業学習の時間に企業等で

実習を行う。

□自立活動の指導
生徒が自分自身を見つめ、自己理解や他者理

解を深め、進路選択や決定ができるよう、個々
の自立活動の目標を考慮して、定期的に生徒面
談を行っています。

＊ 登校時間 ８：４５（月～金）
＊ 下校時間 １５：２０（月～木）／１４：２５（金）

【 生産技術科 】

月 火 水 木 金

１
体力つくり
・自立活動

実習

体力つくり
・自立活動

２ 地域社会 国語 情報 数学

３ 数学 保健
体育

美術
実習

４ 音楽 家庭

５

実習 実習

職業／
総合的
な探求
の時間

国語 ＬＨＲ

６
国際文化
／委員会
・生徒会

【 環境・流通サポート科 】

月 火 水 木 金

１
体力つくり
・自立活動

実習

体力つくり
・自立活動

２ 地域社会 国語
家庭／
美術

数学

３ 数学
保健
体育

情報／
家庭

実習

４ 音楽
美術／
情報

５

実習 実習

職業／
総合的
な探求
の時間

国語 ＬＨＲ

６
国際文化
／委員会
・生徒会

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一般就労（就労継続支援A型含む）～11名
【小売業、製造業、物流業など】

□ 福祉的就労（就労移行支援／就労継続支援B型）～８名
□ その他～３名
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

石狩管内 北海道白樺高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■ 学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒061-1264 北広島市輪厚621番地１
ＴＥＬ ０１１－３７６－２３５３
ＦＡＸ ０１１－３７６－２０２４
E-mail shirakabakoutouyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.shirakabakoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp

■特色ある教育活動
（設置学科：生産技術科 窯業科 木工科 工業科 家庭総合科 クリーニング科）

自主、自立、自省の姿を身に付け、青年期の人格形成を図る知識や技能を習得する。

【 作業学習 】
３年間で複数の作業種を学習します。様々な作業種を経験することにより、経験の拡充を図り、適応

力を身に付けるとともに、進路選択に対する関心を高めます。第１学年は、全学科で紙工作業に取り組
み、挨拶や返事、報告などの基礎・基本を学びます。第２学年からは、学科に応じた作業種に取り組み
ます。

【 体力つくり 】

毎日１校時に、屋外で2.5㎞のマラソンを行います。冬期間や悪天候時には、屋内で筋力トレーニン
グやエアロビクス運動を行い、たくましい心と体を育成します。

【 進路に関する取組 】
○ 労働週間

長い時間働く力を身に付けることを目的に、１週間全ての授業で作業学習を行う労働週間を前期と
後期に１回ずつ設定しています。全学年が対象です。

○ 職場実習
・第２学年は前期１週間、後期２週間、企業等で体験実習を行います。生徒の実態に応じて、教員が
引率する実習、グループでの実習、個人での実習の３形態で行います。
・第３学年は４週間、卒業後の進路決定を前提とした実習を行います。

■本校の概要

□ 学校教育目標
「自己の能力を伸ばし 心豊かに たくましく生きる人を育てる」

□ 校 訓
「自主」「自立」「自省」

□ 概 要
本校は昭和40年に、全国で初めて職業学科を設置する高等部の特別支援学校として開校し、今年度

で開校59年目を迎えました。知的障がいのある生徒に、学校や社会の中で「生活する力」「働く力」
を養うことを目的とし、六つの学科を設置しています。また、寄宿舎を設置しており、集団生活の中で
基本的生活習慣を身に付けたり対人関係等を学んだりして、社会自立する力を養っています。入舎期間
は１年単位で、入舎・通学を選ぶことができます。
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全学科：紙工作業 クリーニング科：ワイシャツのプレス 体力つくり：マラソン

体力つくり（屋内）：エアロビクス 現場実習：荷物の仕分け 現場実習：食品の計量

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

□ 作業学習
３年間で複数の作業種を学習することで、経

験を広げ、自己理解を深めます。また、卒業後
の進路に向けて第２学年で２回（前期１週間、
後期２週間）、第３学年で１回（４週間）の現
場実習を行います。

□ 体力つくり
毎日、１校時に体力の向上を目指して行いま

す。５月頃から10月頃までは、屋外でマラソ
ンなどの運動を行い、冬期間や悪天候時は、屋
内で筋力トレーニングやエアロビクスなどの運
動を行います。

□ 進 路
進路の学習は、職業や進路、将来に向けた自

己の生き方などについて考えることを通して、
社会の中で生きる力を育むことをねらいとして
います。作業学習や職場・福祉サービス事業所
見学、現場実習などと関連付けて行います。

□ 自立活動の指導
心身の調和的発達の基礎を培うことを目標に

教育活動全体を通して行います。

＊ 登校時間 ８：５０（月～金）
＊ 下校時間 １５：２０（月～木）／１４：２０（金）

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 就職（就労継続Ａ型含む）～26名【小売業、運輸業など】

□ 福祉的就労（移行支援／就労継続Ｂ型／自立訓練）～15名

□ 進学 ～５名【はまなす食品株式会社能力開発センター】

月 火 水 木 金

１ 体力つくり
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

石狩管内 北海道新篠津高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒068-1115 石狩郡新篠津村第45線北13番地
ＴＥＬ ０１２６－５８－３２８０
ＦＡＸ ０１２６－５８－３２８１
E-mail shinko-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.shinko.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標

「豊かな心と つよい体をもって たくましく自立する 生徒を育てる」

□ 校 訓

「すすんでやりぬく人」

□ 概 要
本校は、平成５年に開校した知的障がいのある生徒を対象とする高等養護学校で、全校で119名の生

徒が在籍しています。本校では、生徒の学習上の特性等を踏まえ、専門教科や実際的な学習などの授業
を展開することにより、卒業後の自立と社会参加を目指し、「主体的、自律的に学び続ける健康な心と
体をもった生徒」を育成しています。寄宿舎では、多くの仲間との生活を通して、規則正しい生活習慣
の確立と感謝する心や思いやる心の涵養、他と協調できる力の育成を目指して共同生活をしています。

■特色ある教育活動

【 園 芸 科 】
畑や温室で野菜、豆類、花の栽培に取り組みます。屋外での作業を通して、体力を付け、卒業後の生

活に適応できる能力や態度、習慣が身に付くように取り組みます。

【 生産技術科 】
コーヒー豆加工と紙工作業を中心に取り組みます。地域へコーヒー豆を出品することを通し、達成感

を味わい、働く経験が豊かになるように取り組みます。

【 窯 業 科 】
茶碗、さんま皿などの小物から、麺鉢、大皿などの大きな食器の製作などに取り組みます。製品は新

篠津村の温泉施設で販売を行うなど、流通に関わる学習にも取り組みます。

【 木 工 科 】
２×４材(ツーバイフォーざい)による製品製作などを行い、易しい題材から難しい題材へと発展的に

学習内容を設定しています。働く力を育成することを第一に考えた学習に取り組みます。

【 家庭総合科 】

縫工や調理など、生活に関連した内容を主とした作業学習を展開します。製品販売では接客を通し
て、コミュニケーション能力の向上を図り、生徒の自己肯定感を養う学習に取り組みます。

【 クリーニング科 】
おしぼり加工、アイロン掛け、機械プレス等のクリーニング作業に取り組みます。自立に向け自ら働く

意欲を養う作業に取り組みます。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

園芸科：除草作業 生産技術科：コーヒー豆選別 窯業科：さんま皿の製作

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

木工科：ベンチの組み立て 家庭総合科：口金の取り付け クリーニング科：アイロン掛け

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

＊ 登校時間 ８：３０（月～金）
＊ 下校時間 １５：３５（月・火・木）／１５：２０（水）／１４：２５（金）

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続支援Ａ型含む）～１７名
【製造業４、運輸業・郵便業５、小売業２、飲食サービス業１、

自動車関連サービス業１、就労継続支援A型４】
□ 福祉的就労～2０名【就労移行支援９、就労継続支援B型1０、自立訓練１】
□ 進 学～１名【能力開発センター１】
□ そ の 他～３名

専門教科を中心に、実際的な学習の時間や国
語、数学、音楽、保健体育などの各教科の学習に
取り組んでいます。

□ 専門教科
所属する学科での実習を通して、生徒の働く

意欲を培い、将来の職業生活や社会自立に必要
な事柄を総合的に学習します。第１学年では所
属する学科のほか、他の学科の専門教科の実習
を体験し、作業能力の向上を図ります。

□ 実際的な学習の時間
主に、社会科、理科、家庭科等の内容を取り

扱い、生活上の目標を達成したり、課題を解決
したりするために一連の活動を組織的に経験す
ることにより、自立した生活に必要な事柄を実
際的、総合的に学習します。

□ 自立活動の指導
生徒自らが、障がいに基づく困難を改善・克

服するために、週に１時間（２・３年次は、週
に０．５時間）の自立活動の時間や、その他の
学習生活全般を通して、自立と社会生活に向け
た知識・技能、態度などを学んでいきます。

【園芸科及び生産技術科】

月 火 水 木 金

１
LHR／

生徒会活動
道徳

実際的
な学習
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数学 国語
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（他学科）
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

後志管内 北海道余市養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒０46-0023 余市郡余市町梅川町377番地３
ＴＥＬ ０１３５－２３－７８３１
ＦＡＸ ０１３５－２３－６１９９
E-mail yoichiyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.yoichiyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
生き生きと学び 地域社会で豊かに生活する 児童生徒を育てる

□ 目指す児童生徒像
○ 主体的に学び 活かそうとする 児童生徒
○ 伝え 認め合い 協働しようとする 児童生徒
○ 自分の力を発揮し 社会参加しようとする 児童生徒

□ 概 要
本校は平成３年に開校した知的障がいのある児童生徒を対象とした特別支援学校です。在籍している多く

の児童生徒は、後志管内に居住し、通学生の半数がスクールバスを利用して余市町や小樽市から通学していま
す。小学部38名、中学部17名、 高等部23名、訪問部29名の合計107名が在籍しています。訪問部は在
宅が３名と北海道済生会小樽病院みどりの里に入所している児童生徒が26名です。

寄宿舎には、遠隔地に居住する児童生徒が、1２名入舎しています。個々の教育的ニーズに応じた指導や支
援に努めながら、基本的生活習慣の確立を目指しています。また、行事への参加や余暇活動を通して心の安
定を図り、豊かな生活につながるよう努めています。

令和５年度は、感染症対策を講じながら地域との繋がりを大切にして、児童生徒が将来、地域で生き生きと
自分らしく生活できるよう、体験的で実際的な魅力ある教育を推進していきます。

■特色ある教育活動

ア 社会生活に必要な、知識・技能を身につけ、健康な体と態度を育てる。
イ 積極的に人と関わり、自己を表現し、他者と協力して活動する力を育てる。
ウ 自ら選択し、意思決定しながら、主体的に社会参加し、豊かに生活する力を育てる。

【 職業 】

製品作りを通して社会参加や社会貢献する喜びを実感し、キャリア発達を促すことで、将来の職業生
活や社会自立に必要な知識や技能、態度や働く意欲を身に付けられるようにしています。

令和４年度は、後志振興局から依頼を受け、「しりべしサスティナブルスタイル（持続可能な観光
地）」に協賛する企業などに配布する木工製品を製作しています。

（ア）職業への理解を深めることや、職業生活に必要な基本的な知識と技能
（イ）将来を見据え、今の自分に必要な課題に気付く力
（ウ）よりよい将来の生活の実現に向け、生活を改善しようとする態度
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

生活単元：身近な地域（ ICT活用） 自立活動の指導：発音指導 職業：木工作業

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

生活単元：季節の観察 特別活動：一日防災学校 保健体育：フライングディスク

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

学校生活で身に付けた力を将来の社会生活や家
庭生活の場で発揮できるよう、地域資源を活用
し、人々との交流を重視した体験的な学習に取り
組みます。また、生徒一人一人の学習状況や到達
の度合に応じた学習活動を行っています。

□ 自立活動の指導
「身体の動き」「コミュニケーション」「人

間関係の形成」を中心とした指導のほか、生活
単元学習や日常生活の指導と関連付け、生徒の
良さや課題に応じた学習に取り組んでいます。

□ 各教科の学習
国語、数学、音楽、美術は、学年ごとに指導

を行っています。保健体育や職業は、生徒の目
標等に応じて、学部全体を複数のグループに分
け、指導を行っています。

□ 現場実習
生徒が事業所等に通い、作業等の体験してい

ます。基本的に、次のとおり現場実習を行いま
す。
・第１学年３日間、学校周辺の事業所で引率実習
・第２学年５日間、居住地の事業所で単独実習
・第３学年１０日間、卒業後の進路希望先で実習

【 普通学級／重複障がい学級 】

月 火 水 木 金

１ 自立活動の指導

２
国語

／数学
自立活動 国語 自立活動 数学

３
総合的
な探究
の時間

職業 音楽 職業
生活単元

学習

４

(普通)
保健体育

(重複)
自立活動

職業
(普通)
保健体育

(重複)
自立活動

職業 生活単元
学習

５ 日常生活の指導

６ 生単 生活単元学習 自立活動 美術 ＬＨＲ

７ 自立活動の指導 自立活動の指導

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□福祉的就労～７名【就労継続Ｂ型３名、生活介護４】
□その他 ～１名

＊ 登校時間 ８：５５（月～金）
＊ 下校時間 １４：３０（月・火・木・金）／１３：３０（水）

月曜日２校時の国語／数学は隔週
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

後志管内 北海道余市養護学校しりべし学園分校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■本校の概要

□ 学校教育目標
生き生きと学び 地域社会で豊かに生活する 児童生徒を育てる

□ 校 訓
「明るく元気な子ども」「優しくかしこい子ども」
「たくましく頑張る子ども」

□ 概 要
本校は、昭和54年に障がい児入所施設「しりべし学園」の児童生徒が通うために開校した知的障が

いのある児童生徒を対象とした特別支援学校です。知的障がいのある児童生徒の学習上の特性等を踏ま
え、生活単元学習、作業学習、地域との交流などを通して、地域の中で豊かに生活し、社会生活に必要
な知識や技能、主体的に取り組む力を養うための教育を行っています。

■特色ある教育活動

目標
「地域の中で豊かに生活し、たくましく社会自立・貢献する力を育てる」
・社会生活や職業生活の中で必要な知識や技能 〈知識及び技能＞
・社会生活や職業生活の中で自ら考え多様な役割を果たす力 〈思考力、判断力、表現力等〉
・社会生活や職業生活の中で自分らしく地域や社会に貢献する力 〈学びに向かう力、人間性等〉

【 生活単元学習 】
運動会や学習発表会等の行事の学習のほか、学級や学部全体で地域の自然豊かな資源を生かした様々

な単元の学習に取り組みます。
《主な学習活動》

・町内の施設の活用（自然体験情報センターやふれあいの森情報館、パークゴルフ場など）
・町内の清掃活動（駅や学校周辺の清掃）
・ブナ林や鳥、花の観察や記録

【 作業学習 】
園芸・農業、リサイクル、軽作業、除雪、製作に取り組みます。２週間の現場実習では、第１学年は、

校内実習、第２学年は、町内引率体験実習、第３学年は、生徒一人で行う体験実習又は卒業後に働くこ
とを前提とした実習を行います。
《主な学習活動》

・畑での野菜の栽培、花壇での花やハーブの栽培、加工品づくり
・空き缶やペットボトル、古紙などのリサイクル作業
・学校の敷地内の除雪作業

【 総合的な探究の時間 】
寿都高等学校の生徒とレクリエーションや制作学習を通じた交流及び共同学習、商店や公共施設の利

用、地域の自然に触れる学習などに取り組みます。

■学校の基本情報

□ 住 所

□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒048-0101 寿都郡黒松内町黒松内564番地

ＴＥＬ ０１３６－７２－３９０３

ＦＡＸ ０１３６－７２－３９０３

E-mail yoichiyougoshiribeshi-z0@hokkaido-c.ed.jp

http://www.yoichiyougoshiribeshi.hokkaido-c.ed.jp

※ 原則として中学部から在籍している方を対象とした特別支援学校です。
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■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

作業学習や生活単元学習、体力つくり、日常生
活の指導を中心的な学習として、音楽や美術など
の教科の学習、自立活動の時間等を適切に配置
し、関連付けながら教育課程を編成しています。
卒業後の社会生活を見据え、一人一人のキャリア
発達を促す教育活動を展開しています。

□ 作業学習
働くことへの意欲を高め、協力して取り組む

力や、働くために必要な知識や技能、態度及
び習慣など育成することを目指した学習に取り
組みます。

□ 保健体育
運動経験の拡大や、健康・安全についての理

解を通して生活を明るく楽しいものにする態度
と習慣を育てます。冬季は、自然豊かな環境の
中で「歩くスキー」を行っています。

□ 体力つくり
心身の健康の保持増進を目指して、基礎的な

運動に継続して取り組んでいます。持久走やス
トレッチ運動、バランスボールを使った体ほ
ぐし運動、サーキットトレーニングなどを行
い、筋力や体幹の向上、基礎体力の向上を図り
ます。

□ 自立活動の指導
様々な場面で用いられる表現（挨拶や敬語）

方法などを考え、適切な使い方を学びます。ま
た、日常生活の指導において、体重や体脂肪を
測定するなど、健康管理に関する学習を行って
います。

生活単元学習：野外活動 作業学習：リサイクル・軽作業 総合的な探究の時間：本校との交流

保健体育：歩くスキー 作業学習：除雪（ボランティア） 総合的な探究の時間：調べ学習

【 普通学級 】

月 火 水 木 金

１
日常生活の指導

国語・数学

２ 体力つくり

３

作業学習 作業学習
生活単元

学習
作業学習

生活単元
学習

４

５ 自立活動 保健体育 音楽 美術 保健体育

６
生活単元

学習
日常生活
の指導

日常生活
の指導

特別活動
日常生活
の指導

７
日常生活
の指導

日常生活

の指導

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労（就労継続支援Ｂ型／生活介護）～３名【食品加工、農作業など】
□ 教育訓練機関等 ～１名

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施

＊ 登校時間 ９：００（月～金）
＊ 下校時間 １５：１０（月・木）

／１４：２０（火・水・金）
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

後志管内 北海道小樽高等支援学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒047-0261 小樽市銭函１丁目10番１号
ＴＥＬ ０１３４－６１－３４００
ＦＡＸ ０１３４－６１－３４３０
E-mail otarukoushi-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.otarukoushi.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標

「豊かな心をもち 力をあわせて 生き生きと活動する

生徒を育てる」

□ 校 訓

「感 動」「協 働」「躍 動」

□ 概 要
本校は平成21年に開校した知的障がいのある生徒を対象とした特別支援学校です。今年度は142名

の生徒が在籍しています。知的障がいのある生徒の学習上の特性等を踏まえ、作業学習、各教科、進路
の学習などにより、卒業後の自立と社会参加を目指し、将来、社会人・職業人として必要な力を養うこ
とを目指した教育を行っています。寄宿舎では、集団生活を通し、自主的・自律的に生活する力の定着
を図っています。

■特色ある教育活動

今年度の重点目標～「自立」と「貢献」から始まる新たなOKS～自分の思いをしっかりと伝える、
相手の思いを感じる、みんなでつなぐ。

➀学習指導要領を踏まえて、生徒と教師、生徒同士の対話による「OKS授業フォーム（型）」を
通して、社会の構成員としての資質と能力を育む。

②キャッチフレーズを通して、生徒・教師・保護者・地域との対話を続け、チーム力を発揮する学
校をつくる。

③生徒の質の高い学校生活のために、コミュニティ・スクールでの運営委員と学校職員の対話を通
して、効果的な学習環境を創造する。

○ 各学科の作業学習と『地域を生かした教育活動』について
【 生産技術科 】

手すきの和紙で様々な紙製品の製作やグラスやクリアホルダーに文字などを加工するサンドブラスト
製作に取り組んでいます。また、花壇の整備や学校周辺地域の清掃を行っています。

【 木工科 】
木材で木べらやラック、トレーなどの製作を行っています。「Ｂook ＆ Ｔoyプロジェクト」に参加

したことをきっかけに、ミャンマーを知る学習にも取り組んでいます。

【 環境・流通サポート科 】
校舎の清掃活動、学校要覧などの印刷、丁合、製本の他に、独居老人宅の窓清掃や除雪活動、地域の

清掃活動に取り組んでいます。また、アビリンピック北海道大会にも出場しています。

【 家庭総合科 】
バッグやポーチ、巾着袋などの縫工製品の製作に取り組んでいます。また、各学年５、６種類のパン

を製造し、校内のカフェで保護者等や地域の方に販売しています。

【 福祉サービス科 】
高齢者介護の学習、校内カフェでの接客、焼菓子の製造などを行っています。介護職員初任者研修の

資格取得を目指すことができ、アビリンピック北海道大会にも出場しています。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

生産技術科：紙すき 木工科：製品組み立て 環境・流通サポート科：校舎清掃

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

家庭総合科：製菓実習 福祉サービス科：介護実習 寄宿舎：地域の方との茶話会

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

□ 働く力、生活する力を高める学習
作業学習では、働くために必要な知識、技

能、態度を身に付けます。「地域とのつなが
り」を大切にし、現場実習や就業体験を充実
させるなど、望ましい勤労観や職業観を身に
付け、将来の進路選択につなげています。

また、社会生活に必要な学力を身に付ける
ため、国語、数学、社会、情報、家庭、外国
語などの教科学習を行います。

□ 進路学習（総合的な探究の時間）
個性を生かした進路選択ができるよう、卒

業後の仕事、生活、余暇などについて学習し
ます。

また、「キャリアカウンセリング」では、
学校生活の自分の目標を、学級担任と相談し
ながら一緒に考えます。

□ 自立活動の指導

一人一人の重点目標を踏まえ、「健康の保
持」「人間関係の形成」「コミュニケーショ
ン」「心理的な安定」などの区分から項目を
選定し、主に作業学習で指導することを想定
し、具体的な指導目標を設定します。

＊登校時間 ８：００～８：４０（月～金）
＊下校時間 １５：３０（月～水）／１４：３０（木・金）

【 生産技術科 】

月 火 水 木 金

１ 国語

作業学習

保健体育

作業学習

社会

２ 数学 国語 理科

３ 情報 音楽 職業

４ 家庭 数学 外国語

５
作業学習

/
進路学習

保健体育 美術

保健体育 ＬＨＲ

６

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続支援Ａ型含む）～35名
【接客・サービス、医療・福祉、流通など】

□ 福祉的就労（就労移行、就労継続支援Ｂ型など）～ 15名
□ 進学～１名
□ その他～０名
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※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施



普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

胆振管内 北海道室蘭養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒050-0061 室蘭市八丁平３丁目７番27号
ＴＥＬ ０１４３－４５－８２７０
ＦＡＸ ０１４３－４５－８１９５
E-mail muroranyougo-z0＠hokkaido-c.ed.jp
http://www.muroranyougo.hokkaido-c.ed.jp/

■本校の概要

□ 学校教育目標
「一人一人の夢や可能性に向かって 心豊かにたくましく生きる

児童生徒の育成」

○主体的に学ぶ児童生徒
○自己選択・自己決定ができる児童生徒
○思いやりをもって、人とかかわり、協力する児童生徒
○毎日を生き生き過ごす児童生徒

□ 概 要
本校は昭和54年に開校した「平取養護学校白鳥学園分校」を前身とし、平成３年に開校した知的障が

いのある生徒を対象とした特別支援学校です。現在は、知的障がいのほか、肢体不自由、聴覚障がい、
視覚障がい、病弱など複数の障がいを併せ有する生徒が在籍しており、医療的ケアの必要な生徒も在籍
しています。知的障がいのある生徒の学習上の特性等を踏まえ、個別のニーズに応じた内容と多様な集
団での学習を通して、将来の社会生活や地域活動に参加する上で必要となる力や望ましい生活習慣を養
うための教育を行っています。

■ 特色ある教育活動

●高等部キャッチフレーズ『いきいき自立』

～卒業後を見据え、一人ひとりに合わせた自立した生活をいきいきと送っていけるように、

それぞれの良さを伸ばしつつ、社会とつながった学習を充実させていくステップ～

青年期の生徒に対し、その心身の発達段階と障がいの状況に応じた教育を行うとともに、自ら学ぶ
意欲を養い、一人一人が豊かな社会生活を送るための知識、技能、習慣を育成する。
（１）基本的な生活習慣を身に付け、家庭生活や社会生活を営む能力を養うとともに、自立的な生

活に必要な知識、技能、態度を育てる。
（２）健康で安全な生活をするため、青年期として必要な知識、技能、体力、習慣を育てる。
（３）集団生活に進んで参加し、対人関係を豊かに広げ、優しい気持ちで仲間と協力する習慣や態

度を育てる。
（４）学習活動全般を通してできることを増やし定着させるとともに、進んで学び、豊かに生活し

ようとする態度を育てる。

【 北海道大谷室蘭高校との交流及び共同学習 】
互いに訪問し合い、作品交流や作業学習、レクリエーション等の活動を通して交流しています。

【 高齢者施設との交流学習 】
感染症対策から高齢者施設との交流については、本校の学校紹介や各学年の発表をビデオレターで収

録したり、壁画を制作して作品交流等をしたりしています。

【 国際交流学習 】
年数回ALTや地域の外国人と交流を行い、外国語や外国の文化をレクリエーション等を通して学んで

います。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

身だしなみ講座 体育大会 国際交流

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

生活単元学習：ANAそらぱす教室 八丁平町コスモスロード除草作業 蘭学祭

■週時程表 (普通学級）

＊ 登校時間 ９：００（月・火・水・木・金）
＊ 下校時間 １５：１０（月・木・金）／１４：２０（火）／１３：２０（水）

■卒業後の主な進路先について【25名】（令和４年度実績）

□ 福祉的就労【A型1名、Ｂ型11名、生活介護11名、自立訓練1名】
□ その他【グループホーム３名、施設入所2名、自宅2 0名】

■ 教育課程の特徴
学校目標、学部目標を踏まえて、「各教科等を合わせた指導」（日常生活の指導、体力つくり、

生活単元学習、作業学習）を中心に、「教科別の指導」（国語、数学、社会、理科、音楽、体育）
や「自立活動」などから編成しています（３パターンの時間割があります）。

□ 作業学習
「木工」「クリーニング」「園芸」「手芸」「紙すき」「クラフト」「清掃」などを通して、卒

業後の日中活動や仕事で必要とされる基礎的な力を育成しています。
□ 現場実習（総合的な探究の時間）

卒業後の実際的な生活を見通し、地域の事業所等での実習を行います。
□ 自立活動の指導

重複学級は自立活動の時間を設け、個々の教育的ニーズに応じた指導を行っています。普通学級
では、各授業の中で生徒個々の自立活動の目標を踏まえた指導を行っています。

曜 日 月 火 水 木 金

時 間 １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３

１ 9:00～ 9:35 日常生活の指導
・自立活動

日常生活の指導
・自立活動

日常生活の指導
・自立活動

日常生活の指導
・自立活動

日常生活の指導
・自立活動

２ 9:35～10:25

作業学習

音楽

３ 10:30～11:20
作業学習/自立活動 生活単元学習

生活単元学習／
総合的な探究の時間

４ 11:20～12:05

５ 12:05～12:55 日常生活の指導 日常生活の指導 日常生活の指導 日常生活の指導 日常生活の指導

６ 13:15～14:05
保健体育/
体力つくり

（類型B：自立活動）

ＨＲ（特別活動）
（委員会活動）

日常生活の指導

作業学習
体力つくり/
保健体育

（類型B：自立活動）
７ 14:05～14:50 日常生活の指導

８ 14:50～15:05 日常生活の指導 日常生活の指導 日常生活の指導

下校時刻 15:10 14:20 13:20 15:10 15:10

国語・数学/
自立活動/ 教科

音楽 音楽

ＨＲ
(特別活動)

日常生活の指導
(清掃) / 道徳
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ＨＲ
(特別活動)

ＨＲ
(特別活動)

日常生活の指導
(清掃) / 道徳

日常生活の指導
(清掃) / 道徳

国語・数学/
自立活動/ 教科

国語・数学/
自立活動/ 教科

国語・数学/
自立活動/ 教科

国語・数学/
自立活動/ 教科

国語・数学/
自立活動/ 教科

国語・数学/
自立活動/ 教科

国語・数学/
自立活動/ 教科

国語・数学/
自立活動/ 教科



職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

胆振管内 北海道伊達高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒052-0012 伊達市松ヶ枝町１０５番地１３
ＴＥＬ ０１４２－２５－５１１５
ＦＡＸ ０１４２－２５－５１１５
E-mail datekoyo-post@ｈokkaido-c.ed.jp
http://www.datekotoyogo .hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「自ら学ぶ力を高め 豊かな心とたくましい体を育み

目標に向かって働く力を付け 新しい時代の社会に貢献する生徒を育てる」

□ 校 訓
「希望 自立 前進」

□ 概 要
本校は昭和56年に開校した知的障がいのある生徒を対象と

した特別支援学校です。知的障がいのある生徒の学習上の特性
等を踏まえ、作業学習を中核とした学習指導を通して、社会で
「働く力」「生活する力」を育成しています。また、学校と寄
宿舎が連携し、社会自立を目指した生活指導を行っています。

■特色ある教育活動

【 園芸科 】
花やハーブ等を育てています。育てた花苗は、販売したり、花壇やプランターに植えて学校を飾った

りしています。また、ハーブでハーブティーや入浴剤を作っています。これらの作業を通して、自ら考
え、積極的に行動する力、社会人として必要な能力や態度を身に付けます。

【 窯業科 】
湯のみ茶わんやコーヒーカップなどの陶器を製作し、伊達の「道の駅(物産館)」で販売しています。

これらの作業を通して、自己理解を深め、勤労と社会のつながりを学ぶとともに、社会自立に必要な能
力や態度を身に付けます。

【 農業科 】
無農薬野菜を育てています。収穫物を使った食品加工や販売を行っています。また、伝統作物を栽培

し、箒づくり、藍染めなども行っています。これらの作業を通して、勤労の意義を学ぶとともに、社会
自立に必要な知識や技能、態度を身に付けます。

【 木工科 】
ベンチやスツールなど木工製品を製作しています。これまで伊達市内外から製品の購入希望があり、

多くの人に使っていただいています。これらの作業を通して、社会自立に必要な能力を身に付けるとと
もに、目標に向かって前進する態度を身に付けます。

【 工業科 】
コンクリート二次製品の製造を行っています。また学校祭や卒業制作では、鋼板を加工して、レ

ジャーコンロや燻製器、カレンダーなどの製作も行っています。これらの作業を通して、勤労の意義を
学ぶとともに、社会自立に必要な基礎的な能力や態度を身に付けます。

【 家庭総合科 】
清掃作業や調理実習、縫工作業に取り組んでいます。また、地域施設の窓清掃も行っています。これ

らの作業を通して、勤労の意義や社会とのつながりを学び、社会生活に必要な能力や態度を身に付けま
す。
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園芸科：花壇造成 窯業科：釉薬がけ 農業科：じゃがいもの収穫

木工科：仕上げ塗装 工業科：フェンスブロックの製造 家庭総合科：施設の窓清掃

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

「働き続ける力」「生活する力」の育成を目指
し、作業学習、体力つくりを中核とし、各教科間
の関連をもたせた教育課程を編成しています。

また、生徒個々の教育的ニーズに応えるため、
学科や教科等の特性を生かしながら、３年間を見
通した系統的な指導計画のもと、指導方法の工夫
を図っています。

□ 作業学習（自学科作業・選択作業）
所属する学科の「作業学習」を中心に３年間取り組みます。勤労の意義を理解し、職業生活に必要

な知識や技能、態度及び習慣を身に付けることを目指しています。
第１、２学年は、主体的な進路選択につなげることをねらいとし、所属する学科以外の作業種に取

り組む「選択作業」の学習を行っています。
□ 作業学習（現場実習）

地域の企業や福祉事業所で働く経験を通して、職業人としての基本的な知識や技能、態度及び習慣
を身に付けることをねらいとして現場実習を行っています。学年によって実習の目的、回数、期間、
引率教員の有無等が異なり、生徒一人一人の課題や進路希望に応じた実習形態を工夫しています。

○ 第１学年：秋季２週間 ○ 第２学年：秋季３週間、冬季２週間
○ 第３学年：卒業後の希望の進路先での現場実習を２～４週間

□ 各教科別の学習（国語、数学、理科、社会など）
社会生活に必要な知識や技能、態度及び習慣を身に付けることをねらいとしています。「学級別」

「複数の学級合同」「課題別の小グループ」等、教科の特性や生徒の実態に応じた学習集団を工夫し
ています。

□ 自立活動の指導
本校では、自立活動の目標を個人の年間の重点目標として日々指導にあたっています。教育活動全

体を通して、自立活動の指導を行っています。

＊ 登校時間 ８：２５（月～金）
＊ 下校時間 １５：１５（月・火・木）／１５ ：０５（水）／１３：５５（金）

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続支援Ａ型含む）～ １８名【卸売業 、クリーニングなど】
□ 福祉的就労～1７名【就労移行支援 、就労継続支援B型など】
□ 未 定～１名 合計３６名

本校のスクールキャラクター
「サムアイ」くん
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月 火 水 木 金

１
総合的な

探究の時間 体力つくり

２ 職 業 国 語 社 会

作業学習
(自学科)

数 学

３ 国 語
保健体育

理 科 家庭/
美術４ 情 報 数 学

５ 作業学習
(自学科)

作業学習
（選択）

作業学習
(自学科)

外国語 ＨＲ活動

６ 音 楽



普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

日高管内 北海道平取養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒055-0107 沙流郡平取町本町112番地７
ＴＥＬ ０１４５７－２－３１７８
ＦＡＸ ０１４５７－２－３２５６
E-mail birayo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.birayo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「未来に向かい よろこびをもって生きる 子どもを育てる」

□ 校 訓（子ども像）
「よく考え学ぶ子ども」「豊かな心をもつ子ども」
「命と体を大切にする子ども」

□ 概 要
本校は昭和53年に開校した知的障がいのある児童生徒を対象とした特別支援学校です。平成10年に高

等部が設置されました。知的障がいのある生徒の学習上の特性等を踏まえ、作業学習や生活単元学習など
地域資源を積極的に活用した学習により、卒業後の自立と社会参加を目指し、働く力や生活する力を養
う教育を行っています。寄宿舎では、集団生活を通した社会性の向上や基本的な生活習慣の定着を図っ
ています。

■特色ある教育活動

高等部の教育目標
ア 進んで学び行動できる生徒
イ 場や状況に応じて、自分の気持ちを人に伝える生徒
ウ 心と体を大切にする生徒

【 多様化する生徒の状況に対応したコース制の導入 】
障がいの程度や種類が多様化している中、生徒一人一人の教育的ニーズや進路希望等に応じた教育課

程の編成を目指し、令和２年度からコース制を導入しました。コースはワークコース、ライフコース、
ライフベーシックコースの３つがあります。

コースでの学習は第２学年から始まり、生徒の興味・関心や自分の学び方に適したコースを選びま
す。コースの特徴として、「ワークコース」では、週９単位時間の作業学習があります。作業学習を中
心に学習し、卒業後に向けて働く力を高めたい生徒が選択します。「ライフコース」では、週６単位時
間の作業学習や週２単位時間の美術があります。学習内容をバランス良く学び、様々な学習を通して卒
業後の生活を豊かにする力を身に付けたい生徒が選択します。「ライフベーシックコース」では、自立
活動を主として学習し、対象の生徒は１学年から本コースで学びます。

【 平取町の地域資源を活用した教育活動 】
農業班では、週１回、地域のトマト農家やトマトの選果場で作業学習を行います。農家や選果場の方

から、作業の目的や方法等の説明を聞き、実践的な学習を行います。総合家庭班では地域施設のビルク
リーニング作業や清掃活動、ものづくり班では地域からの受注を受け、プランター等の製作を行いま
す。この他、地域の飲食店でのシール貼り、段ボール組立て等の作業を行っています。地域の中で働
き、感謝されることを通して、働くことの意味や価値などを学びます。音楽や生活単元学習、総合的な
探究の時間では、地域の音楽サークルや美術同好会の方を招いて、鑑賞や制作活動、アイヌ文化につい
ての学習を行います。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

作業学習：農業班（トマト農家） 作業学習：総合家庭班 作業学習：ものづくり班

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

作業学習：地域での作業
（飲食店でのシール貼り）

アイヌ文化の学習 体育大会

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

生徒一人一人の将来の生活を見据え、第１学年
は共通した教育課程、第２、３学年はコースごと
に教育課程を編成しています。

□ 作業学習
生徒の実態に応じて意欲的に取り組むことが

できる活動を設定します。製品を仕上げたり、
地域で活動したりする中で、生涯働き続けるた
めの知識や技能、意欲、態度、習慣を育てま
す。１学年は週６単位時間行います。

□ 総合的な探究の時間
近隣校との交流及び共同学習、ALTとの交流

などを通して、主体的に取り組む態度と意欲を
育てます。また、現場実習を通して、社会の中
での自分の役割に対する意識や仕事に協働的に
取り組む姿勢を養います。

□ 自立活動の指導
各教科等の指導内容と関連付けながら全ての

教育活動の中で行います。
特にライフベーシックコースでは一人一人の

生徒の障がいに応じて健康の維持・改善、コ
ミュニケーション力の向上などを目指します。

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労～ １名【就労継続支援Ａ型１名】

□ 福祉的就労～１５名【就労継続支援Ｂ型６名、生活介護９名】

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施

【 普通学級／重複障がい学級 】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導（朝のＨＲ）

２
保健体育/
自立活動 数学

保健体育/
自立活動 数学

保健体育/
自立活動

３
作業
学習

生活
単元
学習

生活
単元
学習

作業
学習

作業
学習

４

５ 国語 音楽

美術
保健
体育

日常生活の
指導

(帰りのＨＲ)

６ ＬＨＲ 国語

７ 日常生活の指導（帰りのＨＲ）

＊登校時間 ９：０５（月～金）
＊下校時間 １５：０５（月～木）/１３：３５（金）
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

日高管内 北海道平取養護学校静内ペテカリの園分校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒056－0023 日高郡新ひだか町静内ときわ町1丁目1番35号
ＴＥＬ ０１４６－４３－２９１８
ＦＡＸ ０１４６－４３－２９１８
E-mail biratoriyougopetekarinosono-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www. biratoriyougopetekarinosono.hokkaido-c.ed.jp/

■本校の概要

□ 学校教育目標
「未来に向かい よろこびをもって生きる 子どもを育てる」

□ 校 訓（子ども像）
「よく考え学ぶ子ども」
「豊かな心をもつ子ども」
「命と体を大切にする子ども」

□ 概 要
本校は昭和60年に北海道平取養護学校の分校として開校した知的障がいのある児童生徒を対象とし

た特別支援学校です。高等部は平成12年に開設されました。知的障がいや重複障がいのある生徒の学
習上の特性等を踏まえ、地域との交流を通して、卒業後の自立と社会参加を目指し、「生活する力」や
「人と関わる力」等を養う教育を行っています。

■特色ある教育活動

高等部教育目標
・卒業後に地域で暮らすために必要な力（心身の健康管理・基礎的な体力と生活習慣・コミュニ

ティへの参加）を育てる。 【知識・技能】

・社会的な約束やルールがわかり、地域社会の一員として人と関わりながら生活する心を育てる。
【思考力・判断力・表現力】

・お互いの考えや感情を尊重し、共に学び、考えながら社会の中で主体的に生活する力を育てる。
【学びに向かう力・人間力】

【 地域と共に進める「作業学習」 ～静内デュアル・システム（地域協同人材育成）～ 】
卒業後に目指す生活スタイルやニーズ（必要と要求）の多様化を受けて、２つの作業学習班を編制

し、地域社会において自立的に働く喜びや様々な人との関わりに必要な力の育成を目指しています。
また、静内地域における主要産業の協力を得ながら、校外で作業学習を継続的に実施する「静内デュ

アル・システム」を推進しており、地域社会で自立的に生活できる人材の育成に努めています。

・ワークデザイン
職業生活の自立を重点目標として、木工、コンクリート、農園芸、皮革加工などの作業に取り組んで

います。

・ライフデザイン
日常生活の自立を重点目標として、清掃、縫工、クリーニング、リサイクルなどの作業に取り組んで

います。

※ 原則として中学部から在籍している方を対象とした特別支援学校です。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

作業学習：木工作業 作業学習：リサイクル 作業学習：農園芸

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

体つくり 国語・数学 総合的な探究の時間：乗馬学習

■高等部（全学年）の週時程表 ■教育課程の特徴
作業学習（静内デュアル・システム）や生活単

元学習、体つくりを中心的な学習として、国語や
数学などの教科の指導、総合的な探究の時間等を
適切に配置し、関連付けて教育課程を編成してい
ます。卒業後の社会生活（社会参加・社会貢献）
において、実践的に役立つ力や生活習慣を育成す
る教育活動を展開しています。
□ 地域で学び、地域で活かす作業学習

新ひだか町静内地域の各関係機関の協力を得
ながら作業学習を進め、勤労意欲を高めるとと
もに、仕事で必要とされる態度や習慣、場面に
応じた対応などを中心に学習します。

□ アカデミックスキルの充実（国語・数学な
ど）卒業後の生活に必要な力の育成を目指して
います。ニュースや話を聞いて要旨が分かる力
を育てる学習や、時計や金銭など生活に結び付
いた学習を行っています。

また、その成果を確かめるため、生活単元学
習で､買い物や公共施設の利用についての学習
を行っています。

□ 総合的な探究の時間
新ひだか町の施設を利用した「乗馬学習」を

行っています。また、第１学年から第３学年ま
で現場実習を行っています。

□ 自立活動の指導
重複学級では、自立活動の時間を特設し、

トップダウンとボトムアップの双方の視点から
個々のニーズに応じた指導を行っています。普
通学級では、教科等の授業において個々の自立
活動の目標を踏まえて指導を行っています。

【 普通学級 】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導

２ 国語・数学

作業
学習

国語・数学

作業
学習

３ 体つくり
保健
体育
／

音楽
美術

４

生活単
元学習

／
総合的
な探究
の時間

生活
単元
学習

５

作業
学習

保健
体育
／

音楽
美術

国語・数学

職業

国語・数学

日常
生活の
指導

６ LHR

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一般就労 ～1名

□ 福祉的就労～８名【就労継続支援B型 等】

＊ 登校時間 ８：４０（月～金）
＊ 下校時間 １５：１０（月・火・木）

１４：２０（水・金）
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【知的障がい】
（道南圏）
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

渡島管内 北海道七飯養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒041-1112 亀田郡七飯町鳴川５丁目２１番地１号
ＴＥＬ ０１３８－６５－７００４
ＦＡＸ ０１３８－６５－７００４
E-mail nanaeyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.nanaeyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「自己のもつ能力や可能性を高めるとともに一人ひとりの「生きる力」

を培い、生きる喜びを育成する」

□ 概 要
本校は昭和54年に開校した知的障がいのある児童生徒を対象とした特別

支援学校です。全校児童生徒２０１名のうち、高等部には７０名が在籍して
います。

知的障がいのある児童生徒の学習上又は生活上の特性等に応じて、個別の指導計画に基づいた学習を
通して、卒業後の自立と社会参加に必要な力を育成しています。

また、寄宿舎では、一人一人の生活が豊かになるよう指導の充実を図っています。

■特色ある教育活動

【高等部の教育目標】
生徒一人一人が、自己実現を図り、見通しをもちながら豊かな生活を送るとともに、積極的に社

会に参加していくために必要な生きる力を養う。

生徒一人一人が見通しをもち、将来の家庭生活や社会生活を見据えて、自ら主体的に行動する力を養う
よう支援します。

【 地域清掃 】
総合的な探究の時間では、春の雪が解ける時期に「地域清掃」を行っています。本校児童生徒も利用

する公園までの歩道など、学校の周辺を中心にゴミ拾いの活動に取り組んでいます。

【 スノーポールの色塗り 】
作業学習では七飯町役場と連携して、スノーポールの色塗り作業を行っています。七飯町役場で用意

した約４㎝角の角材に、白色と赤色の塗料を塗りました。できあがったスノーポールは役場が学校周辺
の道路に設置し、除雪作業の際の目印として役立てていただきました。スノーポールの色塗りの取組
は、今後も役場と連携して行っていく予定です。

【 進路学習の充実 】
主体的に進路選択する力を育むことや卒業後の生活に見通しをもつことをねらいに、福祉施設や一般

企業等で現場実習を行っています。現場実習では、職場や施設の雰囲気に触れ、職場の人との関わりや
１日を通しての労働などを体験し、社会で働くために必要な知識や技能、態度を学びます。

〈第１学年：事業所限定で体験実習、第２学年：３日～５日間、第３学年：５日～10日間〉
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

課題学習 作業学習：木工 作業学習：園芸・軽作業

音楽 美術 体育

■第１学年生徒の週時程表

【総合的な探究の時間】
将来の社会生活を想定した地域社会での体験

を通して、生活経験の拡大を図るとともに、各
教科等の学習で培われた資質・能力を関連付け
た指導内容を設定し、課題を解決する力を養い
ます。

■主な学習内容とその押さえ
【 各教科等を合わせた指導 】

○ 日常生活の指導
日常生活に必要な内容について、学校生活の

流れに沿って学習します。
○ 生活単元学習

生活上の課題解決が図られるよう、生活に必
要な事柄を実際的・総合的に学習します。

○ 作業学習
働く力や生活する力を高めることを目指し、

職業生活及び家庭生活に必要な基礎的・基本的
な知識や技能を身に付けるとともに、勤労を重
んじる態度を養い、進んで社会生活に参加する
態度を培います。（木工、陶芸、手工芸、リサ
イクル、園芸・軽作業）

○ 課題学習
社会参加する上で必要な自己選択や、課題解決

能力が高まるよう必要な基礎・基本的事項につい
て他の学習との関連を図りながら学習します。

【 教科別の指導 】
○ 保健体育

適切な運動の経験や健康安全についての理解
を通して、健康の保持増進と体力の向上を図り、
豊かな生活を営む態度を培います。毎日の継続
的な運動を通して、健康に生活するために必要
な体力を身に付けます。

○ 音楽
表現及び鑑賞の活動を通して、音楽について

の興味や関心を深め、楽しさや美しさを味わい、
生活を楽しむ態度を培います。

○ 美術
造形活動によって、表現及び鑑賞の能力を高

め、豊かな情操を養います。
【 自立活動の指導 】

個々の生徒が自立を目指し、障がいによる学習上
又は生活上の困難を主体的に改善・克服するために
必要な知識・技能、態度及び習慣を養い、心身の調
和的発達の基盤を培うことをねらいとしています。

■卒業後の主な進路先について（令和４年度卒業生）

□ 福祉的就労～１７名（就労継続支援A型2名/就労継続支援B型9名/生活介護６名）

□ 入所・グループホーム～４名

【 普通学級 】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導／保健体育

２
作業
学習

課題
学習

作業
学習

課題
学習
／

美術

音楽

３

４ 日常生活の指導（給食）

５ 日常生活の指導（片付け、清掃）

６
保健
体育

生活
単元
学習

帰りの
活動 保健

体育

帰りの
活動

７

８
帰りの
活動

帰りの
活動

帰りの
活動

＊ 登校時間 9：00（月～金）
＊ 下校時間 15：00（月・火・木）／13：20（水･金）

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

渡島管内 北海道七飯養護学校おしま学園分校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒049-0282 北斗市当別６９７－５５
ＴＥＬ ０１３８－７５－２７１７
ＦＡＸ ０１３８－７５－２７１７
E-mail nanaeyougooshima-z0@hokkaido-c.ed.jp 
http://www.nanaeyougooshima .hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
自己のもつ能力や可能性を高めるとともに一人ひとりの「生きる力」を

培い、生きる喜びを育成する。

□ 育 成 像
１ 自分から進んで学び、行動する人
２ 自分の良さに気付き、人の良さを認め、人との関わりを大切にする人
３ 自分のことを生き生きと表現し、将来の自己実現に向けて努力する人
４ 基本的な生活習慣を身に付け、健やかな心と体を育む人

□ 概 要
本校は、昭和54年に開校した知的障がいのある児童生徒を対象とした、おしま学園に併設する特別支援学

校です。開校当初は、小・中学部のみの特別支援学校でしたが、隣接する学校法人ゆうあい学園ゆうあい養
護学校高等部の閉校に伴い、平成19年4月に高等部が設置されました。

在籍する生徒の約８割は自閉症を併せ有しているため、生徒の学習上の特性等を踏まえ、視覚的な手掛か
りを手立てとした学習指導を大切にしながら、「働く喜びをもち、自分の役割を果たそうとする力」「自分
の好きなことを広げ充実した生活を送れる力」を育成しています。

■特色ある教育活動

【 作業学習と製品販売会 】
毎日、2時間、作業学習を行っています。清掃、軽作業など２つのグループに分かれ、生徒の実態を踏ま

えた取組を進めています。作業学習で作った製品は、年３回の製品販売会で販売しています。
生徒が直接お客様とやり取りし、喜んでもらう経験は、日頃の作業学習に対する意欲の向上につながって

います。

【 余暇活動の充実 】
余暇を有意義に過ごすことに重点を置いた「余暇・体育」の授業では、地域の漁港に出かけて釣りを行う

など、地域資源を生かして将来の余暇につながる取組を行っています。
「余暇・音楽」の授業では、音楽会を企画して、生徒の得意な演奏をグループで披露するなど将来の余暇

につながる取組を行っています。

【 地域との交流・清掃活動 】
５月から９月の期間を「地域活動月間」として、当別浜やバス停の清掃活動を行っています。浜辺やバス

停の清掃活動を通して、地域に貢献していることを実感しながら取り組んでいます。

高等部の教育目標
地域社会との関わりの中で役割をもち、様々な活動に意義や喜びを見いだし、自分の良さを生かし、

たくましく生きる人を育てる。

※ 原則として中学部から在籍している方を対象とした特別支援学校です。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

製品販売会 作業学習：海浜清掃 作業学習：空き缶つぶし

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

余暇体育：釣り 余暇制作：キャンドル制作 余暇音楽：和太鼓演奏

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴
作業学習、余暇（体育・音楽・制作）、日常生

活の指導を中心的な学習として、総合的な探究の
時間、自立活動等を適切に配置し、関連付けた教
育課程を編成することで、「卒業後の働く力」や
「余暇を楽しむ力」の育成を目指した教育活動を
展開しています。

□ 作業学習
将来の社会自立、社会参加を目指し、積極的

に仕事に取り組む力や仲間と関わる力、自己選
択、自己決定する力を育成できるよう、作業活
動を行っています。
〈授業時数：週10時間〉
＊学習発表会、ゆうあい祭では、作業学習で製

作した製品を販売しています。

□ 余暇（体育・音楽・制作）
将来、生徒が充実した余暇生活を送ることが

できるよう、生徒自身が主体的に楽しみを見つ
け、余暇の時間を有意義に過ごす力を育ててい
ます。
〈授業時数：週３時間〉

□ 自立活動の指導
主体的な活動参加を促すために心理的な安定

やコミュニケーションを重視し、絵カードを利
用したやり取りや、分かりやすく動きやすい学
習環境の工夫などに取り組んでいます。

＊ 登校時間 8：５０（月～金）
＊ 下校時間 １５：００（月・火・木）／１３：２０（水・金）

【 普通学級 】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導

２ 余暇体育／自立活動

３ 作業学習

４ 作業学習

５
日常生活の指導

（給食指導、清掃、歯磨きなど）

自立活動

６
余暇
制作

余暇
音楽

日常生活
の指導

余暇
体育

日常生活
の指導

７
特別
活動
HR

課題
学習

総合的
な探究
の時間

８
日常生活
の指導

日常生活
の指導

日常生活
の指導

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労～１名【 生活介護１名 】
□ その他 ～１名
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普通科、職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

渡島管内 北海道函館高等支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒041-0802 函館市石川町181番地８
TEL/FAX ０１３８－３４－２１１０
E-mail hakodatekoushi-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.hakodatekoushi.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 教育理念
「自己と社会をつなぎ、共生社会を創造する教育の追求」

□ 校 訓
知育【探究】学び働き生きることを生涯にわたって探究する人間
徳育【協働】多様性を尊重し、互いのよさを認め合い協働する人間
体育【健全】生涯にわたって、健やかな心身と豊かな感性を磨く人間

□ 概 要
本校は、平成３１年４月に開校した知的障がいのある生徒を対象とした特別支援学校です。将来、

社会自立を目指し、地域や社会と連携・協働しながら、一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要
な基盤となる能力や態度を育みます。

■特色ある教育活動

教育目標

共生社会の一員として、自ら社会に貢献する人間の育成

【 各教科の指導 】
全ての学科で、国語や数学などの各教科の学習を行います（外国語は普通科のみ）。各教科に応じた

見方・考え方を働かせ、学習したことを関連付けてより深く理解したり、情報を詳しく調べたりするこ
とや、問題を見いだして解決策を考えながら、「生きる力」へとつながる学習に取り組みます。

【 社会貢献活動・ボランティア活動 】

ボランティア活動では、互いが支え合う社会であることを考えたり、幅広い年齢層の方々と接する中
で生活や文化、伝統に親しんだりしながら、社会貢献を通して社会参画への意欲を高め、豊かな道徳性
を養う学習に取り組みます。「カフェ」に関わる活動を通して地域と協働したり、「函館マラソン」の
ボランティア活動に参加したりしながら豊かな学びの場を実現します。

【 就業体験（普通科）・現場実習（職業学科） 】
就業体験では、地域や産業、労働を行う機関との連携を図り、職業の授業を通して就業体験活動の機

会を積極的に取り入れています。自己に対する理解を深め、主体的に進路選択や将来設計について考え
ます。１学年で１日間が３回、２学年で３日間が２回と８日間が１回、３学年で15日間と20日間の２
回実施します。

現場実習は、企業等で実習を行います。働くことに関心をもち、職業適性や将来の職業生活を考えな
がら、実践的な活動と知識を関連付けながら理解を深めていきます。１学年で８日間が１回、２学年で
10日間と13日間の２回、３学年で15日間と20日間の２回実施します。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

普通科:S-TEAM教育に関する授業 生産技術科：コーヒー豆加工 食品デザイン科：調理、製パン

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

福祉デザイン科：家事援助 ハコカフェクローバー 部活動：スポーツ部

■第１学年生徒の週時程表
【普通科】

【職業学科】

＊登校時刻 ８：３０（月～金）
＊下校時刻 １５：２５（月～金）

１３：２５（第３木）

■教育課程の特徴

□ 教科横断的な学習の充実
「主権者教育」「防災・安全教育」「ＩＣＴ

教育」「消費者教育」「新聞教育」「ボラン
ティア活動」など、様々な学習活動を行いま
す。主体的・対話的で深い学びの実現を通し
て、豊かな生きる力を育みます。

□ 地域とつながる場「カフェ」
カフェを地域と学校をつなぐ「開かれた場・

つながる場」の一つとして活用します。普通
科、職業学科ともにカフェの企画や運営に携わ
り、学校が一体となって取り組みます。

□ 作業学習
職業学科では作業活動を中心に、将来の職業

生活や社会自立に必要な事柄を総合的に学習し
ます。生産技術科は、木工やコーヒー豆の焙煎
など、食品デザイン科は、調理、製菓、接客な
ど、福祉デザイン科は、介護や家庭看護、調理
などを学習します。

□ 自立活動の指導
週１時間の自立活動の時間における指導を中

心とし、生徒一人一人の実態を的確に把握し、
適切なグループ編制を行い指導しています。

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 就職（就労継続Ａ型含む）～１８名【食品スーパー、医療福祉、製造など】
□ 福祉的就労 ～ ２名【就労移行支援、就労継続B型】
□ その他 ～ １名【未定】
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月 火 水 木 金

１ ＬＨＲ 数学 理科
情報

音楽

２
美術

自立活動 数学 国語

３
職業

国語
総合的な
探究の時間 職業

４ 外国語 家庭

５ 保健 社会

体育

国語
総合的な
探究の時間

６ 体育 家庭 社会
TKK/
生徒会

月 火 水 木 金

１ ＬＨＲ 国語

作業 作業

音楽

２
美術

自立活動

作業３ 数学

４ 国語 家庭

５ 保健 理科

体育

社会 数学

６ 体育 情報 職業
TKK/
生徒会



職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

渡島管内 北海道北斗高等支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒049-0156 北斗市中野通３丁目６番１号
ＴＥＬ ０１３８－７４－３４３１
ＦＡＸ ０１３８－７４－３４３５
E-mail hokuto-koushi-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.hokuto-koushi.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「勁(つよ)い心を持ち 豊かに生きる力 たくましく働く力を育成する」

□ 校 訓
「明 朗」｢勇 健」｢誠 実｣「協 和」

□ 概 要

■特色ある教育活動（設置学科：環境・流通サポート科 福祉サービス科）
【 北斗版デュアルシステム 】

「北斗市で学び、北斗市から道南地域へ巣立ち、道南で働き、道南で暮らす人間を育てる」を基本理
念とし、学校と地域、企業両方で繰り返し実習を行うデュアルシステムを構築して、「地域で働きなが
ら学び、学びながら働く」教育を実践しています。卒業後の進路は、生徒の希望や適正に応じたジョブ
マッチングを行い、北斗市を含む道南地域での就職を目指します。

【 環境・流通サポート科 】
① ビルクリーニング作業、環境整備などの学習を通して、資機材の使用方法や作業工程等についての

知識や技能を育成します。
② 印刷・製本等の事務補助作業を通して、事務機器や用具、コンピュータ等の取扱いや、商品の管

理・梱包・発送等に関する知識や技能を育成します。

【 福祉サービス科 】
① 社会福祉に関する実習等の学習を通して、身体介助や家事援助、接客応対などの基礎的な知識や技

能を育成します。
② 居宅介護従事者の業務内容等を学び、資格取得につながる専門的な知識や技能を育成します。

「地域学校協働活動」
学校と地域・企業両方で繰

り返し実習を行う「北斗版

デュアルシステム」は、地域

の企業等に連携を依頼し、学

校と地域が連携・協働して、

生徒の成長を支える学習活動

です。

北斗版
デュアルシステム

校内作業実習

基礎基本の定着

デュアル実習

実践力の養成

WTW
(ワークトレーニングウィーク)

働く体力、忍耐力等を育成

職場実習

働く力を試す

本校は平成29年に開校した、知的障がいのある生徒を対象とした、職業学科を設置している高等支
援学校です。環境・流通サポート科及び福祉サービス科を設置し、卒業後の社会的自立、職業的生活の
充実に向けた教育を展開し、生徒全員の就職を目指します。また、道南で初となる高等学校に併設され
る高等支援学校であり、高等学校と連携し、共に学び、共に成長する教育活動を推進します。
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（学習の様子２） （学習の様子３）

環境・流通サポート科：ワックス掛け
於 北斗市立上磯中学校

環境・流通サポート科：スーパーでの実習 環境・流通サポート科：環境整備

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

福祉サービス科：ベッドメイキング 福祉サービス科：グループホーム
での実習

福祉サービス科：カフェ運営

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

□ 各教科等の学習
週12時間行う学科での作業（流通・サービス

／福祉）を通して、生活の中で実際に生きて働
く知識や技能を習得します。

□ 社会に開かれた教育課程
「北斗版デュアルシステム」を推進し、地

域・企業で日常的に働く経験を通して、働くた
めに必要な体力や忍耐力、実践力等を育成しま
す。

□ 自立活動の指導
生徒の実態に応じて、個別に目標を設定し、

全教育活動を通じて指導しています。

□ 取得を目指す資格等
(1)  ビルクリーニング検定（国家検定）

令和４年度 ３級／７名 ２級／１名 合格
(2)  社会福祉・介護福祉検定

（全国福祉高等学校長会主催）
令和４年度 ３級／１名 合格

(3)  認知症サポーター養成講座
（厚生労働省事業）
令和４年度 25名受講

(4)  日本漢字能力検定
令和４年度 ４級／１名 ５級／２名 合格

【環境・流通サポート科／福祉サービス科】

月 火 水 木 金

１ ＬＨＲ

流
通
・
サ
ー
ビ
ス
／
福
祉

国語

流
通
・
サ
ー
ビ
ス
／
福
祉

国語

２ 職業 情報 数学

３ 保健体育 外国語 音楽

４ 保健体育
総合的
な探究
の時間

自立活動
／道徳

５
美術

／家庭
社会 保健体育

６
美術

／家庭
理科 保健体育

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労～８名【清掃業、製造業、流通業】

＊ 登校時間 ８：３０（月～金）
＊ 下校時間 １５：３５～（月～金）
＊ 部活動 １５：４０～週４日活動

陸上・フットサル部、
ティーボール・バスケットボール部、
バドミントン部、文化部
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

檜山管内 北海道今金高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒049-4304 瀬棚郡今金町字今金454番地１
ＴＥＬ ０１３７－８２－３１２１
ＦＡＸ ０１３７－８２－３０９２
E-mail imayou@hokkaido-c.ed.jp
http://www.imayou.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標

「豊かな心とつよい体をつくり 生涯にわたって自立し たくましく生きる生徒を育てる」

□ 校 訓

「自ら行動し 最後まで 努力する人」

□ 概 要

本校は、平成９年に開校した高等支援学校です。知的障がいのある生徒が
学校生活や社会生活の中で「生活する力」「働く力」を身に付けるため、３
学科（窯業科、農業科、家庭総合科）に分かれて学習しています。

学校に隣接する寄宿舎では、遠方で通学困難な生徒が入舎しており、身辺
自立や自己管理能力、コミュニケーション能力を育成しています。

今金町と連携協定を結び、「特別支援学校卒業生に対する今金町就労支援
事業」や商工会事業などにより町内で一般就労する生徒を支援しています。

■特色ある教育活動

【 窯 業 科 】
窯業生産品の製造や販売、環境整備、情報の学習を通して、勤労意欲の向上を図り、働くことへの理

解を深めるとともに、挨拶や場に応じたコミュニケーション能力などを育成します。
基本的な作業の積み重ねから、より高度な製品づくりへと段階的に発展させるとともに、受注生産に

取り組みます。また、窯業作業に加え、公共施設の清掃、環境整備など（校内外清掃、校地内の除草な
ど） の様々な作業に取り組みます。地域資源を活用した活動を通して、社会とのつながりを意識した
り、販売活動を通して、流通システムに係る理解を深め、接客する力を身に付けたりしています。

【 農 業 科 】
草花や野菜、作物の栽培、収穫、加工、販売などの学習を通して、勤労意欲の向上を図り、働くこと

への理解を深めるとともに、挨拶や場に応じたコミュニケーション能力などを育成します。
学校の農場や温室、ハウスでの栽培管理や、収穫物の加工、ドライフラワーを利用した花束づくりな

ど、様々な製品づくりに取り組みます。また、町や商工会からの草花の受注や、除雪、町道の除草、花
壇整備等の活動を通して、地域や社会とのつながりを意識したり、働くために必要な体力や、正しい言
葉遣い、周囲と協調する社会性を身に付けたりしています。

【 家庭総合科 】
縫製や機織り、紙すき、石鹸づくり等の体験的な学習を通して、勤労体験を豊かにし、働くことへの

理解を深めるとともに、社会参加や自立に必要な基礎的・基本的な態度や習慣を育成します。
製品づくりやマーケティングを生かした流通や販売学習を通して、自分が果たすべき役割について理

解を深めたり、状況に応じた挨拶・返事・報告や相手を尊重した発言など、社会生活に必要なコミュニ
ケーション能力や課題解決に向けて自ら努力を続けようとする姿勢を身に付けたりしています。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

窯業科：皿製作 農業科：トマトの選別、袋詰め 家庭総合科：縫工作業

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

部活動：スポーツ部
（北海道・東北ブロック予選大会：青森）

部活動：音楽部ライブの様子 寄宿舎：サマーフェスティバルの様子

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

作業学習、生活単元学習、体力つくりなどを
中心に教育課程を編成しています。「キャリア
教育全体計画」に基づき、主に生活単元学習と
作業学習の授業において、職業生活や社会生活
に必要な知識や技能、態度及び習慣を育成する
指導を行います。

□ 作業学習
所属する学科の作業の他に、他の学科の作

業や、進路動向に沿った作業（流通、福祉
サービス他）を通して、社会自立、職業自立
を目指す学習を行います。

□ 自立活動の指導
自立活動の指導については、学校教育全体

を通して取り組んでいます。
□ 進路学習

進路選択や自己実現のための方法について
理解を深めることができるよう、作業学習や
現場実習と関連させ、将来の社会自立に向け
た学習に取り組みます。

地域と連携しながら、様々な職場での実
習、体験活動を積み重ね、働く意欲や態度、
実践力を育てます。

※ 登校時間 ８：２５（月～金）
※ 下校時間 １５：３０（月・火・木）／１５：５０（水）／１３：２０（金）

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労～ ９名【水産加工業、サービス業、調理関係】
□ 福祉的就労～１６名【就労移行支援事業所、就労継続支援B型事業所】
□ 進 学～ １名【職業能力開発校】
□ 未 定～ １名

月 火 水 木 金

１ 体力つくり 国語 体力つくり

2 LHR

作業学習
（実習）

作業学習
（実習）

特別の教科
道徳

音楽

3
作業学習
（他学科）

生活単元
学習/総合的
な探究の時

間

生活単元
学習

４

５ 国語

美術

数学

作業学習
（実習）

６ 数学

体育

７
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【知的障がい】
（道北圏）
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

上川管内 北海道鷹栖養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒071-1233 鷹栖町北野西３条２丁目１番１号
ＴＥＬ ０１６６－８７－２２７９
ＦＡＸ ０１６６－８７－２２６１
E-mail takasuyougo-z0@ｈokkaido-c.ed.jp
http://www.takasuyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「社会の中で協力し、豊かに生きる人を育てる」

< めざす人の像 >
「健康でいきいきと活動する人」 「人とかかわり、思いを伝え合う人」
「自分で考え判断し、行動する人」「目標に向かって意欲的に取り組む人」

□ 概 要

■特色ある教育活動

【 高等部の教育目標 】
地域の中で共に いきいきと生活する力を育てる

卒業後の生活を見据え、生徒個々の実態やニーズに合わせて、家庭と協力しながら生徒の持てる力を

伸ばしていきたいと考えています。卒業後の進路については、本人、保護者が適切な進路選択が行えるよ
う、定期的に保護者懇談を実施するほか、進路説明会における福祉制度の説明、事業所見学などを行って
います。

【高等部 人の像】
○ 健康な体で活動する人
○ 様々な人とかかわることができる人
○ 自分でできることすべきことを行う人
○ 活動に意欲を持って取り組む人

【６つの具体的な力（育てたい力）】
○ 自分の身の回りのことを自分でする力
○ 社会経験を広める力
○ 働く力
○ 体を動かす力
○ 人と関わる力
○ 意欲的に取り組む力

本校は昭和54年４月に、知的障がいのある児童生徒を対象として開校し、平成１０年４月に高等
部普通科が設置されました。今年で44年目を迎える知的障がいのある児童生徒を対象とした特別支
援学校です。生徒やその保護者が障がいの程度ではなく、将来の進路希望等に応じて、教育課程の特
色や学ぶ内容によって学校を選択することができるという基本的な考え方を基に、一人一人の教育的
ニーズに応じた教育活動を展開しています。

卒業生の多くは、地域の理解や協力を得ながら鷹栖町や旭川市とその近郊の施設や福祉事業所で活
躍しています。

遠隔地に居住する生徒のための寄宿舎では、寄宿舎の生活を通して相互に助け合い、認め合い、明
るく健康に生活する力を育てています。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

創作サークル 農作業 製品販売Ⅲ：永山イオン店

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

現場実習 見学旅行（ルスツ方面） 体力つくり：歩くスキー

■令和５年度の週時程表 ■教育課程の特徴

生徒が見通しをもち、自主的に準備や活動を行
えるよう、「人と関わる力」や「意欲的に取り組
む力」を高める指導を行います。

□ 日常生活の指導
食事、衣服、排せつ、清潔、掃除に関するこ

となど、「自分の身の回りのことを自分でする
力」を高めます。

□ 作業学習
様々な作業種目の中から、一人一人に合った

作業内容を設定し、「働く力」や「体を動かす
力」を高めます。年３回の製品販売会に向けた
製品づくりに取り組んでいます。

□ 生活単元学習
将来、社会で生活する上で必要となる「集団

で行動する力」や「人と関わる力」「意欲的に
取り組む態度」を身に付けられるよう、年間の
学習（入学、製品販売、宿泊・見学旅行、卒業
・進級など）に沿って単元を構成しています。

□ 自立活動の指導
各教科等の指導との関連を図り、教育活動全

体の中で生徒個々の目標や個々の実態に応じた
自立活動の指導を行っています。

＊ 登校時間 ８：４５（月～金）
＊ 下校時間 １４：４５（月・火・木・金）／１３：３０（水）

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労（就労継続A型／就労継続Ｂ型／生活介護／その他）～９名
【就労継続A型１名、就労継続支援Ｂ型３名、生活介護４名、その他１名】
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

上川管内 北海道東川養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒071-1414 上川郡東川町新栄南１丁目２-５
ＴＥＬ ０１６６－８２－４５８６
ＦＡＸ ０１６６－８２－４５８７
E-mail higashikawayougo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.higashikawayougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「心豊かに たくましく 生きる力を育てる」

自ら考えて 生活する力
ゆたかな心で 協働する力
たくましい体で 活動する力

□ 校 訓
「健康な子」 「明朗な子」 「考える子」

□ 概 要
本校は昭和58年に開校した知的障がいのある生徒を対象とした特別支援学校です。発達や認知の特性

等を踏まえ、地域での学びや体験的な学習などにより、卒業後の自立と社会参加を目指し、「丈夫な体
をつくる」「いろいろな人と関わりあえる」「働く喜びを感じられる」力を養うための教育を行ってい
ます。寄宿舎では、家庭、学校、関係機関と連携し、舎生一人一人の障がい等の実態を把握し、職員
間で共通理解するとともに、基本的生活習慣の確立や社会性の向上を図る指導を行っています。

■特色ある教育活動

＜学校教育目標（具体像）＞ ＜高等部教育目標＞
自ら考えて 生活する力 ・自己実現に向けて 主体的に取り組む生徒

ゆたかな心で 協働する力 ・互いの良さを認め 助け合う生徒

たくましい体で 活動する力 ・たくましい体と健やかな心で やりぬく生徒

【 体力つくり（保健体育） 】
夏季にランニングやウォーキング、冬季にサーキット運動やエアロビクスダンス、屋外での歩くス

キーなどに取り組みます。

【 作業学習 】
窯業班、紙工班、農耕園芸班、縫工班に分かれて活動を行います。卒業後の生活に向けた力や態度を

培うため、地域の公共施設などでの清掃活動にも取り組みます。

【 選択授業 】
卒業後の地域生活を豊かにする力を育てることをねらいに、音楽、美術、保健体育の選択教科を設

定しています。また、一人一人の障がいやニーズに応じた課題学習では、国語・数学や自立活動から必
要な内容を選択して学習を行っています。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

歩くスキー大会 作業学習 自立活動

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

見学旅行 強歩マラソン大会 ALTとの交流学習

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

【 普通科 】 日常生活の指導や作業学習を中心として教育課
程を編成しています。

また、豊かな社会生活を送る力を身に付けるた
め、興味・関心等に基づいて、生徒が音楽、美
術、保健体育を選択して学ぶことができるように
するなど、生徒一人一人の実態や特性に応じた学
習活動に取り組んでいます。
□ 自立活動の指導

生徒が自立を目指し、個々の生活上、学習上の
困難を主体的に改善・克服するために必要な知識、
技能、態度および習慣を養うための指導を行いま
す。指導に当たっては、生徒一人一人の実態やね
らいに応じた課題を用意し、達成感を味わうこと
ができるように工夫しています。
□ 現場実習

働くことを知り、働くことを通して喜びや達成
感を味わうことができるよう、各学年で現場実習
を実施しています。第１学年は町内にある森林公
園や役場周辺の環境整備を行い、第２、３学年は
一般企業や福祉事業所で実際に働く体験をしてい
ます。特に第3学年の現場実習は、卒業後の進路
を見据えて実習先を選び、進路決定に向けて取り
組んでいます。

＊ 登校時間 ８：５５（月～金）
＊ 下校時間 １４：５５（月・火・木・金）／１３：３０（水）

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労～15名【就労移行支援、就労継続支援Ｂ型、生活介護】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導・課題学習

２ 体力つくり

３
作業
学習

作業
学習

課題
学習 作業

学習
作業
学習

４
特別
活動

日常生活の指導・給食

５
課題
学習

作業
学習

日生 音楽
美術
体育

課題
学習

６
日常生活
の指導

日常生活
の指導

日常生活
の指導

日常生活
の指導

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施
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職業学科、普通科を設置している知的障がいの特別支援学校

上川管内 北海道旭川高等支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒070-00５5 旭川市５条西５丁目
ＴＥＬ ０１６６－２９－５５７５
ＦＡＸ ０１６６－２９－５５７６
E-mail asahi-koushi-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.asahi-koushi.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

(校舎全景)

□ 学校教育目標
「 たくましく社会を生き抜く生徒を育てる 」

□ 校 訓
「しなやかな心」「やりぬく力」

□ 概 要
本校は平成28年に開校した、知的障がいのある生徒が在籍する高等支援学

校です。変化が激しく厳しい社会においても、自立した生活ができる生徒を
育てることを目標としています。将来社会に貢献する人材の育成を目指した
環境・流通サポート科、福祉サービス科、生産技術科と、専門学校等への進
学も視野に入れて各教科の学習を中心に取り組む普通科を設置しています。
生徒は公共交通機関等を利用して通学しています。

■特色ある教育活動

１ 社会的・職業的自立に向けたキャリア発達を支援する。【学びに向かう力・人間性等】
２ 社会や生活で生きて働く知識及び技能を育てる。【知識・技能】
３ 柔軟な思考力・善悪を誤らない判断力・豊かな表現力を育てる。【思考力・判断力・表現力】
４ 家庭、医療、福祉等と連携し、望ましい生活習慣及び社会性を養う。

【 環境・流通サポート科 】

清掃分野では、テーブルや窓などの拭き清掃、床の除塵、水拭き清掃、ポリッシャーを使用した床磨
き作業など、専門的な知識や技術を学び、校内清掃の学習を行います。

流通分野では、PCを使用した文書デザインや表計算、商品管理、流通の知識について学習します。

【 福祉サービス科 】
介護・家事援助分野では、移動介助、手浴・ハンドマッサージ、居宅清掃、被服の補修など、介護の

基礎的な知識、技術について学習します。
接客分野では、喫茶サービスに取り組み、基本的な礼節やコミュニケーションについて学習します。

【 生産技術科 】

木工製品の製作では、コースターやメジャースプーンなどコーヒーに関わる製品の製作、コーヒーを
教材とした授業では外部講師を招きオリジナルブレンドの焙煎やおいしい淹れ方の学習をしています。
園芸ではカボチャとさつまいもの栽培、管理の学習に取り組んでいます。

【 普通科 】

進学を含めた幅広い進路選択を想定し、国語や数学などの各教科の内容を中心に学習しています。職
業の授業では、インターンシップを計画的に行い、将来の職業自立のための実践的な力を身に付ける学
習をします。
※３年次には、希望する進路先に応じた選択グループで学習をします。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

環境・流通サポート科：高窓清掃 福祉サービス科：車いす介助 生産技術科：コーヒー焙煎

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

各教科の学習 セルフプロデュース（課題別） 現場実習・インターンシップ

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

□ セルフプロデュース（自立活動の指導）【共通】
～個別学習～

担当教諭と２週間に１回実施する個別面談で
は、生徒自身が描いた将来像の実現に必要な力
を考え、目標を設定しています。
～課題別学習～

障がいによる学習上又は生活上の困難さを
weak point、strong pointの双方の視点から
捉え、改善・克服するために必要な知識や技
能、態度及び習慣を養う学習を行います。

□ 他学科作業 【職業学科】
所属する学科以外の作業学習を週２時間行い

ます。様々な作業種を体験することで、作業経
験の拡大を図り、職種への適性を知るきっかけ
とします。

□ 基礎的・基本的な学力の定着 【共通】
入学当初に基礎学力を把握するテストを行

い、習熟度に応じて学習集団を編制します。定
期考査を実施し、生徒が学びの成果を確認でき
るようにしています。

□ 部活動
バスケットボール、陸上、卓球、総合運動、

パソコン、文化など、放課後に部活動を行って
います。種目によっては、障がい者スポーツ大
会や高文連、高体連の大会に参加しています。

＊ 登校時間 ８：２５（月～金）
＊ 下校時間 １５：３０（月～木）／１３：３５（金、水《隔週》）

【 職業学科 】

月 火 水 木 金

１ セルフプロデュース 国語 セルフプロデュース

２ 理科

作業
学習

情報

作業
学習

音楽

３ 作業
学習

数学/
保健体育

外国語

４ 保健体育 LHR

５ 国語 社会
作業
学習

家庭/
美術６ 数学 職業

【 普通科 】

月 火 水 木 金

１ セルフプロデュース 情報 セルフプロデュース

２ 外国語 数学 国語 社会 音楽

３ 国語 職業
美術/
保健体育

職業 社会

４ 理科 外国語 保健体育 数学 LHR

５
美術 家庭 家庭

音楽

６ 理科

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労 ２４名
□ 福祉的就労 7名 就労継続支援(Ａ型)０名 就労継続支援(Ｂ型)4名

就労移行支援 ３名
□ 進 学 0名
□ そ の 他 ０名(家事継承)
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

上川管内 北海道美深高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒098-2252 中川郡美深町字西町25番地
ＴＥＬ ０１６５６－２－２１５５
ＦＡＸ ０１６５６－２－２１５６
E-mail bifukakoutouyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.bifukakoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「社会的に自立できる、心身ともに健全な生徒を育成する。」

□ 校 訓
「強く 正しく 和やかに」

□ 概 要
本校は昭和59年に開校した知的障がいのある生徒を対象とした特別支援学校です。男子49名、女子

34名、計83名が在籍しています。知的障がいのある生徒の学習上の特性を踏まえ、実習や体力つくり
などの学習を通して、卒業後に自立し社会参加する力や「自分らしくより良く生きる力」を養うことを
目指した教育を行っています。寄宿舎では、集団生活を通して、社会生活に必要な力の定着を図ってい
ます。

■特色ある教育活動（設置学科：農業科 木工科 工業科 被服デザイン科 食品デザイン科）

自分らしくより良く生きる力の育成
美高養版：自立に繋がる三技能 ～働く力 生活する力 心を豊かにする力 ～

【 特設実習 】
所属する学科の実習だけでは得られない体験をしたり、同じ課題や目標をもった生徒が、互いに切磋

琢磨したりすることで、「働く力」を効果的に身に付けられるよう、学年や発達の段階に応じた学習集
団を編制した実習に取り組んでいます。
○ 他学科実習（第１学年）

所属する学科以外の実習に取り組むことで、様々な作業種を経験し、関心を高めます。また、自分
の能力を知り、仕事の適性を探るきっかけとすることを目的としています。

○ 課題別実習（第２学年）
同じ課題や目標をもった集団の中で実習に取り組むことで、新たな自己の課題を認識し、改善を図

り、目標の達成に向けて主体的に取り組むことを目的としています。
○ 進路先別実習（第３学年）

進路先及び職種に応じた実習に取り組むことで、卒業後の生活のイメージをもつことや現場実習及
び社会自立に向けた意欲の向上を図ることを目的としています。

【 体力つくり 】
自分自身の身体を理解することや社会自立に必要な体力（身体的・精神的）を身に付けることを目標

とし、グループ別に持久走やリズム運動、筋力トレーニングなどを行っています。

【 集中作業（除雪作業） 】
第１、２学年の生徒が１月と２月に３日間ずつ美深町内の高齢者住宅の除雪作業を行います。奉仕活

動を通して、勤労観や職業観を身に付けることを目的としています。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

自学科実習：野菜の収穫 ２学年現場実習：職場体験 進路先別実習：企業での実習

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

体育祭：長縄跳び 集中作業：除雪 体力つくり：４ｋｍ走

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

各教科の学習や実習、体力つくりを効果的に
配置した教育課程を編成しています。各教科の
学習では、習熟度別のグループを編制し、生徒
個々の実態や特性に応じた指導を行います。働
くために必要な知識や技術の習得とともに、体
力の向上にも力を入れています。

□ 自立活動の指導
全ての教育活動を通じて指導しています。学

校生活を通じて、コミュニケーション力や人間
関係を形成する力などを育みます。

□ 働く力の育成
実習（所属する学科の実習や特設実習、現場

実習など）を中心に、判断力や責任感、自己有
用感など、働くために必要な力を高める学習を
行います。

□ 生活する力の育成
各教科の学習を中心に、読み書きや計算、公

共施設の利用など、生活するために必要な力を
高める学習を行います。今年度から「情報科」
を設け、情報機器の操作や情報モラルの学習を
行います。

□ 心を豊かにする力の育成
道徳の授業を中心に、各教科（音楽、美術、

体育など）や体力つくりなど、生活を豊かにす
る学習を行います。

＊ 登校時間 ８：１５（月～金）
＊ 下校時間 １５：３５（月～木）／１３：４５（金）

【 木工科、工業科、被服デザイン科 】

月 火 水 木 金

１ 体力つくり 社会
体力

つくり
自学科
実習２

自学科
実習

数学

自学科
実習

他学科
実習

３

体育
４ 家庭 ＬＨＲ

５ 理科 情報 英語 美術

６ 音楽 国語 道徳
保健
/職業

【 農業科、食品デザイン科 】

月 火 水 木 金

１ 体力つくり 社会
体力

つくり

自学科
実習２

自学科
実習

数学

自学科
実習

他学科
実習

３ 美術

４
保健
/職業

音楽 ＬＨＲ

５ 理科 情報 英語

体育
６ 家庭 国語 道徳

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労 ～１２名【小売業、製造業、水産加工業など】
□ 福祉的就労（移行支援／就労継続B型／生活介護／自立訓練）～17名
□ そ の 他～ ０名

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

上川管内 北海道美深高等養護学校あいべつ校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■ 学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒078-1403 上川郡愛別町字南町27番地
ＴＥＬ ０１６５８－６－５８１１
ＦＡＸ ０１６５８－６－５８１２
E-mail aibetsukou-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.aibetsukou .hokkaido-c.ed.jp

■ 本校の概要

□ 学校教育目標

「自分らしく、よりよく生きる人を育てる」

□ 校 訓

「思考・実践」

□ 概 要

本校は平成26年に開校した知的障がいのある生徒を対象とした高等支援学校です。

各種製品の製造、清掃等の環境づくり、食堂サービスでの調理や接客などを組み合わせた学習を

通して、勤労体験を豊かにし、その意義について理解を深めるとともに、職業自立など社会自立に

必要な基礎的・基本的な能力を高め、実践的な態度を育てます。

■特色ある教育活動

自分らしく、よりよく生きる人を育てる

【 産業総合科 】
キャリア発達の視点に立ち、生徒一人一人の職業的自立に向け、課題を明らかにしながらその解決を

図ることができる指導に努めています。
作物の栽培や加工（食品乾燥）、食堂サービス（調理・接客・経営）、木工製品の製造、清掃、印刷

等の学習を行っています。系統的・継続的な学習や、体験を重視した学習を展開することで、生徒の自
立と社会参加を促します。

【 作業学習 】
食品、流通・サービス分野と栽培、加工、製作分野の２つに分け、第２学年までに両方の分野を学習

します。第３学年では、卒業後の進路等を踏まえ、どちらかの分野を選択し、学習します。選択に際し
ては、個別にキャリアカウンセリングを行い、生徒との面談を通して決定します。

【 あいべつ校デュアルシステム 】
愛別町をはじめ、近郊市町の企業等と連携し、校内での作業学習と並行して、企業での作業学習を行

います。第１学年は10月から２月までの５か月間、第２学年は６月から９月までの４か月間の毎週火
曜日に実施しています。取組の評価や課題等については、翌日に振り返る時間を設定するなど、次週の
企業での作業学習や校内での作業学習に生かします。

【 地域と連携した学習 】
町内のイベントに協力員として参加したり、町内施設の清掃や町営団地の除雪を行ったりするなど、

地域に根ざした教育活動に取り組んでいます。
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作業学習：清掃作業 作業学習：食堂サービスでの接客
（テイクアウト）

作業学習：木工作業

作業学習：食品乾燥作業 企業での作業学習：なめこの箱詰め 作業学習：除雪作業

【 産業総合科 】

月 火 水 木 金

SHR SHR

企
業
内
作
業
学
習

SHR SHR SHR

１ 音楽
体力

つくり
LHR

体力
つくり

体力
つくり

２ 数学
作
業
学
習

情報
職業/
家庭

社会

３
保健
体育

国語
作業
学習

作業
学習

４ 理科

５
作業
学習

作業
学習

国語
(特活)

書写

道徳
(国語)

６ SHR SHR

SHR SHR 部活動 SHR 部活動

■ 卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一般就労～１１名【小売りサービス業、木工、物流、土木、高齢者福祉施設、
病院、製菓、自動車整備、清掃】

□ 福祉就労～ ５名【就労移行支援事業所、就労継続支援B型事業所】

■第１学年生徒の週時程表

〇 水曜日の５校時は、月に１回、生徒会活動や
全校集会などの特別活動を行います。

○ 木曜日の午後は、第１学年が書写、第２学
年が美術を行います。

〇 第１学年は、10月から２月の４か月間、毎
週火曜日に、企業内作業学習として、町内の各
企業等で作業学習を行います。

■教育課程の特徴

□ あいべつ校デュアルシステム
「あいべつ校協力会」を設立し、愛別町の関

係機関と連携して、キャリア教育の推進に向け
て、学校と企業が両輪となって学習活動に取り
組みます。

□ 各教科の学習
新しい学習指導要領の趣旨を踏まえ、キャリ

ア発達の視点から、育成を目指す資質・能力を
明確にし、卒業後の生活に必要な力を身に付け
ることができるよう、「主体的・対話的で深い
学び」となる授業を行います。

□ 総合的な探究の時間
北海道鷹栖養護学校や北海道旭川農業高等学

校（R5は実施せず）との交流及び共同学習を
通して、自己や他者への理解を促し、相手を思
いやる気持ちや豊かな人間性を育みます。

また、あいべつ「きのこの里」フェスティバ
ルでは、協力員として参加し、業務を担当した
り、地域住民や来場者と交流を図ったりして、
共生社会の実現に向けた取組を推進します。

※ 登校時間 ８：２５（月～金）
※ 下校時間 １５：２０

□ 自立活動の指導
生徒それぞれの生活環境や障がいの程度、特性

等を見極め、給食を含めた全教育活動において自
立や社会参加に向けた指導を行います。
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

留萌管内 北海道小平高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■特色ある教育活動

【 現場実習 】
卒業後の「職業自立」と「社会自立」に必要な力を育成するため、生徒の適性を探り、将来の方

向性を定める指導を行っています。第１学年は、９月末に４日間（鬼鹿地区中心）、第２学年第Ⅰ
期は、５月末に４日間（小平町内、留萌市中心）、第２学年第Ⅱ期は、９月中旬に２週間（居住地
や進路希望地で）、第３学年（前提実習）は、９月に約１か月間の現場実習を行っています。実習
前には、実習に臨む意識を高めるため、決意発表会を行ったり、実習後には、自己の成長への気付
きを促し今後の課題を明らかにするため、報告会を行っています。

【 作業学習 】
卒業後の社会生活を見据え、仕事に対する意欲や態度、コミュニケーション力など、働く上で必

要な力の育成をねらいとして、現場実習と同様に教育課程の中心に位置付けています。
学習開始時に、全学科共通である『作業唱和』を行い、作業（仕事）への意識を高めています。

《 作業唱和 》

一、大きな声で挨拶・返事をする。 一、身だしなみを整える。 一、報告・連絡・相談を意識して作業する。

一、安全に気を付ける。 一、仲間と協力し、すすんで助け合う。 一、自分の仕事に責任をもつ。

一、丁寧にすばやく作業する。 一、製品の品質向上に努める。

第１学年は週９時間、第２、３学年は週10時間、在籍する学科での作業を行い、所属する学科以外
の作業や他学科との合同作業を通してコミュニケーション力を育成し、経験の幅を広げています。終
日作業や他の学科での作業では、普段の学習で培った働く力を「試す場・力を評価する場」であるこ
とを意識して取り組んでいます。

１ 「職業自立」と「社会自立」を目指すキャリア教育の充実と適切な進路指導を推進する。
２ 地域との連携や教育資源を活用した教育活動を推進する。
３ 寄宿舎生活等を通じ集団生活のルールやマナーを守り、豊かに生活する力を育成する

教育活動を推進する。

■本校の概要

□ 学校教育目標

□ 校 訓

□ 概 要
小平町鬼鹿地区に所在する本校は、「職業自立」と「社会自立」を目指し、地域に貢献する特

色ある教育活動を推進しています。卒業後の就労を通じた自己実現のため、３年間で身に付ける
力を次のように定めて教育活動に取り組んでいます。

１ 〈 学 力 〉 目標をもち、自ら学び、考え、選択し、判断できる生徒
２ 〈 働 く 力 〉 働く喜びを知り、進んで仕事に取り組む生徒
３ 〈 情 操 〉 他者を認め仲間と協力し、助け合って生活する生徒
４ 〈 コミュニケーション 〉 自分の気持ちや考えを人に伝えられる生徒
５ 〈 社会生活のきまり 〉 自らを律し社会のきまりやマナーを身に付ける生徒
６ 〈 丈夫な体と心 〉 健康な体と最後までやりぬく心をもった生徒
７ 〈 基本的生活習慣 〉 身の回りのことを自分で行う生徒

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒078-3442 留萌郡小平町字鬼鹿田代577番地２
ＴＥＬ ０１６４－５７－１２０３
ＦＡＸ ０１６４－５７－１２０４
E-mail onne@hokkaido-c.ed.jp
http://www.obirakoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp/

『夢・挑戦・未来』
～夢に向かって挑戦し

未来を切り拓く人を育てる～

『笑顔・助け合い・学び合い』
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■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

「職業自立」と「社会自立」を目指し、作業学
習や体力つくりを教育課程の中心に位置付けてい
ます。また、職業、生活科学などの学習では、３
年間の系統的な学習を通して、卒業後の社会生活
に必要な力を身に付けることができるよう、指導
計画を立てています。そして、全ての教育活動の
成果を実践する機会として現場実習を位置付け、
生徒が力を発揮して自信を積み重ね、希望する進
路へ自己実現できる教育活動を展開しています。

□ 体力つくり
職業生活や社会生活に必要な基礎的な体力を

養い、健康的な生活を送るための技能や習慣、
態度を身に付けること、集団規律を養うことを
目標にしています。

春季から秋季にかけては2.5kmの校外ランニ
ングを中心に、冬季はエアロビクス、筋力ト
レーニングを中心に取り組んでいます。また、
定期的に体力測定を実施しています。

□ 総合的な探究の学習
『小平町との関わり』を柱に、「地域を知ろ

う」「地域を発信しよう」「地域に貢献しよ
う」のテーマを学年ごとに設定し、地域資源を
活用した体験活動、情報発信、交流活動や地域
貢献活動を行っています。また、鬼鹿厳島神社
例大祭準備や鰊番屋見学などの活動を通じて、
地域の歴史や文化に触れ、関心を高め、主体的
に参加する姿勢や態度を育む教育を行っていま
す。

□ 自立活動の指導
各授業や学校生活全般を通じて、個々に設定

した自立活動の目標を達成できるよう、カリ
キュラムを組んで実施しております。

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続支援Ａ型含む）～３名【小売業、運送業、清掃業】
□ 福祉的就労 ～ ４名【就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型】

【 第１学年 】

月 火 水 木 金

１
全校朝会
委員会

生活科学
体力つくり

２ 国語

作業 作業

国語

作業３ 数学
生活科学

４ 総合

５ 音楽 生活科学 職業

保健体育

６ LHR 美術 数学

クリーニング科：窓クリーニング 窯業科：陶芸製品の製作

総合学習成果報告会

木工科：木工製品の製作

体力つくり：2.5km 校外ランニング 現場実習

＊登校時間 ８：３５（月～金）
＊下校時間 １５：３０（月～木）

１３：４０（金）＊毎週帰省
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

宗谷管内 北海道稚内養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒098-6642 稚内市声問５丁目23番７号
ＴＥＬ ０１６２－２６－２２９２
ＦＡＸ ０１６２－２６－２２９３
E-mail wakkanaiyougo-z1@hokkaido-c.ed.jp
http://www.wakkanaiyougo.hokkaido-c.ed.jp/

■本校の概要

□ 学校教育目標
「人々とかかわりながら、社会で役割を担う元気な人を育てる」

□ 重点目標
Society5.0時代における教育実践を創造する指導力向上と組織の再構築

□ 概 要
本校は昭和52年に小学部、中学部を設置した特別支援学校として開校し、平成10年に高等部が設置

されました。知的障がいを有する生徒のほか、他の障がいを併せ有する生徒も在籍しています。障がい
のある生徒の学習上の特性等を踏まえ、地域の教育資源を活用した学習を行うなど、卒業後の自立と社
会参加を目指した教育を行っています。寄宿舎では将来の生活を見据え、生活年齢や障がいの状況を考
慮した指導を行い、基本的生活習慣や社会性の定着を図っています。

■特色ある教育活動

高等部の教育目標
（１）社会生活に必要な知識、技能、態度を身に付け、自分の可能性を伸ばせる生徒
（２）地域の中で自分の力を発揮し、主体的に判断し行動できる生徒
（３）自分らしさを発揮しながら仕事や余暇活動に、積極的に取り組める生徒

【 稚内養護学校☆高等部フェスタ 】
保護者や地域の方に日常の学習の成果を発表する場として、「稚内養護学校☆高等部フェスタ」を

行っています。作業学習で取り組んだ木工製品や巾着などの製品展示・販売を行います。

【 作業学習 】
特設作業として、地元企業からの委託作業（ペットボトルの砂詰め）や道道の歩道緑地帯花壇整備な

どに取り組んでいます。縦割りのグループを編制し、上級生が下級生に取り組み方を教えるなど、生徒
同士が互いに協力し、学び合う場面を大切にしています。

【 総合的な探究の時間 】
進路や交流及び共同学習に関わる体験的な活動の機会を設けています。進路に関わる学習では、年２

回職場実習を実施しています。実際の職場で、働くことへの意識を高め、必要な作業能力やコミュニ
ケーション能力を身に付けます。

交流及び共同学習に関わる学習では、英語指導助手との交流をはじめ、高齢者施設や管内にある高等
学校との交流を行います。また、日本最南端にある特別支援学校（沖縄県立八重山特別支援学校）とＩ
ＣＴ機器を利用した交流などに取り組んでいます。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

高等部フェスタ 委託作業：ペットボトルの砂詰め 作業学習：緑地帯花壇整備

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

職場実習：調理作業 ALT交流 沖縄の特別支援学校との交流

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

国語、数学などの各教科の学習や自立活動を中
心に教育課程を編成し、知識や技能の習得、余暇
の拡大を図る指導を行っています。また、作業学
習や生活単元学習、総合的な探究の時間などで、
これまで身に付けた知識や態度を実践する機会を
設け、働く意味や喜びを知り、卒業後の社会生活
をより充実したものにすることを目指していま
す。

□ 教科の学習（国語、数学）
教科の学習を通して、社会生活で必要な「聞

く・話す」「読む」「書く」力を身に付けた
り、数量や単位の理解、金銭の扱いや時間の理
解を深めたりします。指導に当たっては、少人
数のグループを編制しています。

□ 日常生活の指導
卒業後に自分の力を発揮し、自立した生活を

送ることができるよう、日常生活に必要な動作
や習慣を身に付け、高めることをねらいとして
います。

□ 自立活動の指導
毎日１校時は、健康維持のための体力つくり

や、一人一人の身体の状態に応じて「健康の保
持」「身体の動き」などに取り組んでいます。

・作業学習では、木工と縫工の縦割りによる２グ
ループ編制で学習しています。

・国語、数学は学年を基本とした小グループ編
制、美術は２グループ編成で学習しています。

・音楽、保健体育は基本的に学部全員で学習して
います。

＊ 登校時間 ８：３５～ ８：４５（月～金）
＊ 下校時間 １４：５０～１５：００（月・火・木・金）

１４：００～１４：１０（水）

【 普通学級 】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導・自立活動

２ 数学 国語 数学 国語 数学

３ 作業 美術 作業 作業 作業

４ 作業 美術 ＨＲ 作業 作業

５ 日常生活の指導（給食）

６
保健
体育

音楽
日常
生活

保健
体育

音楽

７ 日常生活の指導 日常生活の指導

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労～１名【就労継続Ｂ型１名】
□ 福祉施設入所～２名【生活介護１名、就労継続B型グループホーム１名】
□ 福祉施設通所～２名【生活介護２名】

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施
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【知的障がい】
（オホーツク圏）
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

オホーツク管内 北海道北見支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：有

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒090-0807 北見市川東２２９番１
ＴＥＬ 0157-61-0047・61-0071
ＦＡＸ 0157-61-0047
E-mail kitamishien-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.kitamishien.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「一人一人の児童生徒が自立し、社会参加するための教育を目指す」

☆生活する力 ☆協力する力 ☆はたらく力 ☆とりくむ力

□ 概 要
本校は平成21年に前身の「北海道紋別養護学校きたみ学園分校」から、北海道北見支援学校とな

りました。知的障がいのある児童生徒を対象とした特別支援学校で、小学部から高等部まで10６
名の児童生徒が在籍し、そのうち高等部には現在40名の生徒が在籍しています。知的障がいのあ
る児童生徒の学習上の特性等を踏まえ、日常生活の指導や生活単元学習、作業学習を中心に、体力
づくりや進路学習、交流及び共同学習などの学習に取り組み、卒業後の自立と社会参加を目指し、
「生活する力、協力する力、はたらく力、とりくむ力」を養う教育を行っています。

■特色ある教育活動

高等部の重点教育目標
「青年期における心と身体の調和を保つ生徒を育てる。」
「地域の中で共に生きていける生徒を育てる。」
「自ら学び、働く意欲のある生徒を育てる。」
「生活を通して生きがいや楽しみを感じる生徒を育てる。」

【 総合的な探究の時間 】
進路学習、近隣高校との交流及び共同学習、外国語指導助手（ALT）との学習、学校周辺の清掃活動

に取り組んでいます。
進路学習の主な活動内容は、進路先見学、学んだ内容をグループごとに壁新聞にまとめて学び合う壁

新聞交流、進路面談、ようこそ先輩、進路先合同説明会、現場実習、現場実習報告会等です。進路希望
調査を踏まえ、希望に応じてグループを編制し、３年間で、生徒が自分の進路について繰り返し探究し、
進路決定ができるよう学習に取り組んでいます。

【 特別活動 】
LHRでは、学級菜園作りや学級レクなどの学級単位で行われる学習活動を通して、協力したり、友

情を深めたしながら、過ごしやすい居場所作りにつながる取り組みを行っています。また、リーダー
選挙では、選挙権についてや、選挙方法を学習しながら、実際に選挙を行い高等部リーダーや副リー
ダーを選出しています。

【 道徳 】
「高等部集会」で道徳目標を確認した後、学年または学級でより具体的に場面や状況にあった行動な

どを学んでいます。生徒が自分自身の行動を振り返ったり、友達の良い行動を評価したりする学習に取
り組んでいます。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

生活単元学習：新入生歓迎会 総合的な探究の時間：ボランティア清掃 数学：数の合成

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

作業学習：木工班 自立活動：身体の動きを感じよう 作業学習：リサイクル班

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

生徒の実態に合わせ、日常生活の指導、生活単
元学習、作業学習を中心に、体育、音楽、美術な
どの教科の学習や道徳、特別活動、自立活動、総
合的な探究の時間を適切に配置し、関連付けなが
ら、教育課程を編成しています。卒業後に社会自
立・社会参加する上で必要とされる力が育まれる
よう教育活動を展開しています。

□ 作業学習
働くこと・作ること・育てることを喜び、主

体的に取り組む態度を育てることを目標とし、
「木工」「縫工」「グローバルワーク」「クラ
フト」「手工芸」「リサイクル」の作業に取り
組みます。

□ 国語、数学
今年度の国語と数学で、各学級単位で生徒そ

れぞれの実態に応じた学習を行っています。

□ 自立活動の指導
自立と社会参加を目指し、生徒一人一人の障

がいの状態や発達の段階、特性等を踏まえた学
習課題を設定しています。また、生徒の実態に
応じて、重複学級の中に「自立活動を中心とす
る教育課程」を設定し、より個に応じた指導を
進めています。

＊ 登校時間 ８：４５（月～金）
＊ 下校時間 １４：１5（月・木）／１５：０5（火・水）／１３：２5（金）

【 普通学級・重複学級（一部） 】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導

２

体育
（体力つくり） 道

徳

体育
(体力つくり)

生活単
元学習

国語／数学 国語／数学

３

体育
生活単
元学習

作業
学習

作業
学習 音楽

４

５ ＬＨＲ 作業
学習
／

総合

美術

道
徳

自
活

日生

６ 日生 日生

７ 日常生活の指導

■卒業後の主な進路先について（令和4年度実績）

□ 一 般 就 労～ １名
□ 福祉的就労～ １６名【就労継続支援Ｂ型５名、生活介護１０名、施設入所1名】
□ そ の 他～ １名
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

オホーツク管内 北海道紋別養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒094-0021 紋別市大山町３丁目14番地
ＴＥＬ ０１５８－２３－９２７５
ＦＡＸ ０１５８－２３－９２７５
E-mail monyo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.monyo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要
□ 学校教育目標

社会参加に向け、一人一人の児童生徒が豊かに生活する力を育てる

【 育てたい資質・能力 】
・身の回りのことや自分の役割に取り組む （生活習慣）
・興味関心を広げ、自ら学習する （基礎学力）
・心身ともにたくましく健康な身体づくりに励む（運動習慣）
・自分や相手のよさに気付き、集団で活動する （自己表現・自己理解）

□ 校 訓
「明朗」「協調」「強健」「勤労」

□ 概 要
本校は昭和60年に開校した知的障がいのある生徒を対象とした特別支援学校です。知的障がいのあ

る生徒の学習上の特性等を踏まえ、地域の教育資源を積極的に活用した体験活動を通して、卒業後の自
立と社会参加を目指し、「生活習慣」「基礎学力」「運動習慣」「自己表現・自己理解」に関わる資
質・能力を養うための教育を行っています。寄宿舎では、「身辺処理」「人とのかかわり」「集団生活
での役割」を柱に、基本的生活習慣の定着や社会性の育成を図っています。

■特色ある教育活動

＜高等部の学部目標＞
『地域社会の中で他者と協働し、自ら考え、充実した生活を送ることができる力を養う』
（１）日常生活における望ましい生活習慣の形成を図るとともに、生活に見通しをもち、主体的に

活動する力を養う。 ＜生活習慣＞
（２）社会生活を営む上で必要な知識、技能、態度を身に付け、現在及び将来の生活が自立的で豊

かにする力を養う。 ＜基礎学力＞
（３）適切な運動経験を通して、運動の習慣化を図るとともに、生涯にわたって継続して運動に親

しむ資質や能力を育む。 ＜運動習慣＞
（４）自己の適正や課題を知り、集団の一員として協力しながら活動を遂行する力を養う。

＜自己表現・自己理解＞

【 少人数のよさを生かしたきめ細やかな教育 】
個別の指導計画に基づき、生徒の実態や学習内容を踏まえ、目標達成に向けて適切な学習集団を編制

し、一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細やかな指導を行います。

【 地域の教育資源を活用した学習 】
地域や地元企業と連携し、委託された製品を作成する作業活動を通して、将来の社会参加につながる

基礎的・基本的な知識や技能、態度を身に付けます。

【 文化芸術活動の充実 】
音楽や演劇等の鑑賞活動、美術作品や陶芸作品の制作・体験活動などを通して、生徒の興味・関心や

経験の幅を広げ、将来の有意義な余暇活動の充実につなげます。

【 寄宿舎と連携した学習 】
学校生活と寄宿舎生活を通して、基本的生活習慣や社会性、健康で安全に生活する力の育成を目指し

ています。生徒の実態に応じて、学校と寄宿舎が課題を共有した日常生活の指導や自立活動に取り組ん
でいます。
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（学習の様子２） （学習の様子３）

生活単元学習：買い物学習 作業学習：縫工作業 総合的な探究の時間：
外国語指導助手との交流

（学習の様子４） （学習の様子５）

保健体育：水泳 美術：陶芸作品 現場実習：調理・パンつくり

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

日常生活の指導や生活単元学習、作業学習を中
心的な学習に位置付け、生活に結び付く内容を学
ぶ国語、数学などの教科の学習、総合的な探究の
時間、特別活動によって教育課程を編成していま
す。また、生徒のよさや課題を踏まえた自立活動
の指導を行います。道徳教育では、自立心や自律
性、思いやりの心が育まれるよう、教育活動全体
を通して指導します。

□ 生活単元学習
生活年齢にふさわしい家庭生活や社会生活、

人間関係の形成、集団参加に必要な知識や技
能、社会性が身に付くよう指導しています。

□ 作業学習
紙工や染物、環境整備などの作業活動を通し

て、社会参加につながる基礎的・基本的な知識
や技能、態度が身に付くよう指導しています。

□ 自立活動の指導
気持ちの安定を図るため、生活や活動の見通

しを視覚的に確認したり、自分で落ち着ける方
法を活用したりする力を身に付けるとともに、
それらを生かし、教科の学習の目標に向かって
自ら取り組むことができるよう指導しています。

□ 現場実習
生徒の実態に応じて、卒業後の生活や就労の

体験を行い、自己決定に向け選択肢を広げてい
ます。
・第１学年：校内実習
・第２学年：紋別市内の事業所
・第３学年：卒業後利用予定の福祉サービス

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導

２ 保健体育（体力つくり）

３ 日常生活の指導

４ 国語／数学

５
作業
学習

生活単元
学習

作業
学習

生活単元
学習

／美術

作業
学習

６

７
生活単元

学習
音楽 ＳＨＲ

保健
体育

ＳＨＲ

８ ＳＨＲ ＳＨＲ

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労～５名【生活介護】

※ 登校時間 ８：３０（月～金）
※ 下校時間 １４：５５（月・火・木）

１４：００（水・金）

※「総合的な探究の時間」は特定の期間に行う。
「道徳」は教育活動全体を通じて行う。

【 普通学級 】
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普通科を設置している知的障がいの特別支援学校

オホーツク管内 北海道紋別養護学校ひまわり学園分校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒０９９-０６２２ 紋別郡遠軽町生田原安国３０２番地２
ＴＥＬ ０１５８－４６－２１７１
ＦＡＸ ０１５８－４６－２１７１
E-mail monbetsuyougohimawari-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.monbetsuyougohimawari.hokkaido-c.ed.jp

※ 原則として中学部から在籍している方を対象とした特別支援学校です。

■本校の概要

□ 学校教育目標
「社会参加に向け、一人一人の児童生徒が豊かに生活する力を育てる」

□ 校 訓
「明朗 協調 強健 勤労」

□ 概 要
本校は障がい児入所施設「ひまわり学園」に入所している学齢児の就学を保障する目的で昭和54年

に開校した、知的障がいのある生徒を対象とした特別支援学校です。
高等部は平成12年に設置されました。生徒の様々な障がいの特性に応じて教育課程を編成し、高等

部における学習の充実（現在）と卒業後の生活の充実（将来）を目指し、教育を行っています。

■特色ある教育活動

高等部の教育目標
○ 身辺自立の向上を図るとともに、集団の中で自分の役割に取り組む生徒 【生活習慣】
○ これまで培ってきた知識を深め、主体的に学習する生徒 【基礎学力】
○ 明るく健康に生活できる身体づくりに努める生徒 【運動習慣】
○ 自分や友達の良さを見つけ、互いに助け合う生徒 【自己表現・自己理解】

【 生徒一人一人の課題に応じた学習 】
国語では漢字や平仮名などの読み書きや物語の読解など、数学では数・形の学習や簡単な計算、お金

を使った学習など、生徒の課題に合わせた学習を毎日行っています。また、生徒が自分の力で課題に取
り組むことをねらいとした自立課題に取り組んでいます。

【 進路学習・現場実習 】
社会で働くことや卒業後の生活について見通しをもつため、また、作業学習等で身に付けた力を実際

の職場や福祉事業所で発揮する機会として、現場実習を行っています。現場実習を通して、職場や施設
の雰囲気に触れ、卒業後の進路選択の幅を広げたり、社会で働くために必要な知識や技能、態度を学び
ます。

【 交流及び共同学習等、地域資源を生かした体験的な学習の充実 】
卒業後の生活を見据え、地域社会や人との関わりを広げるために、地域の成人施設利用者との交流や

高校生との交流及び共同学習を行っています。また、地域の公共施設の利用や福祉事業所の体験利用、
環境美化活動として、地域の施設や駅の清掃活動など地域資源を有効に活用した教育活動を行っていま
す。さらに、被災地の福島を元気づけるため、ひまわりを栽培して種を送り届ける「ひまわりプロジェ
クト」の活動に参加しています。

95



体つくり：サーキット 現場実習 作業学習：封筒づくり

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

音 楽：器楽演奏 生活単元学習：夏祭り準備 保健体育：ティーボール

■第１学年生徒の週時程表

【普通学級（重複学級）】

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施
※１ヶ月の最初の週の月曜１時間目は「全校朝会」、最後

の週の月曜１時間目は「児童生徒会活動」を行います。

□ 作業学習
生徒一人一人の実態や進路希望等を考慮して、

個々の力が発揮できる学習に取り組んでいます。
・普通学級：継続して働く力の育成を目指して

います。
主な学習内容…校内の清掃、紙工など

・重複学級：道具の扱い方や手順を覚え、一人
で取り組む力を培っています。

主な学習内容…校内の清掃、農耕など

■教育課程の特徴

作業学習、生活単元学習、日常生活の指導を中
心的な学習に据え、生徒の教育的ニーズに基づい
た自立活動の指導を適切に関連付けて、教育課程
を編成しています。また、社会生活を送る上で必
要な内容を学ぶ国語や数学などの教科の学習、総
合的な探究の時間、特別活動の学習を行っていま
す。道徳については、他の学習と関連付けながら
教育活動全体を通して行っています。

□ 生活単元学習
現在の生活や将来の生活を題材に、生活に必

要な知識や技能を習得することを目指していま
す。主に校外学習や宿泊研修、見学旅行等の事
前・事後学習のほか、職業と家庭的な内容（情
報、調理）、社会科的な内容（選挙制度等）、
理科的な内容（各種実験等）などを学習してい
ます。

□ 自立活動の指導
体力の向上や社会性の育成を目指し、火曜日

から金曜日の１時間目に自立活動の指導を位置
付け、健康の保持をテーマにストレッチ、ラン
ニング、アスレチックサーキットなどを行って
います。その他の自立活動の授業では、個別の
目標や生徒の課題に応じて、他者とのかかわり
やコミュニケーションを高める学習の一環とし
て、ソーシャルスキルトレーニングやロールプ
レイなどの活動に取り組んでいます。

＊ 登校時間 ８：３０（月～金）
＊ 下校時間 １４：０５（月）／１５：００（火・木・金）／１３：１５（水）

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□その他～２名

月 火 水 木 金

日常生活の指導

１ 自立活動

２ 国語・数学／自立活動（自立活動）

３ 作業学習
生活単
元学習

HR
活動

音楽

４ 作業学習（自立活動） 保健体育

５ 保健体育 自立活動 作業学習
生活単
元学習

６ 音楽 作業学習
（自立活動）
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職業学科を設置している知的障がいの高等特別支援学校

オホーツク管内 北海道紋別高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒099-5172 紋別市渚滑町元新1丁目152番地1号
ＴＥＬ ０１５８ー２４ー１１２０
ＦＡＸ ０１５８ー２４ー１１２１
E-mail monbetsukoutouyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.monbetsukoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標 「明日の社会に貢献し 心豊かにたくましく
そして しなやかに生きる人間を育成する」

□ 校 訓 「明朗・誠実・全力」

□ 概 要
本校は平成９年に開校した知的障がいのある生徒を対象とした特別支援学校です。知的障がいのある

生徒が学校生活や社会生活を送る中で職業自立・社会自立を目指した教育を行っています。管内の農林
水産系の企業や高齢者福祉施設等、地域資源を活用しながら、積極的に現場実習や交流学習などの学習
活動を取り入れています。寄宿舎では、基本的生活習慣や集団生活におけるルールやマナーの定着を
図っています。

■ 特色ある教育活動

学校教育目標
「明日の社会に貢献し 心豊かにたくましく そして しなやかに生きる人間を育成する」

【 職業学科と普通科について 】
職業学科では、各学科の作業学習を中心に学び、将来の職業自立に必要な基礎的・基本的な能力を高

め、実践的な態度を育てます。
普通科では、知的障害特別支援学校における各教科の学習内容を発展的に学び、将来の家庭生活や社会

生活、また、職業生活に必要な基礎的・基本的な能力を高めます。
【 園 芸 科 】

野菜及び草花の栽培などの学習を通して、勤労の体験を豊かにし、その意義を理解させるとともに、職
業自立など社会自立に必要な基礎的・基本的な能力及びしなやかに生きる力を高め、実践的な態度を育て
る実習をします。
【 窯 業 科 】

セラミック製品の製造などを通して勤労の体験を豊かにし、その意義の理解を深めるとともに、職業自
立に必要な基礎的・基本的な能力を高め、実践的な態度を育てる学習をします。
【 木 工 科 】

木材等を主原料とする製品の製造等を通して勤労の体験を豊かにし、その意義の理解を深めるととも
に、職業自立や社会自立に必要な基礎的・基本的な能力を高め、実践的な態度を育てる学習をします。
【 家庭総合科 】

縫工・羊毛・喫茶サービスなどを通して、生活に関連する職業の意義と役割の理解を深めるとともに、
職業に必要な能力と実践的な態度を育成する実習をします。
【 普 通 科 】

教科等で学んだことを他の教科等で活用したり関連付けたりする学習を通して、将来の職業自立など社
会自立に必要な基礎的・基本的な知識や技能を高めます。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

園芸科：作業学習 窯業科：作業学習 木工科：作業学習

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

家庭総合科：作業学習 普通科：職業 現場実習

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

【職業学科】
作業学習を教育課程の中核に据えて、より職

業生活に必要な能力を高める教育課程を編成し
ています。作業学習を通じて、仕事をする上で
必要な知識・技能・態度や習慣を培うことをね
らいとし、所属する学科の実習を主に３年間履修
します。教科別の指導も各学科で行っています。

【普通科】
教科別の指導を教育課程の中核に据えて、幅

広く学習し、社会生活に必要な能力を高める教
育課程を編成しています。また、職業を通じ
て、仕事をする上で求められる基礎的な知識・
技能・態度を学びます。

□ 現場実習（各科共通）
全教育課程を通じて身に付けた力を確認する

場として実施しています。自己の在り方や生き
方を考え、主体的に進路選択や卒業後の生活に
利用できる内容を指導します。

現場実習期間：１学年１週間（年２回）
２学年２週間（年２回）
３学年１週間（年１回）

５週間（年１回）
□ 教科別の学習

各教科の学習を通して、卒業後の生活に必要
な力を習得するため、実生活に即した内容を中
心に学習します。

□ 自立活動の指導
自己の課題に気付き、その課題克服に向け、

自己理解・他者理解を深め、将来にわたって生
きる力を身に付けられるよう、各教科との連携
を図り、全教育活動を通じて指導します。

【園芸科】

月 火 水 木 金

１
総合的な
学習の時間
(委員会)

作業学習

保健体育 情報

作業学習
２ 数学

作業学習

家庭

３ 音楽

保健体育

４ 保健体育 国語

５ 外国語 国語

美術

自立生活 ＬＨＲ

６ 理科 保健体育 数学

【普通科】

月 火 水 木 金

１
総合的な
学習の時間
(委員会)

理科 保健体育 家庭

美術

２ 数学

職業 職業

社会

３ 国語

保健体育

情報

４ 保健体育 国語

５ 社会 国語 音楽 自立生活 ＬＨＲ

６ 外国語 保健体育 数学 数学

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 就職（就労継続支援Ａ型含む）22名
【○飲食業５名、〇製造業７名、○クリーニング業１名、〇小売業４名、○清掃業２名、○その他３名】

□ 福祉的就労（移行支援／就労継続Ｂ型）４名
□ 在宅または縁故就職２名

＊ 登校時間 8：35（月・火・水・木・金）
＊ 下校時間 15：35（月・火・水・木）／14：25（金）
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【知的障がい】
（十勝圏）
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普通科のみ設置している知的障がいの特別支援学校

十勝
管内 北海道帯広養護学校

寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒080-2475 帯広市西25条南２丁目7-3
T E L ０１５５－３７－６７７３
F A X ０１５５－３７－３６４９
E-mail obihiroyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.obihiroyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標

「明るく、豊かに、たくましく、自ら考え、社会に生きる人を育てる」

□ 目指す児童生徒の姿

〇学んだことを生活に活かせる児童生徒

〇自分の言葉で理解、表出できる児童生徒

〇自分で考え、やりたいと思える児童生徒

□ 概 要
本校は昭和53年に小学部、中学部が開校し、平成10年には高等部が開設された知的障がいのある生徒

を対象とした特別支援学校です。近年、児童生徒の増加に加え、医療的ケアが必要な児童生徒や盲・聾学
校からの入学等、障がいの多様化、重度・重複化が進んでおり、生徒の実態は多種多様になってきていま
す。本校高等部では卒業後の自立と社会参加を目指し、知的障がいのある生徒の学習上の特性等を踏まえ
た指導を行っています。また、生徒一人一人が自分のもっている力や個性を発揮することで、日々の充実
感や自分が社会にとって役立っていることを感じ取り、社会生活に積極的に関わろうとする力を養いま
す。寄宿舎では、家庭が遠隔地の生徒が一緒に生活しており、一人一人の生活課題に応じた生活力の育成
を目指して定着を図っています。

■ 特色ある教育活動

【 現場実習 】

現場実習は、社会資源を活用した体験活動であり、社会生活につながる効果的な学習です。
６月に１週間、９月に２週間（就職希望者は４～６週間）の年間計３週間を計画しています。
また、入学時から卒業後の生活・進路への具体的な見通しをもてるよう、進路学習と結び付け

て施設見学を実施しています。

□ 高等部の教育目標
～ 地域社会の一員として充実した生活を送るために必要な力の育成を図る ～
「卒業後豊かな生活を送ることができるために、施設や地域社会で求められる力の育成」を

教育方針としています。「今のこの指導は、生徒の将来にどう役立つのか」、「今のこの指導
は、生徒の現在の生活をどう豊かにするのか」を考え、指導しています。

卒業後の豊かな生活は、現在の小さな「できた」の延長線上にあります。小学部(小学校)・
中学部(中学校)での積み重ねをさらに深化させ、青年期における「今の充実」と「将来の充
実」に努めています。
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高等部祭 現場実習：清掃 ALT交流

生徒会活動 現場実習：陶芸 作業学習

■第１学年の週時程表 ■教育課程の特徴

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労（移行支援／就労継続Ｂ型／生活介護／自立訓練）～１９名

＊登校時間
８：４５（月・火・水・木・金）

＊下校時間
１４：４５（月・火・木）
１３：１５（水）
１３：５５（金）

作業学習や生活単元学習、日常生活の指導を中心に据え、
国語や数学などの教科の学習、総合的な探究の時間、自立活
動等を適切に配置し、教育課程を編成しています。卒業後の
家庭生活、社会生活、職業生活に結び付く知識・技能や自ら
考え表現する力、新しいことにも意欲的に取り組む力を付ける
べく教育活動を展開しています。

また、国語、数学、作業学習、自立活動を選択できるよう
にすることにより、生徒一人一人の教育的ニーズに応じた授
業を行っています。

各学習の指導体制については、学年を中心に検討し、生
徒の実態、単元、題材等を考慮しながら必要に応じて学年の
枠を越えたグループ編制を行うなど柔軟に設定しています。

□ 作業学習
作業活動を中心に据えて、働く意欲を培い、将来の社会

生活や職業生活、自立に必要な知識や技能、態度及び習慣
などを身に付ける学習を行います。第２、３学年は、終日
作業学習を行う曜日を設定しています。

※ 授業時数：第１学年 週２又は４時間
第２、３学年 週２､４､６時間

※ 現場実習（１期：１週間、２期：２週間）

□ 自立活動の指導
自立活動では、生徒それぞれの学習上や生活上の課題に

ついて、得意なことや好きなことを生かしながら解決を
図っていく学習を行っています。本校では、生徒の実態に
応じて自立活動の時間を柔軟に設定することができ、卒業
後の自立した社会生活を見据えながら、生徒それぞれに
とって必要な力を見定めながら、指導を展開しています。

□ 生徒会活動
より良い学校生活を主体的に築こうとする自治的能力を

育成し、責任感をもたせることを目指しています。地域の
大人や社会との関わりを深める社会貢献活動を月に１時間
程度設定しています。

月 火 水 木 金

1

2

3
国語／

自立活動
音楽

4
数学／

自立活動
美術

5
日常生活
の指導

ＬＨＲ
（生徒会
活動）

6
日常生活
の指導

7
日常生活
の指導

日常生活
の指導

日常生活
の指導

日常生活の指導

自立活動

作業学習
／

自立活動
作業学習

生活単元
学習

生活単元
学習

体育
総合的な
探究の
時間
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

十勝管内 北海道新得高等支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒081-0032 上川郡新得町西２条南７丁目２
ＴＥＬ ０１５６－６４－２０２０
ＦＡＸ ０１５６－６４－２０２１
E-mail shintoku2016-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.shintoku2016.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「自ら学び 共に高め 豊かな『生きる力』を育てる」

□ 校 訓
「自主」「協働」「自省」

□ 概 要
本校は平成28年に開校した知的障がいのある生徒を

対象とした特別支援学校です。木工科、家庭総合科の２
学科を設置しています。知的障がいのある生徒の学習上
の特性等を踏まえ、新得町の豊かな地域資源を活用した
作業学習などの学習を通して、「生徒一人一人の『生き
る力』」を養う教育を行っています。

■特色ある教育活動

【 木工科 】
木工科では、スツールやベンチ、レーザー加工機によるネームプレートなど、木工製品の製作を中心

とした学習活動を行っています。

【 家庭総合科 】
家庭総合科では、縫工作業、製菓、コーヒーの焙煎などを中心とした学習活動を行っています。

【 校外作業学習 】
第１学年は９月に1週間、第２学年は６月に１週間、新得町内の企業等にご協力いただき、地域社会

の中で実際に体験しながら「働く」ことを学びます。リゾート施設や福祉施設、新得町役場、公民館な
ど、新得町内の企業や施設等で学習を行います。

【 さくらプロジェクト 】
本校の生徒が、町内の新入学児童に向けて木製椅子や給食セット（エプロン・三角巾）等の製品を製

作し、入学記念品として贈呈します。この取り組みは新得町と共同で行う社会貢献事業です。働く意義
を理解し地域に貢献する態度を養うとともに、自己有用感、自己肯定感を育てることを目的としていま
す。

【 ＩＣＴ機器の活用 】
パソコンやタブレットなどのＩＣＴ機器を積極的に活用した授業を実践し、効果的な学習活動を展開

しています。
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木工科：木材加工 家庭総合科：縫製作業 家庭総合科：製菓作業

校外作業学習 さくらプロジェクト椅子の贈呈 ＩＣＴ機器を活用した学習

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

国語や数学などの各教科の学習を中心に教育
課程を編成しています。また、作業学習では、
働く力を身に付けることを目的に、所属する学
科の作業学習や、校外での作業学習を実施して
います。

□ 自立活動の指導
教育活動全体を通して自立活動の指導を行うと

ともに、自立活動を時間割に位置付けて指導を
行っています。

□ 選択授業
国語、数学、理科、社会、外国語、情報、家

庭、保健体育、音楽、美術の教科から興味のあ
る授業を選択し、主体的に学習に取り組む機会
を設定しています。

□ 保健体育
金曜日３校時の授業の他に、１校時に体力向

上を目的として、継続的に運動する時間を設定
しています。

※保健体育は各学年で行う１単位の授業の他に、
月～水と金に行う全学年合同の授業がありま
す。

※保＝保健体育 自＝自立活動の指導
※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施

＊ 登校時間 ８：３０（月～金）
＊ 下校時間 １５：０５（月～金）

【第１学年木工科】

月 火 水 木 金

１ 保/自 保/自 保/自

作業学習

保/自

２ 外国語

作業学習 作業学習

国語

３ 社会 保健体育

４ 情報 音楽

５ 数学
作業学習 美術

職業 LHR

６ 選択 理科 総合

【第１学年家庭総合科】

月 火 水 木 金

１ 保/自 保/自 保/自

作業学習

保/自

２ 外国語

作業学習 作業学習

国語

３ 社会 保健体育

４ 情報 音楽

５ 数学
作業学習 家庭

職業 LHR

６ 選択 理科 総合

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続Ａ型含む）～４名【運送業、食品製造業、調理補助】
□ 福祉的就労～４名【就労移行、就労継続B型】
□ その他～１名 【町内授産施設】
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職業学科、普通科を設置している知的障がいの特別支援学校

十勝管内 北海道中札内高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□学校W e bページ
□ 学 校 ツ イ ッ タ ー

〒089-1345 河西郡中札内村東５条南１丁目８番地
ＴＥＬ ０１５５－６８－３２６６
ＦＡＸ ０１５５－６７－２０７７
E-mail nakakoyo@hokkaido-c.ed.jp
http://www.nakasatsunaikoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp
https://twitter.com/nakakouyou_1

■本校の概要

□ 学校教育目標
「心豊かに生きる力を育てる」

□ 校 訓
「 仲よく 」「 明るく 」「 たくましく 」

□ 概 要
本校は昭和58年に開校した高等養護学校です。知的障がいのあ

る生徒が学校生活や社会の中で健康的に、互いを尊重し合い、主体
的に生活し、意欲的に働く力を養うことを目指し、学習に取り組ん
でいます。職業学科５学科と普通科を設置しています。

寄宿舎を併設しており、居住地が遠隔などの理由により通学困難
な生徒は入舎することができます。寄宿舎では基本的生活習慣の確
立を目指し、集団生活のルールを守り生活しています。

■特色ある教育活動

【 農業科 】
野菜、花、菌生しいたけの栽培や管理、校内外での販売活動に取り組みます。冬期には、乾燥野菜の

製造及びドライフラワー製品の製作に取り組みます。各作業を通して体力の向上を図り、共同作業や分
担作業を通して協調性などを身に付けます。

【 木工科 】
材料取りから切削（機械操作）、研磨、組立て、塗装を行い、木べら、木のおもちゃ、椅子などの製

品づくりに取り組みます。また、木材の種類や特徴などについて学習します。共同作業や分担作業を通
して協調性などを身に付け、機械操作を通して安全への配慮などについて学びます。

【 窯業科 】
粘土を使用し、機械ろくろやよりづくり、板づくりなど、様々な方法で、皿や茶碗、コーヒーカップ

などの製品づくりに取り組みます。また、校内外での販売活動や受注製作にも積極的に取り組みます。
各作業を通して集中力の向上を図り、共同作業や分担作業を通して協調性などを身に付けます。

【 工業科 】
コンクリートの打ち込み、型枠掃除、製品管理、歩道平板の敷設などを行い、歩道平板や民地仕切り

石などの製造に取り組みます。また、降雪期には、真鍮や銅などを使った表札やキーホルダーなどの金
属工芸に取り組みます。各作業を通して体力の向上を図り、共同作業や安全作業などを通して協調性な
どを身に付けます。

【 家庭総合科 】
縫製作業とビルクリーニング（住居の清掃）作業に取り組みます。縫製作業ではミシンを使用した製

作を中心に行い、校内外の販売活動や受注製作に取り組みます。ビルクリーニング作業では、窓ガラス
清掃等に取り組みます。各作業を通して集中力の向上を図り、共同作業や安全作業などを通して協調性
などを身に付けます。

【 普通科 】
国語や数学などの各教科等の学習を中心に、幅広い知識や技能の習得を目指します。また、職業の授

業では、自己選択をしながら幅広い職業体験等を行い、自らの進路を考え、決定する力を育てます。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

農業科：花の栽培 木工科：丸のこ盤での加工 工業科：コンクリート作業

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

窯業科：成型作業 家庭総合科：ビルクリーニング作業 普通科：施設の清掃（職業）

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

□ 作業学習（職業学科）
職業自立に必要な基礎的な知識や技能、態度

及び習慣を身に付けることをねらいとし、所属
する学科の作業内容を３年間学習します。

□ 生活単元学習（職業学科）
暮らしに関すること、命と健康に関するこ

と、性に関すること、日本と世界に関するこ
と、学校行事に関することなどを中心に、社会
自立するために必要な、目標を達成したり課題
を解決したりできる力を身に付けることを目指
して学習します。

□ 総合的な探究の時間（全学科）
現場実習に関わる進路学習や他校との交流学

習、地域連携学習に取り組みます。
地域の方々との体験活動である地域連携学習

を通して、生徒が自己の在り方や生き方、卒業
後の生活を考え、主体的に進路選択できる力を
身に付けます。

□ 職業（普通科）
将来の職業自立を目指し、自ら学ぶ内容を選

択しながら、校内での実習や企業等での現場実
習などの幅広い職業体験を通して、働くことに
ついて学習します。

＊ 登校時間 ８：３０（月～金）
＊ 下校時間 １５：２０（月・火・木）／１４：１５（水）／１４：２０（金）

月 火 水 木 金

職業
学科

普通
科

職業
学科

普通
科

職業
学科

普通
科

職業
学科

普通
科

職業
学科

普通
科

１ 体力つくり 音楽/
美術/

保健体育

体力つくり

２ 国語/数学

作業
学習

職業

国語/数学

作業
学習

職業３
作業
学習

職業
生活
単元
学習

社会 生活
単元
学習

家庭
/

外国
語・
情報

４ 理科

５
作業
学習

職業
音楽/
美術/

保健体育

全校集会/
生徒会 音楽/

美術/
保健体育

ＬＨＲ

６

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一般就労（就労継続A型含む）～16名【製造業、小売業、塗装業など】
□ 福祉的就労～22名【移行支援事業所、就労継続A型・B型、自立訓練】
□ 進学～1名【道立高等技術専門学院】
□ その他～０名

□ 自立活動の指導
本校では、生徒の障がいの状態や発達の程度に

応じて、個別の指導テーマを設定し、教育活動全
体を通じて適切に指導しています。

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

十勝管内 北海道中札内高等養護学校幕別分校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒089-0615 中川郡幕別町南町81番地１
ＴＥＬ ０１５５－５５－２１２１
ＦＡＸ ０１５５－５５－２１２２
E-mail naka-makubun-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.naka-makubun.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標

「たくましく明るく生きる力を育てる」

□ 校 訓
自 立 「十勝で働き、十勝で暮らす人間」
共 生 「共に生きる、共に育つ人間」
克 己 「自らを律し、豊かな思いやりのある人間」
実 現 「自らの夢や希望を実現する人間」

□ 概 要
本校は、平成25年４月に開校した、通学型の高等支援学校です。知的障がいのある生徒を対象に、

専門的に職業教育を行う学校として、学校内のみならず、地域、企業と連携した学習活動を行っていま
す。卒業後の進路は、主に一般就労を目指します。令和２年度に併設していた幕別高校が閉校となり、
令和３年度より幕別分校単独で校舎を利用しており、広い校舎を有効活用し学習活動を行っています。

■特色ある教育活動

社会自立～自己を理解し、自分に自信をもち、必要なサービスを活用して、自らの人生を主体的
に生き、社会参加していくために、「働く力」「暮らす力」「関わる力」「人間性」を身に付ける。

【 個別最適な学びと協働的な学び 】

各教科の授業は、少人数集団できめ細やかな指導・支援が行えるよう、クラスごとの授業を基本として
います。作業学習、音楽、美術については学年ごとに行っています。

また、作業学習の一部では縦割り、トレーニングは希望制の縦割り、保健体育は学習によって全学年な
ど多様な学習集団で学ぶことができるようにしています。

【 産業総合科の作業内容 】

産業総合科では、働く力を育むために様々な作業内容を学習します。また、地域から依頼される作業
（環境整備や美化作業）を行い、「働く力」「暮らす力」「関わる力」「人間性」などの社会参加する
ための力を総合的に身に付けます。

【 現場実習・働く力の育成 】
現場実習は第１学年で１回、第２学年で２回、第３学年で１回行っています。

また、毎週木曜日に自分の力で事業所に出勤し、働き、帰宅するという学習を行っています。その
他、一日作業学習を行う労働週間を設定し、「働く意識」を高めます。

【 ＩＣＴ機器を活用した学習活用 】
一人一台端末を整備し、情報の時間だけではなく、各授業で活用しています。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

冬のスポーツ祭り 総合的な探究の時間：発表 見学旅行：USJにて

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

学校祭：ステージ発表 現場実習：クリーニング業 作業学習：ミシン作業

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続支援A型含む）～11名【サービス業４名、清掃２名、小売
２名、製造業１名、土木１名、農業１名】
□ 福祉的就労～３名【就労継続支援B型２名、自立訓練・就労移行支援１名】
□ その他～１名

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

＊登校時間 ８：２５（月～金）
＊下校時間 １５：０５（月～金）

第１学年は、週３回、１校時にトレーニング（主
に体力つくり）、作業学習は週10時間、清掃作業
を中心に、町内の環境整備や美化作業、カレンダー
の袋詰め、紙折り作業など様々な学習活動を行って
います。

第２学年では、自分の力で事業所に出勤し、働
き、帰宅するという学習を行います。

□ 各教科等の学習内容
各教科においては、卒業後や現在の生活に活用

できるような内容を学習しています。総合的な探
究の時間では、自己の課題や疑問、テーマを設定
し、それらについて調べ解決を目指す学習を中心
に行います。職業では、現場実習の事前、事後の
学習の他、働く上で大切なことやビジネスマナー
を学んでいきます。また、施設職場見学や卒業生
を招いて職業講話なども行っています。

□ 自立活動の指導
自立活動の指導は教育活動全体を通じて行って

おりますが、生徒の実態に応じた自立活動の内容
をトレーニングの時間に個別で行うことも可能と
して、一人一人に応じた指導も行っています。

【 第１学年（１組） 】

月 火 水 木 金

１ トレーニング

作業
学習

作業
学習

トレー
ニング

２ 職業 国語 数学

３ 国語 数学

家庭

４ 社会 情報

５

保健
体育

作業
学習

美術 音楽 理科

６ 外国語
総合的
な探究
の時間

LHR
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【知的障がい】
（釧根圏）
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普通科のみを設置している知的障がいの特別支援学校

釧路管内 北海道釧路養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒０８５-００５４ 釧路市暁町11番１号
ＴＥＬ ０１５４－２４－７８２７
ＦＡＸ ０１５４－２５－３４３９

E-mail kushiroyougo-z0＠hokkaido-c.ed.jp
http://www.kushiroyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「今を 明日を 自分らしく 心豊かに 生きる人を育てる」

□ 校 訓
「よさや持ち味を発揮する児童生徒」「豊かにかかわり合う児童生徒」
「自分から進んで取り組む児童生徒」

□ 概 要
本校は、昭和54年に開校した知的障がいのある児童生徒を対象とした特別支援学校です。高等部は

平成10年に設置され、在籍生徒は第1学年29名、第２学年18名、第3学年30名（うち２名訪問生）
です。身辺処理能力の向上や基本的な生活習慣の確立に重点を置き、進んで物事に取り組む力や自分の
気持ちを伝える力、一人一人が自分らしさを伸ばしながら生活を楽しむ力を育てることを目指して指導
しています。寄宿舎では、聴覚障がい（北海道釧路鶴野支援学校）の舎生と共に生活指導の充実を図っ
ています。

■特色ある教育活動

保護者や地域の人々の支援をもとに可能な限り社会に参加し、健康で心豊かな生活を送るための

能力や態度及び習慣を育成するため、次のような生徒を育てます。

「見たことや感じたこと、自分の思っていることを伝える生徒」

「自ら積極的に働きかけ、生きる喜びを見いだす生徒」

「進んで体を動かし、元気に活動する生徒」

【 ひまわりフェスタ 】
保護者や地域の人に日常の学習の成果を発表する場であり、音楽や劇の発表、バザー販売、ゲームや

喫茶店の運営などに取り組みます。

【 スポーツフェスティバル 】
体育的な学習の成果を発表する目的で２月に実施しています。体育としての取り組みだけではなく、

特別活動や生活単元学習の時間の活動として、実行委員会や係活動にも取り組みます。

【 現場実習 】
卒業後の進路先を決めるために、生活介護事業所や就労支援事業所で１日～２週間、実習生として活

動します。卒業後の生活がイメージできる現場実習を通して、卒業後の生活に向けた課題を明確にして
います。
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■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

＊登校時間 ８：５０（月～金）

＊下校時間 １４：４５（月～木）
１３：１５（金）

本校では、グランドデザインを作成すると共
に、小学部・中学部・高等部それぞれの学びがつ
ながるように教育課程を編成しています。

高等部では、「各教科等を合わせた指導に重点
を置いた教育課程」と「自立活動に重点を置いた
教育課程」を編成しています。

どの課程においても、生徒の将来の生活を見据
え、生活に生かせる力となる知識や技能、態度及
び習慣を育成することを大切にした指導を行って
います。

□ 作業学習
リサイクル、紙工、清掃、手芸の４つの作業

班に分かれて活動しています。1年ごとに本人
や保護者と相談しながら作業班の選択をしてい
ます。

□ 生活単元学習
一連の活動を総合的、実際的に学習すること

によって、生活に必要な知識や技能を身に付け
られるよう指導しています。本校の立地を生か
して、周辺の店舗や施設へ出かける学習も計画
的に実施しています。

□ 自立活動の指導
「自立活動」の時間及び学校生活全般で行っ

ています。個別の課題を設定し、各教科等と関
連付けて指導します。また、自立活動教諭が配
置され、生徒の学習へのアドバイスをしていま
す。

（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

生活単元学習 校外体験学習 作業学習

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

現場実習 ひまわりフェスタ 修学旅行（高３）

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□福祉的就労～１７名【就労継続支援B型、生活介護 など】
□そ の 他～５名【自宅療養、家事手伝い など】

【各教科等を合わせた指導に重点を置いた教育課程】

月 火 水 木 金

１
日常生活の指導（学習準備・朝の会等）

体力つくり／自立活動

２ 国語、数学／自立活動

３
作業
学習

生活
単元
学習

作業
学習

生活
単元
学習

作業
学習４

日常生活の指導（給食）

５
保健
体育

音楽
保健
体育

ＨＲ/
生活
単元
学習

日常
生活
の指
導

６ 日常生活の指導（清掃・帰りの会）

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施します。
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職業学科・普通科を設置している知的障がいの特別支援学校

釧路管内 北海道釧路鶴野支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒084-0924 釧路市鶴野58番92
ＴＥＬ 0154－57－9011
ＦＡＸ 0154－57－3390
E-mail tsurunoshien-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www. tsurunoshien .hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「自立をめざして 明るく 元気に 努力し続ける人を育てる」

□ 校 訓
「全 力」「前 進」「笑 顔」

□ 概 要

■特色ある教育活動

高等部の目標
・働き続け、地域社会で自立した生活を送るための知識や技能を育てる。
・様々な経験を通して自己有用感を高め、自己理解、自己選択、自己決定できる力を培う。
・健康的な生活習慣を身に付け、働き、地域生活を楽しむための体力を培う。
・釧路鶴野支援学校の一員としての自覚を促し、他者の立場を尊重し思いやる気持ちを育てる。

【 職業学科（環境・流通サポート科） 】
作業学習では、主にビルクリーニングなどの清掃や製本などに取り組みます。

【 職業学科（福祉サービス科） 】
作業学習では、主に介護基礎技術に関する学習や喫茶サービスなどに取り組みます。

【 職業学科（生産技術科） 】
作業学習では、主に紙製品や窯業製品の製作、販売に取り組みます。

【 職業学科（情報ものづくり科） 】
作業学習では、主に情報通信技術を活用し、工芸品等の製作・販売に取り組みます。

【 職業学科（食品デザイン科） 】
作業学習では、主に地元の食材を活用した食品の開発、製造、加工、販売に取り組みます。

【 普通科 】
各教科等の学習、特に職業や総合的な探究の時間を中心に、「校内環境整備活動」や「ちょこっと

ボランティア」など様々な体験活動に取り組みます。

本校は、聴覚障がい教育（幼稚部、小学部、中学部）と知的障がい教育（高等部）を行う学校とし
て平成26年に開校しました。平成31年４月からは、新たに２つの職業学科と普通科を設置していま
す。設置する６学科がそれぞれ特色ある学習活動を展開し、歴史と伝統のある釧路で、自立と社会参
加に向けた人材の育成を目指しています。
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環境・流通サポート科：ビルクリーニング 福祉サービス科：車椅子体験 生産技術科：平皿の製作
（窯業）

情報ものづくり科：椅子製作 食品デザイン科：カレーの製造
（地域向け食堂準備）

普通科：幼稚部との交流学習
（総合的な探究の時間）

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

【 職業学科（環境・流通サポート科） 】 「地域で自立し、明るく元気に 働き続ける
人を育てる」ことを目指しています。

□ 自立活動の指導
セルフマネジメント（自立活動＋特別の教科

道徳＋保健体育：各教科等を合わせた指導）の
時間は、自己を理解し、目標達成に向けて主体
的に取り組む態度を育成することを目指した全
学科共通授業です。自分の課題や日頃の取組に
ついて教師と一緒に振り返る学習「じりつ」
と、自分の身体の変化に気付くための運動を行
う学習「チャレンジ」があります。

□ 作業学習（職業学科）
働く力を身に付けるための学習です。様々な

作業（仕事）に取り組み、働くための基礎・基
本的な力を身に付けます。地域と連携した学習
を通して、地域で働く意識を高めます。

□ 総合的な探究の時間（普通科）
地域資源を活用した様々な体験学習に取り組

み、主体的に課題と向き合うなど、自ら学ぶ姿
勢を育てます。職業など各教科等の学習と関連
付け、習得した知識を実際の場面で活用する力
を育てます。

【 普通科 】

＊ 登校時刻 8：45（月～金）
＊ 下校時刻 15：25（月～木）／14：30（金）

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 就 職 ～24名【一般就労18名（小売業、製造業など）、就労継続支援Ａ型６名】
□ 福祉的就労 ～ 9名【就労移行支援3名、就労継続支援Ｂ型6名】
□ そ の 他 ～ 1名
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月 火 水 木 金

１
セルフ

マネジメント
セルフ

マネジメント 数学
セルフ

マネジメント 数学

２ 国語

作業学習

セルフ
マネジメント

総合的な
探究の時間

作業学習３ 音楽 家庭 情報

４ 美術 職業 外国語

５
作業学習 保健体育

国語 理科 ＨＲ

６ 道徳 社会

月 火 水 木 金

１
セルフ

マネジメント
セルフ

マネジメント 数学
セルフ

マネジメント 職業

２ 数学 職業
セルフ

マネジメント
総合的な

探究の時間 職業

３ 美術
総合的な

探究の時間 職業 外国語
総合的な

探究の時間

４ 音楽
総合的な

探究の時間 家庭 情報
総合的な

探究の時間

５ 国語
保健体育

国語 社会 ＨＲ

６
コミュニケー

ション 道徳 理科



普通科、職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

根室管内 北海道中標津支援学校
寄宿舎：有

スクールバス：なし

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所

□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒086-1053 標津郡中標津町東13条北７丁目15番地２

ＴＥＬ ０１５３－７２－６７００

ＦＡＸ ０１５３－７２－６７０１

E-mail n-koyo-z0@hokkaido-c.ed.jp

http://www.n-koyo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
学校の目標

「社会参加・自立を目指し、生き生きと活動する児童生徒を育てる」～身に付けたい力の具現化～
児童生徒の目標

「カッコいい大人になる」～身につけたい力の具現化～

□ 校 訓
「健 康」「思いやり」「意 欲」「協 力」

□ 概 要
本校は平成８年に職業学科を設置する特別支援学校として開校しました。地域資源を活用した体験的

な学習を通して、卒業後の社会参加と自立に向け、一人一人の目標を達成できるようにしています。寄
宿舎では、基本的な生活習慣の確立と、集団生活の中で互いに協力することや責任を果たすことを目指
しています。なお、令和元年度より小・中学部を開設、令和４年度より高等部に普通科が開設され、
様々な教育的ニーズのある児童生徒が一つの校舎で学んでいるところが特徴です。

■特色ある教育活動（設置学科：園芸科 窯業科 木工科 家庭総合科 普通科）

高等部教育目標
「生徒一人一人の個性や状態、環境因子など根拠（アセスメントの活用）を基本として適切に理解
し、合理的配慮と教育的ニーズに応じ、身に付けたい力を具現化しながら社会参加と自立を目指す
生徒（かっこいい大人）を育てる。」

【 生徒主体の個別の指導計画 】
職業学科は令和3年度から個別の指導計画を生徒主体の様式へ変更し、生徒と目標を一緒に考え、そ

の成果を自分で評価したり、教師の評価を伝えたりするものになりました。「カッコいい大人」を目指
してどのような力を身に付けたいか、生徒が主体的に目標を立てられるよう進めています。なお、普通
科の開設に伴い、生徒の実態に応じて指導目標や内容・手だてなどを教師が考え、保護者と確認しなが
ら進めいく個別の指導計画を準備し、教育的ニーズに応じて指導・支援ができるようにしています。

【 地域ニーズに応える作業学習 】
本校の作業学習は「作業学習組織化構想」をテーマにして、地域ニーズに応えていくことを目標に取

り組んでいます。今年度は昨年度の取組を活かし、小･中学部を含めた学内即売会を生徒主体で企画し
たり、NS祭（学校祭）における即売会のこれまで以上の地域との連携を行う予定です。また、近隣地
域からの受注作業だけでなく、中標津町の役場や商工会と連携した取組さらに進めて行く予定です。

※普通科の受検資格は、原則として本校中学部卒業（含見込）の生徒となります。
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（学習の様子１）（ℨ （学習の様子２） （学習の様子３）

進路：現場実習 見学旅行：東京ディズニーランド 進路：事業所調査

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

総合：学内即売会 スポーツ祭：学年対抗リレー 進路：卒業生や事業所の講話

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

□ 自立活動の指導
独自様式の「自立活動アセスメントシー

ト」を活用した客観的な実態把握を基に生徒
と面談を行い、生徒自身の得意な点の理解な
ど自己認知を高める指導を行います。職業学
科においては教育活動全体を通して、普通科
においては、授業時数を確保して指導を行い
ます。

□ 進路に向けた学習
卒業後の生活を見据えた進路の学習に取り

組んでいます。自己分析やビジネスマナーの
他、近隣の福祉サービス事業所やグループ
ホームを見学したり、卒業後の就労や生活に
ついて卒業生や事業所から話を聞いたりする
活動を行っています。

現場実習は第１学年は１週間、第２学年は
３週間、第３学年は前提実習で最大５週間
行っています。

□ 生活単元（セルフ）
毎週木曜の６校時はセルフプロデュースを

行っています。この時間は生徒の将来の夢を
実現するために、職業調べや実現のための人
生設計、到達度チェックを行っています。

【 職業学科(職)・普通科(普)・普通科(重) 】

月 火 水 木 金

職 普 重 職 普 重 職 普 重 職 普 重 職 普 重

１ LHR
体力
つくり

自
立

体力
つくり

自
立

体力
つくり

自
立

体力
つくり

自
立

２

作業学習

美術
／

進路学習

国語

作業学習

数学

３

保健体育 生活単元

４ 音楽

５ 生
活
単
元

生活
単元 作

業
学
習

生活
単元 作

業
学
習

生活
単元

国
／
数

自
立

６ 自立 自立 自立
生活単元
(セルフ)

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続A型含む）～1７名【小売・清掃・整備・建設・介護】
□ 福祉的就労（移行支援／就労継続B型／自立訓練）～1１名
□ そ の 他～２名

＊登校時間 ８：５０（月～金）
＊下校時間 １５：１０（月～木）/１３：４０（金）

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施
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【肢体不自由】
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普通科、職業学科を設置している肢体不自由の特別支援学校

空知管内 北海道岩見沢高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■本校の概要

□ 学校教育目標
１ 心身共に健康で、自ら鍛える生徒【基本】
２ 知性を磨き、主体的に考え判断する生徒【知】
３ 情操豊かで、相互に敬愛し合う生徒【情】
４ 強固な意志を培い、目標達成に努める生徒【意】
５ 自己実現を志向し、自立できる生徒【自立】

□ 校 訓
「自立」 「信愛」 「創造」

□ 概 要
本校は昭和5６年に開校した肢体不自由のある高等部段階の生徒を対象とした特別支援学校です。本

校は普通科と専門学科（工業科、商業科、生活科学科）を設置する学校です。肢体不自由のある生徒の
特性等を踏まえ、高等学校に準じた教育を行いながら、卒業後の自立と社会参加を目指し、生徒の社会
的・職業的自立に向けた教育を行っています。また、寄宿舎では、社会生活に必要な力や社会性を育て
るための生活指導や余暇活動等の充実に力を入れています。

■特色ある教育活動

肢体不自由のある生徒に対し、一人一人のニーズに対応した教育を行い、生徒が主体的に社会参
加するため、生徒の社会的・職業的自立に向けて、確かな学力や生活する力を育てる。

【 普通科 】
高等学校に準じた教科学習を通して、高校生としての学力を身に付けられるよう、一人一人の実態に

応じた、習熟度別の学習グループを編成しています。

【 工業科 】

工業に関する基礎的・基本的な知識や、集中力やコミュニケーション能力の育成を目指し、ものづく
り学習やコンピュータ学習、各種検定、資格取得に向けた学習に取り組んでいます。（計算技術検定、
危険物取扱者資格取得等）

【 商業科 】

商業に関する基礎的・基本的な知識や技術、働く上での実践的な力の育成を目指し、「課題研究」や
ビジネスマナー、各種検定の取得に向けた学習に取り組んでいます。（文書デザイン、プレゼンテー
ション、パソコンスピード認定等）

【 生活科学科 】

家庭生活の各分野に関する基礎的な知識や技術の習得を目指し、被服実習、調理実習など様々な学習
を行っています。実習では、障がいの状況に応じて用具や手法を工夫しています。基礎技術の定着、向
上に向け、各種検定にも取り組んでいます。（全国高等学校家庭科技術検定、文書デザイン検定等）

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒068-0014 岩見沢市東町２条８丁目960-３
ＴＥＬ ０１２６－２３－５０５５
ＦＡＸ ０１２６－２３－５１３０
E-mail iwamizawakoutouyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp

http://www.iwamizawakoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

普通科 学校祭 2学年職場実習

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

工業科：製図 商業科：実習販売 生活科学科

■卒業後の主な進路先について（令和4年度実績）

□ 一般就労９名【NTT DaTa、旭川赤十字病院、株式会社ほくでんアソシエ など】
□ 福祉的就労6名 （就労継続支援Ｂ型４名、就労移行支援１名、生活介護１名）

【音色、爽やかネットワーク、社団法人ひまわり、リハビリー・エイトなど】
□ 進学６名【札幌保健医療大学、札幌学院大学、旭川大学など】

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

高等学校に準じた教育課程を編成していま

す。授業では基礎的・基本的な内容を身に付け

ることを目指します。また、作品制作や実習な

どを通して達成感を味わい、将来の自立や進路

選択に必要な力を育てることを重視していま

す。

□ 自立活動の指導

健康管理や身体のケアを自分自身でできる

ことを目指しています。毎朝行う「ストレッ

チタイム」は身体をケアする習慣付けを目的

として実施しています。また、寄宿舎生活に

おいても同様に取り組んでいます。

□ 資格取得に向けた取組

資格取得は、将来の進学・就職後に役立つ

だけではなく、大きな自信となり、日々の主

体的な学びや次の目標に対する励みにもなり

ます。資格取得に向け、授業や放課後活動な

どで積極的に取り組んでいます。

□ 進路指導と職業教育

系統的な学習となるよう、第１学年は校内

実習、第２学年は職場体験、第３学年は卒業

後の就労を前提とした実習を行っています。

また、第１学年から外部講師を招いた授業

や職業相談などを行い、進路に対する意識を

高める取組を行っています。＊ 登校時間 ８：１５（月～金）
＊ 下校時間 １５：４５（月～金）

【 普通科 】

【 工業科・商業科・生活科学科 】

月 火 水 木 金

1 情報 芸術 化学基礎
英語コミュニ
ケーション 数学Ⅰ

2 保健 芸術 言語文化 体育
英語コミュニ
ケーション

3
英語コミュニ
ケーション 化学基礎 情報 現代の国語 家庭総合

4 公共
英語コミュニ
ケーション

現代の国語 化学基礎 家庭総合

5 数学Ⅰ 言語文化 数学Ⅰ 公共 総合

6 自立活動 体育 自立活動 数学Ⅰ ＬＨＲ

月 火 水 木 金

1
英語コミュニ
ケーション 公共 言語文化 数学Ⅰ

工業技術基礎

情報処理
ファッション造形

2 保健
英語コミュニ
ケーション 自立活動 体育

工業技術基礎

情報処理
ファッション造形

3 化学基礎 家庭基礎
製図 工業情報数理

言語文化簿記 簿記

フードデザイン 服飾手芸

4 数学Ⅰ 家庭基礎
製図 工業情報数理

数学Ⅰ簿記 情報処理

フードデザイン 服飾手芸

5
工業情報数理

現代の国語 公共 現代の国語 総合ビジネス基礎

生活産業情報

6
工業情報数理

体育 化学基礎
英語コミュニ
ケーション ＬＨＲビジネス基礎

生活産業情報
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普通科のみを設置している肢体不自由の特別支援学校

石狩管内 北海道真駒内養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒005-0011 札幌市南区真駒内東町２丁目２番１号
ＴＥＬ ０１１－５８１－００６４
ＦＡＸ ０１１－５８１－１８９２
E-mail makomanai@hokkaido-c.ed.jp
http://www.makomanaiyougo.hokkaido-c.ed.jp/

■本校の概要

□ 学校教育目標
「人とのつながりを大切にし、

自分の考えを持ち、自分の考えを伝え、
自分の考えをもとに行動できる人を育てる」

□ 概 要
本校は昭和36年に開校した肢体不自由のある児童

生徒を対象とした特別支援学校です。小学部、中学部、
高等部を設置し、肢体に障がいのある児童生徒の学習
上の特性等を踏まえながら、学習しています。高等部
では、卒業後の自立と社会参加を目指し、「社会生活
に役立つ力」を養うことを目指した教育を行っていま
す。寄宿舎では、生活経験の拡大を目指し、たくまし
く生きていく力を養うことを目指しています。

■特色ある教育活動

高等部教育目標
一人一人の生徒の自立と社会参加に向けて、卒業後の社会生活に役立つ力を身に付けるととも

に、主体的に判断し、活動できる生徒を育てます。

【 学校行事の充実 】
体育大会、高等部祭を通して、今を大切に、そして卒業後に生きる力を獲得できるよう学習に取り組み

ます。

【 実践的、体験的な学習活動 】
「校外学習・生活体験実習」など体験的な学習活動を通して、地域での経験を広げ、様々な人と

の関わりの中で自分のできることを増やす学習に取り組みます。
作業学習では、体験的な学習を通して卒業後の自立的な生活に必要な知識や技能、態度を身に付けるこ

とができる学習に取り組みます。学習内容を整理し、学年を越えて編制したグループで学習に取り組みま
す。

【 地域と連携した授業づくり 】
行事や日々の学習において、外部専門家や地域の方をゲストティーチャーとして活用するなどし、魅力

ある豊かな学習に取り組みます。
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（学習の様子１）
（学習の様子２）

（学習の様子３）

生活体験実習：仕分け作業 社会：アイヌ文化について 体育大会：ボウリング

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

作業学習：花植え 生活単元学習：インタビュー 高等部祭：アトラクション

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

知的代替の教育課程、自立活動を中心とした教
育課程を編成しています。

教科の学習では、国語、数学、理科、社会など
の学習を行います。

生活単元学習や作業学習では、教科の学習内容
を関連付けた実践的、体験的な学習を行います。

総合的な探究の時間や自立活動等では、“生徒
が卒業後の社会生活に役立つ力を身に付けるため
の学習”を行っています。

□ 自立活動の指導
自立活動を時間割に位置付け、自立活動教諭

と連携を図りながら指導しています。

□ 生活単元学習
学年全体で行う学習では、生活に密着した題

材を通して、自分自身の生活を広げることがで
きるように学習しています。

□ 校外学習
総合的な探究の時間として、学校とは別の地

域へ移動して、自分たちで設定した目的の達成
を目指した活動を行っています。

公共交通機関を使って移動し、生徒一人一人

が課題を意識して活動しています。

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労～1０名【生活介護1０名】

＊登校時間 ８：５５～９：０５（月～金）
＊下校時間 １４：０５（月・金）／１５：０５（火～木）

※生単は「生活単元学習」、総合は「総合的な探究の時間」

【知的代替の教育課程】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導（朝の身支度・係活動・朝の会）

２ 自立活動

３ 音楽/
保体/
作業

生単
／

総合

保体/
作業/
音楽

理科
／

社会

作業/
音楽/
保体４

５ ＬＨＲ 美術
／

作業学習
数学 国語

ＬＨＲ

６

【自立活動を中心とした教育課程の例】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導（朝の身支度・係活動・朝の会）

２ 自立活動

３
音楽/
保体/
作業

生単
／

総合

保体/
作業/
音楽

自立活動
作業/
音楽/
保体４

５ ＬＨＲ 美術
／

作業学習
自立活動 自立活動

ＬＨＲ

６
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普通科を設置している肢体不自由・病弱の特別支援学校

石狩管内 北海道手稲養護学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒006-0033 札幌市手稲区稲穂３条７丁目６番１号
ＴＥＬ ０１１－６８２－１７２２
ＦＡＸ ０１１－６８２－１９２６
E-mail teineyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.teineyougo.hokkaido-c.ed.jp

※ 北海道立子ども総合医療・療育センターに原則入院・入所の方を対象とした特別支援学校です。

■本校の概要

(校舎全景)

□ 学校教育目標
「幼児児童生徒の学習や身体状況に応じた教育を行い、一人一人の能力

を伸ばすとともに、社会の一員として参加することを支援し、心豊かに自
立した生活をする人間を育てる」

□ 具体目標
「たくましく生き抜く子ども」「明るく協力する子ども」
「自ら考え進んで学習する子ども」

□ 概 要

■特色ある教育活動

生徒の学習や身体の状況及び一人一人の発達の段階に応じた教育を行い、自ら自分の将来を考え
社会の一員として参加することを支援する。また、基礎的・基本的な知識・技能を習得させ、思考
力・判断力・表現力等やその他の能力の育成に努め、生徒が主体的に学習に取り組む態度を養い、
心豊かに自立した生活をする人間を育てる。

□ めざす生徒像
「たくましく生きぬく生徒」「個性豊かに思いやりのある生徒」「自ら学び仲間と高めあう生徒」

北海道立子ども総合医療・療育センターと連携し、人間としての在り方、生き方に関する教育を、各
教科・科目、総合的な探究の時間、特別活動及び自立活動において行っています。生涯を通じて健康・
安全で活力のある生活を送るための基礎を培う学習活動に取り組んでいます。

【 多様なニーズに応える各教科・科目の履修 】
北海道立子ども総合医療・療育センターへの入退院、入退所により、転入・転学となる生徒が多く、

継続した学習を保障するために、指導内容を適切に選択し、履修できるようにしています。

【 地域との交流 】
総合的な探究の時間では、札幌稲穂高等支援学校や三角山分校との交流を行っています。そこでは、

コミュニケーション能力を高めたり、主体的に行動する力や意欲を育てる活動を行っています。

本校は昭和28年に北海道整肢学院に開設された琴似町立琴似小・中学校分教室からスタートした肢
体不自由と病弱の生徒を対象とした特別支援学校です。在籍する生徒は、隣接する北海道子ども総合
医療・療育センターに入院、入所しながら通学し、学習しています。
生徒の生活、学習上の実態等を踏まえ、一人一人の心身の状況に応じた教育課程を編成し、卒業後の
自立と社会参加を目指し、「心豊かに自立した生活をする人間を育てる」ことを目指した教育を行っ
ています。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

英語 札幌稲穂高等支援学校との交流 三角山分校との交流

文化祭 社会見学 職業（染め物）

■第１学年生徒の週時程表

【 肢体不自由（重複） 】

■教育課程の特徴

肢体不自由のある生徒と病弱の生徒に対して、
一人一人の実態に応じて４つのコースを編成して
います。主に①高等学校に準ずる各教科等の指導
中心、②下学年・下学部の各教科等の指導中心、
③各教科等の内容を合わせた指導である生活単元
学習などの指導中心、④自立活動の指導中心とな
ります。

□ 生活単元学習
社会参加に向けた「生きる力」を育成するこ

とを目指し、生活を送る上で必要とされる様々
な事柄を体験的・実際的に学習しています。

□ 職業
進路学習と関連付けて、働くことを体験的・

実践的に学習しています。縫製や紙すきなど
の作業、製品の販売活動を行っています。

□ 総合的な探究の時間
自ら課題について学び考え、主体的に判断し、

よりよく課題解決する資質や能力を育てること
を目標にしています。交流学習や校外学習、学
部レクリエーションなどをテーマに学習してい
ます。

□ 自立活動の指導
生徒の実態に応じて、週１～４時間自立活動

の指導をしています。各教科等で扱う内容を６
区分に照らし合わせ、一人一人が学校生活全体
を円滑に送れるように自立活動教諭と連携し指
導しています。

＊ 登校時間 8:45（月～金）
＊ 下校時間14:50（月～金）

【 病弱（普通） 】

月 火 水 木 金

１ 産業社会 数学Ⅰ 化学基礎
英語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
Ⅰ

言語文化

２ 体育
現代の
国語

美術Ⅰ 保健
現代の
国語

３ 数学Ⅰ 公共 自立活動 化学基礎 数学A

４ 家庭基礎 化学基礎 論理表現 数学Ⅰ 音楽Ⅰ

５ 公共
英語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
Ⅰ

総合的な
探究の時間

論理表現 化学基礎

６ 言語文化 数学Ⅰ
総合的な
探究の時間

体育 LHR

■卒業後の主な進路先について（令和4年度実績）

□ 生活介護事業所～１名
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月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導

２ 体育 数学 国語 自立活動 職業

３ 英語 職業 音楽 職業 職業

４ 自立活動 職業 数学 職業 音楽

５ 生活単元
学習

生活単元
学習

総合的な
探究の時間

国語
生活単元

学習

６ 体育 ＬＨＲ



普通科のみを設置している肢体不自由の特別支援学校

石狩管内 北海道拓北養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒002-8091 札幌市北区南あいの里3丁目1番10号
ＴＥＬ ０１１-７７５-２４５３
ＦＡＸ ０１１-７７５-２４５５
E-mail takuhokuyougo@hokkaido-c.ed.jp
http://www.takuhokuyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「豊かに、たくましく、自分らしく」未来を拓く子の育成

～しなやかに育つ拓北の子～

□ 校 訓
「共有・共感・共育」

□ 概 要
本校は平成12年４月に開校した肢体不自由を対象とした特別支援学校です。

全校児童生徒122名（令和５年４月現在）のうち、高等部には31名（うち訪問１
名）が在籍しています。生徒の一人一人の人格と主体性を尊重し、教育的ニーズや
障がいの状態に応じた指導の充実に努めています。また、事業所での現場実習や体
験的な活動など、一人一人の生徒が自分らしく卒業後の生活を送ることができるよ
う、日々の学習や進路支援に取り組んでいます。

寄宿舎には、今年度は高等部生徒の利用はありませんが（令和４年度高等部生徒
利用実績：３名）、自宅から通学が困難な児童１名が入舎しています。ＱＯＬの向
上を目指し、個々のニーズに合わせた指導・支援に努めています。興味関心を広げ
自分を表現する力や人とかかわる力、生活を楽しむ力を育むために、様々な体験活
動に取り組んでいます。

■特色ある教育活動

高等部教育目標
１ 自ら学び、心豊かに生活できる生徒
２ 考えを伝え、受け止め、深め合える生徒
３ 健やかな心と体で、自分も相手も大切にできる生徒

【 指導の形態と学習形態 】
各教科・科目は、「知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科等」に替えて指

導しています。また、生徒の学習状況等を把握し、学習グループを構成しています。
○ Ａグループ

各教科は主に知的代替小学部段階の内容を学びます。また、下記以外の教科を自立活動に替えて
教科学習の基礎となる認知や身体の動き、コミュニケーションを中心に学習します。
（国語、音楽、美術、保健体育、職業、自立活動、総合的な探究の時間、特別活動）

○ Ｂ・Ｃグループ
Ａグループよりも各教科の時間が多く、主に知的代替小学部～中学部の内容（Ｂグループ）、中

学部～高等部段階の内容や、関連する小・中学校の一部の内容（Cグループ）を学びます。新しい
知識に加え、生活に生かす学習を行います。

（国語、社会、数学、理科、外国語、音楽、美術、保健体育、職業、自立活動、
総合的な探究の時間、特別活動）

【 進路学習、交流及び共同学習について 】
総合的な探究の時間において、卒業後の進路を考える契機として福祉事業所などでの活動を体験し

たり、近隣の高等学校との交流および共同学習も行ったりしています。

校舎全景

児童生徒玄関
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■第１学年生徒の週時程表

【 Ａグループの時間割 】

■教育課程の特徴
各教科、自立活動、総合的な探究の時間及び特

別活動で教育課程を編成しています。
学習形態については、学年集団を基本単位とし

た「グループ学習」、学年や学級を基本単位とし
た「ペア学習」「個別（化した）学習」がありま
す。学習集団（各グループ、各ペア）は、各教科
等の学習状況や体調などを考慮して編制します。
保健体育は、実態に応じた３学年合同のグループ
で学習しています。

特別活動は、ホームルーム活動、生徒会・委員
会活動、学校行事などがあります。高等部の生徒
会・委員会活動は、学年の枠を超えて、普段とは
異なるグループの生徒同士が一緒に活動できるよ
う工夫しています。学校祭（拓養祭）などの行事
においても、ゲームコーナーなどの複数の企画に
生徒が協力し合いながら取り組んでいます。

□自立活動の指導
毎日１時間目に自立活動の時間を設定し、一人

一人の身体の状態に合わせ「健康の保持」「身体
の動き」などについて取り組んでいます。

Ａグループでは、自立活動の時間が多く設定さ
れていますが、例えば数学に関連する内容を自立
活動の「環境の把握」を通して学習するなど各教
科とも関連させながら取り組んでいます。Ｂ・Ｃ
グループも自立活動の指導で学んだことを、各教
科の学習に活かしながら取り組んでいます。

また、生活の様々な場面において、上記項目以
外にも「コミュニケーション」など、自立活動の
各項目を意識しながら活動しています。

＊ 登校時間 ８:５５～ ９:１０（月～金）
＊ 下校時間 １４:５５～１５:１０（月・火・木）／１４:０５～１４:２０（水・金）

月 火 水 木 金

1 自立活動

2
自立
活動

自立
活動

自立
活動

自立
活動

保健
体育

3 国語 音楽 国語
自立
活動

保健
体育

4 自立活動

自立活動（給食）

5 美術 美術
総合的な

探究の時間 職業
特別
活動

6
自立
活動

自立
活動

職業

【 Ｂ・Ｃグループの時間割 】

月 火 水 木 金

1 自立活動

2
Ｂ理科
Ｃ数学

数学
Ｂ社会
Ｃ理科

自立
活動

Ｂ外国語
Ｃ社会

3
Ｂ数学
Ｃ国語

国語 数学
Ｂ国語
Ｃ外国語

国語

4 自立活動

自立活動（給食）

5
Ｂ保健体育

職業
総合的な

探究の時間 音楽
特別
活動Ｃ自立活動

6
Ｂ自立活動

職業 美術
Ｃ保健体育

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 就労継続支援Ｂ型 ／ 生活介護事業所 ～ ９名
【札幌市内、各市町の生活介護事業所など】

（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

現場実習：事業所での作業体験 職業：パソコンでカレンダー作成

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

数学：具体物を使った計算 社会：地理（北海道）の学習 自立活動：座位の保持

保健体育：ボッチャ
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普通科のみを設置している肢体不自由の特別支援学校

渡島管内 北海道函館養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：有

■本校の概要

□ 学校教育目標

「子ども一人一人のもっているよさや個性を発揮できるようにし

心豊かに たくましく 社会で共に生きる力を育てる」

□ 概 要

本校は昭和54年に開校した肢体不自由のある児童生徒を対象とした特別支援学校です。平成３年に高

等部が設置され、平成10年からは高等部でも訪問教育を行っています。

現在、高等部には1３名の生徒が在籍しており、生徒一人一人の状況や特性、教育的ニーズを踏まえた

個別の指導計画に基づいた学習を行い、卒業後の自立と社会参加を目指し、生きがいをもって生活する力

の育成を目指しています。

函館市外等から入学する児童生徒のために寄宿舎が設置されており、生活経験の拡大を図るとともに、

将来の自立に向けた日常生活及び集団生活における力を育むことを目指しています。

■特色ある教育活動

高等部教育目標
「一人一人のよさや個性を生かし、生きがいのある生活を築くための力を育てる」

【 グループ別の学習 】

個別の指導計画を基に、全学年で２つの学習グループ（Ａ、Ｂ）を編制しています。Ａグループは医

療的ケアを必要とするなど、体調に配慮しながら学習を行うグループで、健康の保持、人やものとの関

わりの拡大などをねらいとしています。Ｂグループは自ら主体的に活動に取り組み､日常生活や社会生

活の基礎を育てること、将来の職業生活を見据えた力を身に付けることをねらいとしています。日常生

活の指導や生活単元学習を中心に時間割を編成し、生徒一人一人の教育的ニーズに応じて、学習を展開

しています。

【 地域の環境を活用した体験的な学習 】

実践的な力を身に付けることができるよう、地域の環境（地域資源や人材）を活用した体験的な

学習に取り組んでいます。公共交通機関の活用や買い物などの校外学習、交流及び共同学習、進路学習

（施設見学や体験実習）のほか、ボランティアの活用やゲストティーチャー、ＡＬＴを招いた学習など

を行っています。

【 医療機関や訓練機関との連携 】

現在４名の生徒が、医師、保護者、看護師と連携を図りながら医療的ケアを行っています。

■学校の基本情報

□ 住 所

□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒042-0916 函館市旭岡町２番地

ＴＥＬ ０１３８－５０－３３１１

ＦＡＸ ０１３８－５０－３３１２

E-mail hakodateyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp

http://www.hakodateyougo.hokkaido-c.ed.jp
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

作業学習：古紙リサイクル作業 生活単元学習：冬の過ごし方
（カルタ）

保健体育：モルック

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

音楽：器楽（タブレット端末） 自立活動 あさひ祭り（高等部祭）

■週時程表 ■教育課程の特徴

日常生活の指導や生活単元学習、作業学習といった
各教科等を合わせた指導と、国語、数学、音楽、保健
体育の教科別指導と自立活動とを中心的な学習に据え
て、時間割を編成しています。効果的に学習内容を習
得できるように、学級やグループ、又は各学年や全学
年、個別など、指導体制を工夫しています。音楽や保
健体育では、卒業後の豊かな余暇活動に結び付くよう
に、幅広い分野の音楽や運動に親しんでいます。

□ 自立活動の指導
自立活動の時間における指導を設定し、自立活動教

諭や医療機関、訓練機関と連携をとりながら、生徒の
状況に応じて学習活動の充実を図っています。

□ 総合的な探究の時間
進路学習の一環として、第２、３学年は体験実習を

行っています。生徒の実態や実習先によって違いはあ
りますが、２日～10日間行います。また、地域の高
等学校との交流及び共同学習を行っており、障がいの
有無に関わらず、同年代の仲間と関わり合うことがで
きる貴重な体験の場となっています。

□ 特別活動
月に１回程度全校集会を行っています。また、全校

的な行事として体育大会やあさひ祭りを行います。今
年度は、学部ごとの実施になっています。あさひ祭り
（高等部祭）では、各グループの企画コーナーやス
テージ発表を行っています。作業学習で制作した製品
の販売会も行っています。

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労（生活介護）～１名

【 Bグループ 】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導/国数

２
作業
学習

生活単
元学習

作業
学習

生活単
元学習

音楽

３

４ 自立活動/日常生活の指導

５

生活単
元学習

自立
活動

クラブ

生活単
元学習

保健
体育

HR

６

＊ 登校時間 ９：１０（月～金）
＊ 下校時間 １５：１０（月・火・木）／１４：２５（水・金）

【 Ａグループ 】

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導/国数

２
自立
活動

生活単
元学習

自立
活動

生活単
元学習

音楽

３

４ 自立活動/日常生活の指導

５

生活単
元学習

自立
活動

クラブ

生活単
元学習

保健
体育

HR

６

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施
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普通科のみを設置している肢体不自由の特別支援学校

上川管内 北海道旭川養護学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒071-8142 旭川市春光台２条１丁目1－8
ＴＥＬ ０１６６－５１－６５０７（事務室）
ＦＡＸ ０１６６－５１－６５０７
E-mail sns-ky@hokkaido-c.ed.jp
http://www.asahikawayougo.hokkaido-c.ed.jp

※原則として、北海道立旭川子ども総合療育センターに入所している方が対象です。

■本校の概要

□ 学校教育目標
「安心・安全な教育環境のもと、生活にいきる力を育む」

□ 校 訓
「健康」「明智」「努力」

□ 概 要
本校は北海道立旭川肢体不自由児総合療育センターに併設する

学校として昭和39年に開校し、昨年創立60周年を迎えました。
高等部は平成９年に設置され、北海道立旭川子ども総合療育セ

ンターに入所している生徒や、家庭で生活しながら特別通院・通
学の形で療育を受けている生徒、障がいの状態等により通学が困
難なため訪問教育学級にて学んでいる生徒（北海道療育園及び自
宅）が在籍している学校です。

本校高等部には、普通科（重複学級）５学級14名、訪問教育学級11学級31名の生徒が在籍してい
ます。重複障がい学級に在籍する生徒の6割程度が特別通院・通学生であり、訪問教育学級在籍生徒に
は中学部第３学年時に学齢超過者として編入した生徒も含まれます。北海道立旭川子ども総合療育セン
ター、北海道療育園に入所する生徒の出身地は、道内広範囲にわたっています。

■特色ある教育活動

【 交流及び共同学習 】
旭川市内の高等学校の生徒と年３回交流して学習を行っています。同年代の触れ合いの中から生徒の

経験を広め積極的に他者と関わる態度を養い、社会性や豊かな人間性を育みます。

【 生活体験実習 】
卒業後の生活に向けて福祉事業所等と連携し、事業所の活動や生活を体験します。生徒一人一人が目

標を設定し、第１学年から段階的・計画的に実習を行います。

【 登校学習 】（訪問教育学級）
学校行事（運動会など）のほかに、年２回訪問教育学級の生徒が学校に登校して集団で学習します。

体育館で大型遊具等を活用して学習を行います。また実態に応じて個別にスクーリングも行います。

【 ＩＣＴ機器を活用した学習（同時双方向中継を使用した学習） 】
タブレット端末などを活用して、訪問教育学級の生徒の自宅と、学校の教室を同時双方向中継で結

び、在校の生徒と訪問教育学級の生徒が一緒に学習します。また、校外の施設とつないで学習や実習を
行うこともあります。
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（学習の様子３）

職業家庭 ICT機器を活用した学習 ＩＣＴ機器を活用した学習（訪問）

（学習の様子６）

ALTによる英語 旭養フェスティバル（学校祭） タブレットを活用した学習
（訪問）

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

「個に応じられる教育課程」を編成していま
す。編成に当たっては、個別の指導計画を作成
し、一人一人の各教科等の実態から、「なにを」
｢どこで」「どのように」学習するかを明らかに
しています。

北海道立旭川子ども総合療育センターや北海道
療育園等の関係機関と日常的な情報交換を行いな
がら、生徒一人一人が安心、安全に学習活動がで
きるよう、障がいの状態や発達の段階を踏まえ、
個に応じた教育を行います。

各教科、道徳、特別活動のほか、卒業後の生活
につながる学習活動を行います。また、学校内外
の専門スタッフと相談しながら、障がいの状態に
応じた教材教具を用いるとともに、ＩＣＴ 機器な
どを活用し、学習の効果を高めます。

□ 自立活動の指導
年間指導計画を作成し、療育センターリハビ

リテーション課や自立活動教諭の助言を受けな
がら、日常生活に必要な身体の動きを改善した
り、コミュニケーション能力を高めたりする学

習活動を行います。

□ 教科の学習
学習指導要領に示されている目標と内容を踏

まえ、生徒の実態に応じて指導します。卒業後
の生活に生かすことができるよう、体験的な学
習活動を多く取り入れています。

＊登校時間 ８：４０
＊下校時間 １４：４５（月・火・木・金）／１３：５０（水）

＜北海道療育園＞（週あたり６回）
１校時 ９：４０～１０：４０
２校時 １０：５５～１１：５５
３校時 １３：１５～１４：１５
４校時 １４：３０～１５：３０

＜在宅＞（午前または午後のいずれかで、週あたり３回）
午 前 ９：３０～１１：３０
午 後 １３：２０～１５：２０

【 普通学級 第１学年 A さん 】

月 火 水 木 金

１
日常生活の

指導
日常生活の

指導
日常生活の

指導
日常生活の

指導
日常生活の

指導

２ 道徳 音楽 自立活動

理科社会 職業・家庭

３
体育

LHR 自立活動

４ リハビリ 自立活動 音楽 自立活動

５ 国語数学 自立活動 国語数学 自立活動

美術

６ 自立活動
総合的な探究

の時間
リハビリ

【訪問学級 ５組 １学年B さん（北海道療育園）】

月 火 水 木 金

１ 個別学習

登
校
学
習

個別学習

２

３ 集団学習 集団学習 集団学習 集団学習

４

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労～２名【生活介護２名】
□ そ の 他～１１名【施設入所 など】
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普通科のみを設置している肢体不自由の特別支援学校

オホーツク管内 北海道網走養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒099-2421 網走市字呼人１４９番地２
ＴＥＬ ０１５２－４８－２２３５
ＦＡＸ ０１５２－４８－２１３７
E-mail abashiriyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.abashiriyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「地域で自分らしく生きる人を育てる」

□ 校 訓
「明るく」「元気に」「呼人で学ぶ」

□ 概 要
本校は昭和49年４月に開校した肢体不自由特別支援学校であり、今年度で開校50年を迎えます。
重度重複の障がいのある生徒の学習上の特性等を踏まえ、地域社会において家族や仲間、支援者と共

に生活していけるよう、自ら学ぶ意欲を養い、自ら生活を豊かにしようとする態度や知識、生活習慣を
育成することを目指した教育を行っています。

本校には、教員が家庭、児童福祉施設、医療機関等を訪問して行う訪問教育学級にも生徒が在籍して
います。

寄宿舎では、集団の中で互いに協調・協力し合う精神の育成に努めるとともに、基本的生活習慣の定
着を図っています。

■特色ある教育活動

ア 自分で考え自ら取り組むことができる生徒を育成する【知】
イ 自分の気持ちを表現し、適切な方法で相手に伝えることができる生徒を育成する【徳】
ウ 社会的な自立をするために、基本的な生活習慣の定着と体力の向上に取り組むことができる生

徒を育成する【体】
エ 自己理解を深め、社会人としての適切な態度や主体性を身に付けることができる生徒を育成す

る【知、徳】
オ 相手と豊かに関わり、自分ができることを自分ができる方法で取り組むことができる生徒を育

成する【自活】

【 職業（作業実習）】
それぞれの作業種目において総合的に学習することで、働く意欲を高め、将来の職業、生活などの社

会的自立を目指すとともに生活する力を身に付けます。

【 理科・社会 】
社会生活での中で起こる諸課題について、地域や社会とのつながりや決まりがあることを知ったり、

日常の事象が日常生活や社会生活に関わることを知り、それらを合わせて体験的に学んだり、交流した
りして実際的、総合的に学習をします。

【 総合的な探究の時間 】
地域の高校との交流活動や学校近郊施設への校外学習、公共交通機関の利用、ALT交流、現場実習、

進路学習などの様々な場を通して、生徒が主体的に探究を行います。また、様々な考え方を知り、自ら
考え、選択し、自己決定する力を養います。
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販売活動の様子 職業：紙すき 現場実習

現場実習 理科・社会 校外学習

■週時程表 ■教育課程の特徴

個別の教育支援計画、個別の指導計画に示さ

れた生徒一人一人の教育的ニーズに応じて時間

割を作成します。国語・数学や理科・社会、職

業を中心とした指導編成（パターン➀）、自立

活動と理科・社会、職業を中心とした指導編成

（パターン②）、計２つの教育課程を編成して

います。

学級や学年での学習を中心に取り組んでいま

すが、音楽、美術、保健体育、職業は、学習到

達度や実態に応じて学部全体で学習集団を編制

しています。それぞれの学習集団を大切にしな

がらも個別の教育的ニーズに可能な限り対応す

るように取り組んでいます。

自立活動の指導では、自立活動教諭を中心に

自立活動流れ図を一人一人の障がいの状況等に

応じて作成し、６区分27項目の内容を指導の

効果が上がるように選定し、それらを相互に関

連させることで、心身の調和的発達の基盤を培

うための具体的な指導内容を設定しています。

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 福祉的就労（就労継続支援Ｂ型／生活介護／日中一時支援） ～３名

【パターン①】

月 火 水 木 金

１ 家庭科/ホームルーム（ＳＨＲ）

２ 自立活動

３ 国語・数学 理科・社会 国語・数学 理科・社会 国語・数学

４ 職業 自立活動 職業 自立活動 職業

５ 道徳 美術 保健体育 国語・数学
特別活動
（LHR）

６ 音楽 総合

＊ 登校時間 ９：００（月～金）
＊ 下校時間 １４：１0（月・水・金）

／１５：０5（火・木）

【パターン②】

月 火 水 木 金

１ 家庭科/ホームルーム（ＳＨＲ）

２ 自立活動

３ 自立活動 理科・社会 自立活動 理科・社会 自立活動

４ 職業 自立活動 職業 自立活動 職業

５ 道徳 美術 保健体育 自立活動
特別活動
（LHR）

６ 音楽 総合

132

学校のWebページ

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施



133



【病 弱】
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普通科のみを設置している病弱の特別支援学校

石狩管内 北海道手稲養護学校三角山分校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒063-0005 札幌市西区山の手５条８丁目１番３８号
ＴＥＬ ０１１－６３３－３０２０
ＦＡＸ ０１１－６３３－３０２３
E-mail sankakuyama-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.sankakuyama.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「自らの可能性を生かし、

心豊かに生きる人を育てる」

□ 概 要
本分校は二海郡八雲町で長い歴史を育んできた北海道八雲養護

学校を前身とする学校です。独立行政法人国立病院機構八雲病院
の札幌移転に伴い、令和２年８月から札幌市西区に校舎を移転
し、「北海道手稲養護学校三角山分校」として新たにスタートす
ることとなりました。

高等部では、隣接する『独立行政法人国立病院機構北海道医療
センター』に入院している神経筋疾患や重症心身障がいなどの生
徒を対象に、高等学校と同様の学習から障がいの重い生徒に適し
た学習まで、一人一人の発達や障がいの状況にきめ細かく対応し
た教育を行っています。

■特色ある教育活動

高等部教育目標
「自分のもつ力や個性を発揮し、現在及び将来において、生き生きと充実した生活ができる生徒を
育てる」

【 支援技術（ＡＴ）の積極的な導入 】
一人一人の障がいの状況に応じて、パソコンやタブレット等のＩＣＴ機器やスイッチや補助具等など

の支援技術（ＡＴ：アシスティブテクノロジー）を積極的に導入し、学習環境の整備に努めています。

【 車いす生徒の体育・スポーツ等の推進 】
積極的に体育的活動に参加することによる自尊心向上等の観点から、積極的に車椅子でのスポーツ等

を推進しています。また、体育では、eスポーツを活用した授業にも取り組んでいます。

【 個に応じた進路指導 】
地域の関係機関や事業所と連携を図り、就労体験学習など生徒一人一人の進路希望に応じた学習を進

め、生徒の進路実現へ向けた環境づくりを行っています。

【 交流及び共同学習の推進 】
同年代の生徒との活動を通して、社会性や豊かな人間性を育てられるよう、他校との交流及び共同学

習に取り組んでいます。

【 ＩＣＴを活用した遠隔授業の推進 】
遠隔授業システムや無料通話アプリなどを活用し、他校や特別支援教育センター、就労先などと、遠

隔授業や就労体験学習を行っています。

※ 原則として国立病院機構北海道医療センター（西館）への入院者を対象とした特別支援学校です。
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ICT機器等を活用した授業 eスポーツを活用した授業 オンラインによる就労体験学習

オンラインによる交流学習 スティックスポーツ フィリピンとの英語学習

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

卒業後の社会生活に役立つ知識や技能、態度及
び習慣を育成するための教育活動を展開していま
す。

普通学級では、高等学校と同様の教科学習を行
い、基礎的な学力の定着が図られるよう教育課程
を編成しています。

重複障がい学級では、生徒の実態に応じ、下学
部や知的障がい特別支援学校の各教科、総合的な
探究の時間、自立活動、生活単元学習、日常生活
の指導等で教育課程を編成しています。

□ 各教科
各教科の目標や内容に基づき、知識や技能、

思考力・表現力・判断力等の生徒の資質・能力
が育まれるよう指導を行っています。日常生活
や他教科等との関連付けを行い、興味や意欲を
もって学習できるよう工夫しています。また、
普通学級では、学習状況の確認のため定期考査も
実施しています。

□ 自立活動の指導
生徒一人一人の実態に応じて、ＩＣＴ機器な

どを含む補助具等の使用やコミュニケーション、
自己理解など、学習又は生活上の困難を改善・
克服し、社会参加に必要な知識・技能、態度や
習慣を養う学習を行っています。

＊ 登校時間 ８：３０（月～金）
＊ 下校時間 １５：４０（月・水・木）／１４：４０（火・金）

【 重複学級 】

月 火 水 木 金

１ 自立活動 自立活動 社会 数学 美術

２ 外国語 理科 情報 道徳 理科

３ 数学 数学
職業
家庭

国語 音楽

４ 国語 美術 国語 音楽
職業
家庭

５ 情報
総合的な
探究の
時間

外国語 保健体育
総合的な
探究の
時間

６ 社会 HR 保健体育

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 国立病院機構北海道医療センターでの継続療養～１名
□ 自宅療養／ＮＰＯ法人 札幌チャレンジド就労支援Ａ型～１名
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